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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第十九話　アンダーカバーミッション：隠おん密みつ教師Ｋ







〈六月二十一日──曇り時々晴れ〉





　先日の追つい試しをきっかけに、美み雪ゆきちゃんが中学に登校するようになって四日が過すぎた。


　しかし彼女の態たい度どにこれといって変へん化かはなく、以前より明るくなったとか、逆ぎやくに何か悩なやみを抱かかえているような素そ振ぶりなどは見られない。学校はどうかと訊きいても「別に……」と答えるだけで、楽しいのかつまらないのかさえはっきりしない。担たん任にんの草くさ[image: ]なぎ巴ともえ教きよう諭ゆ──静しず馬まの姉さん──に電話して学校での様よう子すを尋たずねてみたが「とくに問題なく普ふ通つうです」という答えが返ってくるだけでさっぱり要よう領りようを得えないのである。


　父兄としては心配でならない。不ふ登とう校こうの原因が取り除のぞかれない限り、いずれまた学校に行く気をなくすかもしれないのだ。もし超能力にも似にた例の奇き妙みような現げん象しようが原因だとすればなおさらである。


　担任が頼たよりにならないなら、こっちにも考えがある。


　俺だって教師のはしくれだ。まあ、職しよく歴れきはほんの一カ月ちょっとだがな……








　　　　一





　六月二十四日。ＡＭ九：〇七。


　四葉よつば中学校・第二校舎。


　黄色のニンジャリュックを背せ負おい、ローラーブレードを肩かたに引っかけた女生徒が一人、階段を上のぼって二階にやってきた。誰だれもいない廊ろう下かを大おお股またに歩いて教室に向かう。すでに授じゆ業ぎようが始まっているにもかかわらず、その足取りに急いでいる様子はなく、むしろ堂どう々どうとしていた。


　赤いソックスにカンガルーブーツを履はいた足がII─Ｃの教室の前で止まった。ドアに向き直り、少し爪つま先さき立だちになりながら大きく深しん呼こ吸きゆうすると、把とつ手てに手をかけて一気に引き戸を開ける。


「Goooood morniiiing !!」


　フロア全体に響ひびきわたる大きな声の挨あい拶さつとともに、姫ひめ川かわ沙さ羅らは自分のクラスに乗り込んだ。整せい然ぜんと席せきについている生徒たちが一様に驚おどろいて振り返る。しかしその視し線せんの半分くらいは、沙羅のいる位置から少しずれた方向にも注そそがれていた。その表情には図ずう々ずうしい遅ち刻こく常じよう習しゆう犯はんに対する軽けい蔑べつや迷めい惑わくではなく、恐おそれにも似た奇妙な緊きん張ちよう感かんがあった。


「…………？」


　どこかぎこちない教室の雰ふん囲い気きに沙羅は怪け訝げんな顔つきになったが、間もなく、目の前にそびえ立つ巨大な黒い影かげの存そん在ざいに気付いて思わず一歩後ずさった。


　それは二メートルを優ゆうに超こえる大男だった。ただ背が高いだけではない。濃のう紺こんの地じ味みなスーツを着き込こんでいるが、『筋きん骨こつ隆りゆう々りゆう』という言葉が自然に口をついて出てくるほどの肉の質しつ量りようが服ふくの上からでも見て取れた。短い髪かみにきれいに櫛くしをいれて七三に分け、フレームの太い黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけているが、ハイキックを食らってもびくともしそうにない太ふとい首に支ささえられた男くさい顔には冗じよう談だんのように不ふ似に合あいである。


　どう見てもＶＩＰの身しん辺ぺん警けい護ごのために変へん装そうしているとしか思えないその巨きよ漢かんは、固まっている沙羅の顔をちらりを見て『おや？』という感じで眉まゆをぴくりとさせた。


　沙羅は明るい金きん髪ぱつと碧あおい瞳ひとみの持ち主である。思い切りショートにした髪に生なま意い気きそうな眉、大きな瞳と逆三角形の輪りん郭かくが猫ねこ科かの獣けものを思わせた。学校指定のリボンは付けず、チョーカーから下がった銀の十じゆう字じ架かが開いた襟えり元もとで光っている。


　大男は胸の前で組んでいた腕うでを解といて壁かべ際ぎわにぴたりと背中をつけ、通り道を空あけた。沙羅は少々ビビリながらも、威い嚇かくするような目つきでにらみながらその前を通りすぎ、窓まど際ぎわの列の一番後ろ──いわゆる不ふ良りようの特とく等とう席せきに腰こしを下おろした。教室のあちこちから安あん堵どの溜ため息いきがもれ、張りつめた雰囲気が和やわらいでいく。


　沙羅はリュックから教科書を出すのも忘わすれて謎なぞの大男を凝ぎよう視ししなから、腕を伸のばして、前の席に座っているショート・ボブの女生徒の背中をトントンと叩たたいた。


「なあ美雪……何なんだよ？　あのデカイの」


　黒板の文字をノートに書き写しながら、美雪は振ふり向きもせずに答えた。


「父ふ兄けい参さん観かんだって」





　　　　☆





　三日前──


「四葉中へ行きたいだと……？　アホかね、君は？」


　その申し出を聞くなり、大だい門もん高校校長・藤とう堂どう鷹たか王おは真ま顔がおでそう返した。


「誰がアホですか!?　真ま面じ目めに言ってるんですよ」


　慶けい一いち郎ろうは憤ふん慨がいして唇くちびるをへの字に曲まげた。
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　昼下がりの校長室である。夏げ至し近くの強い陽ひ射ざしがブラインドに反射して、天てん井じように縞しま模も様ようを描いていた。藤堂はマホガニーのデスクに両りよう肘ひじをつき、組み合わせた両手の上に顎あごを載のせて、目の前に立っている巨漢の顔をサングラス越ごしにまじまじと眺ながめた。


「いいかね、南雲君。君が我が校の英語教師だということを忘れてもらっては困こまるよ。授業の進行が遅れているそうじゃないか。それというのも、校長の私にも明かせない用事とやらで、たびたび行方ゆくえ不ふ明めいになっているのが主な原因だと思うが？」


「いきなりギアナ高こう地ちから日本に呼びつけておいて、高校の教育カリキュラムを消しよう化かしろと言われましてもねえ……日にち常じよう会かい話わならともかく、受じゆ験けん用ようの英語なんて知りませんよ」


「……居い直なおりかね」


「人聞きの悪いことを言わんでくださいよ。それに、できない相談じゃないと思いますがね」


「しかし、そう急に言われても困るよ」


「藤堂校長ならなんとかできると見み込こんで頼たのんでるんです。ほら、カネとコネにモノをいわせて裏うらの方から手を回せば簡かん単たんに……」


「……君は私という人間を誤ご解かいしているようだな。公こう明めい正せい大だいが私のモットーだ」


「まーたまたそんな噓うそを……汚きたない政せい治じ的てき駆かけ引ひきが好きなくせに」


「頼み事をするつもりなら口のきき方に気を付けたまえ！」


　藤堂はぴしゃりと言い放ち、


「ならば訊きくが、草[image: ]君の件はどうなっておるのかね？」


「は……？　草[image: ]がどうかしましたか？」


　間まの抜ぬけた返事に、藤堂は眉み間けんにしわを寄せた。


「何を言っているのかね？　そもそも、彼を鍛きたえるために同じ〈神カム威イの拳けん〉の使い手である君を日本に呼よび戻もどしたのだよ」


「ああっ！」


「ああ、とは何だね!?　まさかすっかり忘わすれていたのではあるまいな？」


　図ず星ぼしをさされた慶一郎は頰ほおをピクピクさせながら、苦しい作り笑いを浮うかべた。


「え!?　まさか、そんなわけないじゃないですか。草[image: ]のことでしょう？　大だい丈じよう夫ぶ、バッチリ分かってますから任まかせといてくださいよ。すでに手は打ってますから……どんな手かは秘密ですが」


「……その口くち振ぶりでは安心できそうにないな」


　藤堂は呆あきれたように言うと、椅い子すの背に身体からだを預あずけた。パイプをくゆらせ、溜め息とともに紫むらさき色いろの煙けむりを吐はき出す。


「私は草[image: ]静馬を鍛えろとは言ったが、やっつけろと言った覚おぼえはないのだよ。君に負けて以来、彼はめぼしい活かつ躍やくはしていない……神かみ矢や君の報告では、最近はバイパーズ相手にもあまり積せつ極きよく的てきに闘たたかおうという意い欲よくが見られないそうだ」


「実力の差がありすぎるからじゃないですか？」


「確かにその通りだろうが、いい傾けい向こうとは言えんよ。彼は君に勝つことだけで頭が一いつ杯ぱいで、他の相手など眼がん中ちゆうにないのだ。Ｋファイトで彼に勝ったりするからいかんのだよ」


「あれは草[image: ]の方から挑ちよう戦せんしてきたんですよ。それに校長だって反対するどころかノリノリだったじゃないですか」


「そんなことは知らんよ」


「……居直りですか」


「人聞きの悪い言い方はやめたまえ！」


　慶一郎が知らんぷりしてあさっての方を向くと、藤堂は苦にがい顔で咳せき払ばらいして、


「ともかく、だ……いくら草[image: ]君が格闘の天才で〈神威の拳〉の使い手とはいえ、まだまだ経けい験けん不ぶ足そくは否いなめない。彼には実じつ力りよく拮きつ抗こうし鎬しのぎを削けずるライバルが必要なのだよ……君にその役やく目めを果はたしてもらいたかったのだが、私が想像していた以上に君は強すぎる」


「悪かったですね。強くて」


「何かといえば謎の失しつ踪そうを遂とげるし……」


「すいませんね。忙いそがしい身で」


「謎の外人格闘家は挑戦してくるし……」


「それは俺の責任じゃないですよ」


「いったい君には教師としての自じ覚かくがあるのかね!?」


「そもそも誰が教師にしたと思ってるんですか！」


「居直りかね？」


「居直りたくもなりますよ」


「むう……」


　二人はしばし無む言ごんでにらみ合う。やがて藤堂は椅子から立ち上がると、慶一郎に背を向け、ブラインドの隙すき間まから窓の外を見やりながら、言った。


「……よろしい、君の申し出を承しよう諾だくしよう。ただし期き限げんは一週間だ。それにいくつかの条じよう件けんを付けさせてもらう」


「どんな？」


「簡単なことだよ。普通の模も範はん的てきな教師らしく振ふる舞まってもらいたい。我が校の敷しき地ち内ないでなら何が起きようと外部には漏もらさんが、あちらではそうもいかんだろうからな……」


　藤堂は肩越しに鋭するどい視線を慶一郎に向けた。


「くれぐれも問題を起こさんようにな。これは命令だ」


「オ～ライ！」


　適てき当とうに答えを返しながら、慶一郎は内心ショックを受けていた。


（やっぱりもみ消してたのか……）





　こうして──ただでさえ忙しい男、南な雲ぐも慶一郎のさらに多た忙ぼうな一週間が始まったのである。





　　　　二





　二年Ｃ組の担任教師である草[image: ]巴は、四葉中にやってきた慶一郎と職員室で出会うなり、少し途と惑まどったようなぎこちない愛あい想そ笑わらいを浮かべて言った。


「なんだか……以前お会いした時とはずいぶんと、その……雰囲気が変わられましたね」


「そうですか？　気のせいでしょう」


　慶一郎は中なか指ゆびで眼鏡の位置を直しながらクールに答えた。研けん修しゆうという名めい目もくで四葉中にいる一週間の間は、あくまで人じん畜ちく無む害がいな普通の教師で通せと藤堂から厳げん命めいされているのだ。しかし、生き真ま面じ目めさを演出するべく堅かた苦くるしいスーツに身を包つつんだために、かえって周囲に与える威い圧あつ感かんが倍ばい増ぞうしていることに当の本人は気付いていなかった。


「私、二限目が空いてますから、校内をご案あん内ないしましょうか？」


「それには及およびません。僕はここのＯＢですので。それにＣ組の授業はすべて見学させていただきますから」


「すると一週間、ずうーっと授業参観を？」


「ええ、もちろんそのつもりです」


　力強く肯こう定ていしてみせると、心なしか巴の顔色が少し青ざめたようだった。


「ご心配なく。授業の邪じや魔まにならないようにおとなしくしていますよ。それより、後で名めい簿ぼを見せていただけますか？」


「うちのクラスのですか？」


「いえ、全校生徒及および職しよく員いん全員の名簿です」


「……な、何に使うんです？」


「場合によっては必要になるかも知れませんからね」


　慶一郎の答えは答えになっていなかったが、巴はそれ以上詮せん索さくはせず、名簿なら教頭に頼めば見せてくれるだろうと教えた。


　二時眼目の始業のチャイムが鳴なった。


「それでは失礼します。また後のちほど……」


　慶一郎は踵きびすを返すと、巨体に似合わぬ風のような速さで職員室を出ていった。


「草[image: ]先生」


　慶一郎が去さった後、胸むねに手を当てて露ろ骨こつにほっとしている巴に、同どう僚りようの教師が声をかけてきた。


「彼とは……南雲先生とはどういうお知り合いで？」


　空から手て部ぶ顧こ問もんで現げん国こく担たん当とうの早さ乙女おとめは、やや骨ほね張ばっている日焼けした顔に、少し怪け訝げんそうな表情を浮かべながら尋ねた。


「知り合いといっても……以前、うちのクラスの鬼おに塚づかさんのことで相談を受けた時に一度お会いしたっきりですけど」


「鬼塚？　というと……もしかして飛ひ天てん神じん社じやの？」


「ええ、よくご存じですね。南雲先生は鬼塚さんのところに下げ宿しゆくされているんです。ここ何年間か海外に留りゆう学がくしていて、この間帰国したばかりだっておっしゃってましたよ」


「ふうん、そうなんですか……」


　早乙女は喉のどに何かがつっかえたような難むずかしい顔つきになった。どちらかというと単たん純じゆんな性格の男にしては珍めずらしく、複ふく雑ざつな表情である。


「南雲先生がどうかしましたか？」


「……いえ、何でもありません。ただ訊きいてみただけですよ」


　巴の質問をさえぎるように強い口調で言うと、早乙女は逃げるように職員室を出ていった。後に残された巴は釈然としない気分になったが、十分ほどして、自分のデスクで書類を整理している最中、不ふ意いにあることを思い出した。


「そういえば、早乙女先生もここの卒そつ業ぎよう生せいだったわね……」


　巴は少し考えてから、仕事を中断して席を立った。卒業アルバムの収おさめてある書しよ棚だなの場所を思い出したのである。


「確か今年で二十八とか言ってたから、卒業年度は……」


　探すことおよそ十分。巴は早乙女の載のっているアルバムを発見したが、同年の卒業者名簿の中に南雲慶一郎の名前はなかった。


「同級生じゃなかったのか……じゃあ先せん輩ぱいなのかな」


「何をお探しですかな？」


　突とつ然ぜん背はい後ごから声をかけられ、書棚の前に屈かがみ込んでいた巴は慌あわてて振ふり向いた。そこには初老の男性教諭が立っていて、不思議そうな顔で巴を見下ろしていた。身体は瘦やせているわりに頭が丸くて大きく、生はえ際ぎわがかなり後こう退たいして額ひたいが広いため『豆電球マメキユー』という渾あだ名なをもらっている斎さい藤とう肇はじめである。


「ほう、卒業アルバムですか」


　巴が手にしている本を見て、斎藤は黒縁のメガネの奥の小さな目を瞬しばたかせた。


「南雲君が卒業したのはそのひとつ前の年ですよ」


「え？　どうして……」


「彼はかつては有名人でしたからね。よく覚えていますよ。当時の教師でここに残っているのはいまや私だけですが」


「そうなんですか……でも、どうして私が南雲先生のアルバムを探しているとお判わかりになったんですか？」


「なに、簡かん単たんな推すい理りですよ」


　斎藤は謎なぞめいた微笑ほほえみを浮かべたが、すぐにくるりと背を向けて自分の席の方に歩いていった。推理の中身の解かい説せつを期き待たいしていた巴は、拍ひよう子し抜ぬけした気分で前年のアルバムに手を伸ばした。名めい簿ぼで慶一郎の名前を確認し、ページをめくって写真を探していると、遠くから斎藤の声が聞こえてきた。


「名簿に南雲君の名前はありますが、写真は一枚も載のっていませんよ。彼は問題児として有名でしたし、ずいぶんと教師から恨うらみを買っていましたからね」


「……そういうことは先に言ってください！」


　巴はひどく疲つかれた気分で、アルバムをバタンッと閉じた。





　　　　☆





　二年Ｃ組の教室。


「ねえカズ君……ちょっといーい？」


　四葉中の校内において〈鉄てつ面めんの風ふう紀き委い員いん〉として知られる泉いずみ谷や万騎かずきは、その呼びかけに応じて、岩いわ波なみ文ぶん庫この上に落としていた視線を上げた。隣となりに立っているのが栗くり色いろの髪を三つ編あみにした女生徒だと知ると、文庫にしおりを挟はさんで閉じる。本のタイトルは──『死に至る病』。


　万騎は端たん正せいだが能のう面めんを思わせる無む表ひよう情じような顔を向け、少し高めの声で言った。


「神かん崎ざき唯ゆい君、学級委員長である君がそういう口調で話しかけてくるということは、僕に何か相談したいことがあるんだね？　僕はちょうどこの興きよう味み深ぶかい本を読んでいる最中なんだが、もしそれが緊きん急きゆうかつ重大な用よう件けんだというなら、よろこんで相談に乗るよ」


「…………」


　唯はくりっとした愛くるしい目を半はん眼がんにして、本当に見えているのかどうか判はん然ぜんとしない万騎の細目の奥を覗のぞき込こんだ。


「つまり……邪魔するなってこと？」


「そうは言ってないよ。こうして本を閉じ、君と向き合って話を聞く姿し勢せいになっているじゃないか。曲きよつ解かいしないでくれないか」


「だったらそんな回りくどい言い方しないでよ～！」


「自分の考えを精せい確かくに伝えようとしたまでだよ」


「幼稚園からの付き合いなんだからツーカーで通じてよね。それにわざわざフルネームで呼ばなくたっていいでしょ？」


「親したしき仲なかにも礼れい儀ぎあり、だよ」


「カズ君の場合は他た人にん行ぎよう儀ぎすぎるよ。昔は『唯君』なんて呼ばなかったのに……中学に入ってから性格変わったんじゃない？」


「心外だな。僕が幼おさな馴な染じみの君をないがしろにしていると言うのかい？　仕し方かたないな。じゃあ今日は一いつ緒しよに帰ろう。仲なか睦むつまじく手と手をつないで……ついでにお風ふ呂ろで背せ中なかの流しっこもしようじゃないか」


「な、なにも幼よう稚ち園えんの頃ころまで戻もどんなくてもいいでしょ！」


　唯が耳まで真っ赤になったのを見ると、万騎は顔をそむけ、肩をプルプルと震ふるわせて無言で笑った。


「……その含ふくみ笑いもやめてよね。ブキミなんだから」


「了りよう解かいしたよ。それでいったい何の用だい？」


「うん、あのね……」


　唯は教室の隅すみ、窓側の一番後ろの方をちらりと一いち瞥べつした。万騎の席は廊ろう下か側がわから二列目の三番目で、ちょうど対角線上にある。三限目は自習になったが、ほとんどの生徒は教室に居い残のこって予習をしたり、おしゃべりに興きようじている。唯の視線の先には、自分の席から動いていない二人の女生徒──美雪と沙羅の姿があった。


「彼女たちがどうかしたのかい？」


「今日は鬼塚さんが日につ直ちよくなのよね……でも本人、知らないみたいで。二限目の時は私が気付いて黒こく板ばんを消したんだけど……」


　万騎は黒板を見た。二限目の授業で使われたまま消されていない。


「お願いカズ君、代かわりに鬼塚さんに言ってきてくれない？」


「それは風紀委員の仕事じゃないな」


「幼馴染みが頼んでるのよ？」


「人に頼むようなことかな？　委員長の仕事としては最もつとも簡かん単たんな部ぶ類るいだと思うんだが」


「委員長ったって、自分で立りつ候こう補ほしたんじゃないのよ。押し付けられて泣く泣くやってるんだから……ね？」


「君なら適てき任にんだとみんなが思ったから選ばれたんだよ。自分で言った方がいい。第一、女子の間で僕の評ひよう判ばんがすこぶる悪いという事じ実じつを知らないわけじゃないだろうね？　僕の言葉にはトゲがあるから、誰を相手に話しても角かどが立ってしまうんだ」


「……自じ覚かくがあるなら直しなさいよ」


「そうしたいところなんだが、困ったことに僕は自分が好きなんでね。まあ前まえ向むきに善ぜん処しよしたいとは思っている……それより、鬼塚さんと話をしたくない理由はなんだい？」


「だって～……」


　唯は胸の前で両手の指をからませて、言いにくそうに身体をモジモジさせた。


「鬼塚さん一人だけならともかく、姫川さんが隣にいるんだもん……なんでか知らないけど親しん友ゆうみたいなのよ。黒板消して、なんて言ったらにらまれそうで……彼女、バイパーズとかって不良グループと付き合ってるんでしょ？」


「大丈夫だ。何かされるとしてもビンタ一発くらいで済すむさ」


「それが嫌いやだから頼んでるんじゃない！」


「だったら一人の時を狙ねらうしかないだろうな」


「そうは言っても、どこへ行くにも二人ふたり一いつ緒しよなのよね。レズってるって噂うわさもあるけど……それに、鬼塚さんに話しても聞いてくれるかどうか……」


「鬼塚さんとは小学校の頃、友達だった時じ期きがあったと思うんだが？」


「付き合いは短かったのよ。同じクラスになってすぐにあの子、事じ故こで入にゆう院いんしちゃったから……」


　唯は身を屈かがめ、万騎に顔を近づけて小こ声ごえで耳打みみうちした。


「昔からボ～ッとしててニブい感じの子だったんだけど、事故の後はもう完全にあっちの世界に行っちゃってるって感じで……なんか存そん在ざい感かんが薄うすいのよね。それに例の事件だって……」


「彼女の仕し業わざだと言うのかい？」


「それは分からないけど……でも恐こわいよ。みんな噂してるし」


「〈悪あく霊りよう憑つき〉か──」


　唯が言っているのは、一年生当時に鬼塚美雪の周しゆう囲いで起きたとされる一いち連れんの奇妙な事件のことである。いわく、美雪を殴なぐろうとした上級生が割われたガラスを浴あびて血ちまみれになった、あるいは美雪に向かって飛んできた軟なん球きゆうがぶつかる寸前に真っ二つに割れた、といった目もく撃げき談だんが校内で話題になったのだ。


「その件については草[image: ]先生に頼たのまれてリサーチしたんだが、おおむね事実だったよ。しかし共通点は現場に鬼塚さんが居い合あわせていたというだけで、ＥＳＰだとか守しゆ護ご天てん使しの類たぐいの仕し業わざであると断だん定ていはできない。もっとも彼女は神社の娘で巫み女こだから、そういったオカルティックな力を遺い伝でん的てきに持っていたとしても不自然じゃないが……だからこそ、そんな噂がもてはやされるんだろうな」


「冷れい静せいに分ぶん析せきされたって、恐いものは恐いんだから」


「それなら大丈夫」


　万騎は唯の肩をぽんと叩たたいて、


「信じろ。神はいる」


「…………」


　大真面目な万騎の顔を、唯は呆あきれ果てた目つきで見つめる。


「ずいぶん昔むかしに死んだって聞いたけど」


「意い外がいとタフだったんだよ」


　万騎は澄すました口く調ちようで言い、II─Ｃ所属の女子最さい凶きようタッグチームに視線を向けた。


「見たところ姫川さんもクリスチャンのようだ。誠せい意いをもって接せつすれば必ず道は開ける」


「首の十字架なんてどうせファッションでしょ？　それにうちは浄じよう土ど真しん宗しゆうだし、関係ないじゃん」


「だがクラスでも孤こ立りつしているあの二人のケアは委員長の重じゆう要ような仕事だよ。再ふたたび出席するようになってからずっと観かん察さつしているが、姫川さんが校内で暴ぼう力りよくを振ふるった事実はないし、鬼塚さんの周囲で怪かい奇き現げん象しようが起きたという話も聞かない。この際さいだから勇気を出して、いっそ親友にでもなってみたらどうだ？　ハクが付くぞ」


「はいはい、貴き重ちようなアドバイスをどーも。実現可能だったらもっといいのに」


　唯は相談したことを心しん底そこ後こう悔かいしたように溜め息を吐つくと、意を決して美雪の側そばに歩いていった。呼吸を整え、いざ声を掛けようとするが、美雪が机の上に広げている物を見てギョッとなった。遠くから見るとただのハードカバーに思えたその本は、外がい装そうは革かわ張ばり、中身はすべて活かつ字じ印いん刷さつではなく手書きの版はん画がという凝こった作りで、まるで魔ま道どう書しよのようである。机に扇おうぎ状じように並ならんだタロットとおぼしき美び麗れいなカードも、一枚一枚が画家の手によって描かかれた本物の風ふう格かくがあった。


（な……なにやってんのよ、この子は～!?）


　一度は固めた決意が急きゆう速そくに萎なえていくのを感じつつも、唯は恐る恐る声を掛けた。


「あのう～……」


「何か用かよ？」


　それは隣の沙羅の口から出た言葉だった。唯は心しん臓ぞうが破は裂れつしそうなほど怯おびえながら、それでも強がって表面上は冷静さを保たもった。


「ひ、姫川さん？　あなたに言ったんじゃないわよ。私は鬼塚さんに話があるんだから」


「ふうん……おい、美雪！　委員長が用だってよ」


　沙羅が美雪の制服の背中を摑つかんで引っ張ぱった。美雪は本から顔を上げ、上うわ目め遣づかいに唯を見る。


「あのね、鬼塚さん。今日は出席番号順であなたが日直になってるの。だから……」


「日直だってぇ!?」


　再び沙羅が声を上げ、唯をにらみつけた。唯は殴られると感じて反射的に身を竦すくませる。しかし沙羅は頰ほおに手を当てて訝いぶかしげに言った。


「ニッチョクって……なんだっけ？」


「へ？」


「なんかむか～し、どっかで聞いたような気がするんだけど……」


「日直っていうのは、日ひ替がわりで順番に黒板を消したりゴミ捨すてをする当とう番ばんのことよ。ほら、黒板の右の日付の下に名前があるでしょ？」


「へーえ！　あれってそういう意味なんだ」


「知らなかった？」


「知るわけねえよ。だって誰も教えてくんねーもん」


　不ふ意いに美雪が席を立った。すたすたと黒板の前まで歩いていき、黒板消しを取ってチョークの文字を消し始める。さっと一通り消してから一歩下がって黒板全体を眺ながめるが、全体に白っぽくなっているのが気に入らないらしく、念ねん入いりに何度も拭ふいてチョークの白さが完全に消えたのを確認するとようやく戻もどってきた。


「……これでいい？」


「あ、ありがとう。綺き麗れいになったわ」


　美雪は席に戻り、再び占うらないの本を読み始める。あまりにあっさりした事のなりゆきに拍ひよう子し抜けして万騎の方をちらりと見ると、幼馴染みの風紀委員はさも当とう然ぜんという顔で頷うなずいてみせた。





　　　　☆





「ねえ静馬……あんたの高校に南雲慶一郎って先生、いるでしょ？　どんな先生？」


　２ＬＤＫマンションのダイニングテーブルに出しっぱなしになっているホットプレートでいつものように夕食のお好このみ焼やきを焼いていた静馬は、巴の唐とう突とつな質問に露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。


「あのアホの名前を出すな！　メシが不ま味ずうなる!!」


「ど、どうしたん？　急に怒ど鳴なったりして」


「どうもこうもあるかい！　あのバケモンが地球上に生せい息そくしとるおかげで、このオレがどんだけ迷めい惑わくしてるか……」


「迷惑ぅ？　あんたが？　へえ～」


　ノースリーブのシャツにカットジーンズというリラックスしきった格かつ好こうの巴は、感心したような笑みを浮かべながら、缶ビールのリングプルを引いた。


「あんたがそう言うってことは、よっぽど優ゆう秀しゆうな先生なんやね」


「なにが優秀や。人間のフリしとるけど中身は怪かい獣じゆうやぞ!?」


「怪獣てゆうより……なんや映画の『スーパーマン』のクラーク・ケントみたいな感じやったけど」


「見た目に騙だまされたらあかん！　奴やつのエネルギーはむしろ原子力や。頭にＧの付くロボなんや!!」


「Ｇ……？　ギン○イザーとかガ・○ーンとかガ○ビオンとか？」


「全部違ちがうわ！　それに知らんし」


「どうでもええやないの。ほら、早はよ返さんと焦こげるで！」


　言われて、静馬は慌あわててお好み焼きを裏返した。巴は缶の中身を一ひと息いきで半分ほど飲み下し、プハ～ッと幸しあわせそうに大きく息いきを吐はく。


「どっちにしても普ふ通つうの教師じゃないってことやね。ネコかぶってんのか知らんけど、どうせ一週間だけやし……」


「一週間て、なんやねん？」


「今日からうちの中学に研修に来てるんよ。研修ゆうても授業参観してるだけやけど」


「研修ぅ？　あのアホが!?　ケッ、生なま意い気きな……マトモな教師の真ま似ねすんのは百年早いっちゅうんじゃ！」


　静馬は吠ほえるように言うと、コテをお好み焼きに突つき刺さした。十字に切り分けながら、にやりと笑みを浮うかべる。


「すると今週は高校にはおれへんってことやな？　よしよし、これで久ひさ々びさに平和な日々が戻ってくるわ！　ニャハハハハッ!!　いっそ二度と戻ってこなんだらええのに」


　嬉うれしくてたまらないという顔で笑う静馬を、巴は呆あきれ顔で眺ながめていた。もちろんこの時、巴に『普通でない教師』の真の意味が理解できようはずもなかった。





　　　　三





　六月二十六日──研修三日目。


　それまでの二日間、二年Ｃ組のほぼすべての授業を見学した慶一郎は、美雪を取り巻くおおよその人間関係を把握はあくしていた。人間関係といっても友人と呼よべるのは姫川沙羅だけで、他のクラスメートとは会話を交かわすことすらあまりない。美雪は学校にいるほとんどの時間を沙羅と一いつ緒しよに過すごしているが、沙羅の方もストリートバイパーズとの交こう際さいの噂うわさが広まっているため、二人そろって周囲から敬けい遠えんされているというのが現げん状じようだった。


　ほとんどストーカーと化して美雪の行動を観かん察さつしているうちに、慶一郎は二人に対して並なみ々なみならぬ興きよう味みを抱いだいているらしい生徒の存在に気づいた。


　同じ二年Ｃ組の風紀委員、泉谷万騎である。


　こちらは二人とは別の意味で周しゆう囲いから浮いている生徒だった。クラス委員の神崎唯と話しているところを見かける以外はいつも一人で行こう動どうし、休み時間や放ほう課か後ごには、教室や廊ろう下かの隅すみに立って他の生徒の様子をじっと観察していることが多い。校内で視し線せんを感じて振り向くと、必ずといっていいほどそこには万騎の姿があった。


　沙羅という用よう心じん棒ぼうがいるため、美雪が誰かからいじめを受けるような心配はほとんどなさそうだった。そういうこともあり、慶一郎の注意の何割かは、自然とこの奇き妙みような男子生徒にも向けられるようになっていった。





「──邪魔だっつんてんだよ、このジジイ！」


　一時限目の授業が始まって早そう々そう、廊下の方から沙羅の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。教室の後ろの壁を背に立っている慶一郎は、ドアを少し開いて顔を出した。


　廊下では、沙羅が霧きり島しまという四十半なかばの教師と口こう論ろんの最中だった。


　霧島は白はく髪はつ混まじりの髪をオールバックにしたマウンテンゴリラ的てき風ふう貌ぼうの持ち主で、研修初日に慶一郎が自じ己こ紹しよう介かいした時、露ろ骨こつに蔑さげすんだ顔つきで「大門？……ああ、あのバカ高校か」などと不ふ用よう意いな発言をした命知らずの教師だった。言葉の内容は間違っていないが、少々デリカシーに欠けているのは事実である。その後、同どう僚りようの女性教諭の肩に馴なれ馴なれしく手を回して嫌いやがられている場面を二度ほど見かけている。慶一郎の霧島に対する評ひよう価かは──ズバリ『田舎いなかの代だい議ぎ士し』。


「遅ち刻こくしておきながら何だ、その態たい度どは？　少しは反はん省せいしたらどうなんだ!?」


「ヤニ臭くせえ顔を近付けんじゃねえよ！　わざわざ来てやってんだから、五分やそこら遅れた程てい度どでガタガタほざくな。このロートルが!!」


　沙羅は強こわ面もての霧島を相手にしても目をそらすことなく、一気にまくしたてた。霧島の赤ら顔がさらに赤くなり、こめかみに血けつ管かんが浮き出る。サルでも理解できるリアクションである。


「姫川……貴き様さま、帰き国こく子し女じよだと思っていつまでもチヤホヤされると思うなよ！」


「誰がいつチヤホヤされたんだよ!?　目め玉だま腐くさってんのか？」


「口答えをするなと言っとるだろうが!!」


　霧島が沙羅の二の腕うでを荒っぽくわし摑づかみにした。沙羅は暴あばれる様子も見せず、冷れい静せいに小馬鹿にした目つきで霧島を見上げ、


「何だよこの手は？　気き安やすく触さわってんじゃねえよ。セクハラで訴うつたえるぞ、エロジジイ」


「目上の者に対する口の利きき方も知らんのか！　例のバイパーとかいうくだらん連中と付き合っているせいだな。だいたい、日本人のくせにそんな頭をしとるから不ふ良りように声をかけられるんだ。染そめてこい!!」


　慶一郎はわずかに眉まゆをひそめた。完全な言いい掛がかりである。


（……とりあえず黙だまらせとくか）


　藤堂から騒さわぎを起こすなと言われているが、不ふ愉ゆ快かいな人物をいつまでも視し界かいに置いておくほど慶一郎は我が慢まん強い性格ではない。黙らせるといっても、首根っ子を摑んで激げき痛つうを起こすツボを指し圧あつしてやれば事は足りる。その後で体育館の裏にでも呼び出して教育的指導を施ほどこしてやれば十分だろう──そう考えて出ていこうとすると、慶一郎の脇わきをすり抜けて一人の生徒が廊下に歩み出た。


「霧島先生。そこまでにしていただけませんか」


　泉谷万騎の呼びかけに、霧島は怒りに滑こつ稽けいなほど歪ゆがんだ顔で振り向いた。


「あまり大きな声で騒がれますと授業の妨ぼう害がいになります。それと以前にも申し上げましたが、姫川さんの髪の色は遺い伝でんによるもので、脱だつ色しよくしているわけではありません」


「そんなことは言われんでも分かっとる」


「では、先さき程ほどの言葉は人じん種しゆ差さ別べつ発はつ言げんと受け取ってよろしいのですね？」


　万騎は微かすかな笑みを含ふくんだ無表情で、あっさりと言った。


「だ、誰がそんなことを言った!?」


「ほんの十五秒前にご自分が言ったことをお忘れになりましたか？　記き憶おく障しよう害がいの疑うたがいがありますね。一度、病院で精せい密みつ検けん査さを受けられたらいかがです？」


「余よ計けいな世せ話わだ！　わしは差別などしておらんぞ」


「では、遅刻にかこつけた単なる言い掛かりということですね。撤てつ回かいしていただけますか」


「取り消せと言うのか」


「校こう則そくでは頭とう髪はつの脱色及び染せん色しよくを禁きん止ししていますから、姫川さんが髪を黒く染めた場合、当然それは校則違い反はんになります。風紀委員として認めるわけにはいきません」


「屁へ理り屈くつを……」


「では姫川さんが髪を染めねばならない理由について、納なつ得とくのいく説明をお聞かせ願いましょうか。霧島先生」


　ほとんど無む邪じや気きとも言える涼すずしい顔の万騎に対して、霧島の顔は沙羅と口論していた時以上にドス黒く変色していた。非常に陰いん険けんなやり方で遠回しにおちょくられていることに薄うす々うす気き付づいている顔だ。


「こ……こいつは不良と付き合ってるんだぞ！」


「一いち概がいに不良といってもいろいろありますが」


「池いけ袋ぶくろ周辺でたむろしてるバイパーとかいう連中だ」


「それはどういったグループなのでしょうか？」


「頭の悪い落ちこぼれ連中のやることだ。恐きよう喝かつに窃せつ盗とうに暴ぼう力りよく行こう為いと相そう場ばは決まっている！　あとは……」


「ドラッグに援えん助じよ交こう際さい、ですか？」


「……そ、そうだ」


「ところで霧島先生は援助交際に対しては否ひ定てい的てきな立場ですか？」


「今はお前とそんなことを議ぎ論ろんするつもりはない！」


　万騎の能のう面めんのような顔から笑みが消えた。少し不満そうに小首を傾かしげて、


「……そうですか。では言わせていただきますが、〈ストリートバイパーズ〉は実じつ戦せん格かく闘とう──ストリートファイトを目的としたアマチュア武闘家の集団です。平均年齢は二十一歳。ほとんどが無む職しよくもしくはフリーターの男性で、学生は全体の三割弱。おもに池袋のサンシャイン周辺の公園で週末に〈バイパーズ・レイヴ〉と呼ばれる武ぶ闘とう集しゆう会かいを開き、チーム対たい抗こうによる団体戦または個人戦を行っています。ここ半年の間にメディアでの露ろ出しゆつもあって急きゆう速そくに認にん知ちされたため、見物客が多く集まるようになり、人気に便びん乗じようしてバイパーズを名乗る不良少年の集団も出てきてはいますが、そういった連中は半月と続かずに本物のバイパーズたちの手で壊かい滅めつさせられるのが現実です。単純な『強さ』に固こ執しつする彼らにとって、いわゆる犯はん罪ざい者しや予よ備び軍ぐんとしての堕だ落らくした軟なん弱じやくな不良は、むしろ忌いむべき存在として認識されているのです」


　ニュース原稿を読んでいるかのように淀よどみない万騎の解説を、霧島は呆あつ気けに取られた顔で聞いていた。


「……それで？　何が言いたいんだ？」


「僕が今月の頭に早乙女先生を通じて職員会議に提てい出しゆつしたバイパーズに関する報告書の要よう約やくですが……覚えておられなかったか、まったく目を通していなかったようですね。でなければ、そんな的まと外はずれな説明ができるはずがありません。要するに先せん入にゆう観かんと勝かつ手てな思い込みによる根こん拠きよのない決めつけです」


「むう……」


　教師としての怠たい慢まんを論難された霧島は低くうめいた。万騎は唇の端はしをかすかに歪ゆがめ、さらに続ける。


「僕の調査したところでは、姫川さんはバイパーズの闘いを観かん戦せんしている取り巻きの一人ですが、立場的にはサポーターと言うよりはグルーピーに近いと思われます。そして今のところ、彼女が何らかの犯罪行為に加か担たんしたという証しよう拠こはありません。以上の理由により、霧島先生の発言には何ら裏うら付づけはなく、姫川さんの人じん格かくを否定した一方的な侮ぶ辱じよくであると断だん言げんします。風紀委員会を代表し、発言の撤回及および謝しや罪ざいを要求します」


　慶一郎は思わぬ展開に目を瞠みはった。完かん璧ぺきな吊つるし上げである。


　この騒ぎで他のクラスも授業を中断し、教師や生徒たちが廊下に顔を出して会話の一部始し終じゆうを耳にしていた。万騎の声は明めい瞭りようでよく通るうえ、理り路ろ整せい然ぜんとしているので容よう易いに内容を理解できた。無論、大勢が聞いていることを計算しているに違いない。相手を感情的に非難しているような印象が一いつ切さいないのが見み事ごとである。


　屋根に上がって梯子はしごを外されたような立場に追い込まれた霧島だったが、立ち往おう生じようしていたのはわずかに数秒だった。


「お……お前ごときににそんなことを言われる筋すじ合あいはない!!」


　どうやら何もかも無視して開き直ることにしたらしい。慶一郎は苦笑いした。ある意味、見事なバカっぷりである。


「その台詞せりふ、そっくりてめえに返してやるよ！」


　沙羅は二の腕を摑んでいた霧島の手首を捕とらえると、簡単に外して逆に背中側に捻ひねり上げた。重心のかかっている足の膝ひざの裏を膝で突く、いわゆるヒザカックンを仕掛けられた霧島は、身体を折り畳まれるようにして仰あお向むけに崩れ落ち、後頭部を床に打ち付けた。


「んごっ!?」


　沙羅は霧島の顔面をブーツで踏んづけていくと、入口に立っている慶一郎をキッとにらんで退かせ、堂々と二年Ｃ組の教室に入ってきた。それに続いて万騎が教室に戻もどってくる。ようやく起き上がってきた霧島が何か言おうとするのを拒きよ絶ぜつするように、万騎は目の前でぴたりとドアを閉じた。


「お騒がせしました。授業を再開してください」


　万騎はにこやかにそう言って、そそくさと自分の席に戻った。すぐに怒ど鳴なり込んでくるかと思われた霧島は、しばらく教室の前をウロウロしていたが、さすがに恥はじの上うわ塗ぬりを恐れたのか、結局は何も言わずに去っていった。


（……見事だ）


　慶一郎はすっかり舌を巻いていた。万騎には霧島とまともに議論するつもりなど毛もう頭とうなかったのだ。理路整然と筋すじ道みち立てて話すことで、逆ぎやく説せつ的てきに『こんなバカとは真面目に話をするだけ無む駄だだ』ということを証明して見せたのである。


（頭が切れるのは確かだが、恐ろしく陰険な策さく士しだな。敵を陥おとしいれるためならどんな労ろう力りよくも惜おしまないタイプだ。しかし……）


　慶一郎は窓際の席に座っている沙羅と美雪に目を向けた。沙羅はいつものように横に投げ出した長い足を組んで、机に頰ほお杖づえをついている。


　毒どく舌ぜつ風紀委員・泉谷万騎が果たして味方なのか否いなか──それだけが慶一郎の気掛かりだった。
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「──草[image: ]先生！」


　職員室を出たところで、巴は男子生徒に呼び止められた。振り向くと、愛あい嬌きようのある小こ柄がらな美少年が駆け寄ってくる。巴の担当クラスの生徒ではないらしく、顔に見覚えがない。


「ええと、君は……？」


　少年は愛あい想そよくぺこりと頭を下げた。


「静馬さんにはいつもお世話になってます。あれ？　そういえば実際にお会いするのは初めてでしたっけ？」


「え？　静馬の知り合い？」


　弟の名前を出されて驚いている巴をよそに、少年はデジタルカメラを取り出して構えた。


「記念に一枚撮とらせてくださいね。ところでルート４は？」


「ええっ!?　ルート４は、確かフジサンロクニ……」


「それはルート５ですよ。ルート４は二乗すると４になる数字です」


「二乗で４？　じゃあ……２ね」


　フラッシュが発光し、狐きつねにつままれたような巴の顔がデジカメのメモリーに記憶された。


「ありゃ、ちょっと変な顔が撮れちゃったけど……まあいいか」


「あ、あのね……君」


「それでちょっと伺うかがいたいんですけど、南雲先生はどこにいるんですか？　II─Ｃの教室にはいなかったんですよね」


「南雲先生？　お昼休みだから多分、家庭科教室にいると思うけど」


「家庭科教室って、どこにあるんでしょうか？」


「隣となりの第二校こう舎しや。三階の端はしよ」


「そうですか。ありがとうございます……それじゃ」


「ちょっと待って！」


　今度は巴の方が呼び止める番だった。すでに立ち去ろうとしている少年に尋たずねる。


「君のクラスと名前を教えてちょうだい」


「二年Ｂ組の神かみ矢や大だい作さくですよ」


　にっこり笑ってそう答えると、大作は駆かけ足で階段を上っていった。
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　家庭科教室には、食しよく欲よくをそそる甘あま酸ずっぱい香かおりが満ちていた。


　エプロン姿の慶一郎は、火力を最大にしたガスコンロの前に立ち、大きな中ちゆう華か鍋なべを片手で摑んで振っていた。野菜を炒いためたところに、小こ麦むぎ粉こをまぶして揚あげた豚ぶたの角切りを放り込み、そこにタッパーに入れて家から持ってきた甘あま酢ず餡あんを加えて手早く全体にからませる。勢いよく大皿に盛り付けると、どこに出しても恥はずかしくない本格派の酢す豚ぶたの出来上がりだった。


「ほい、お待まっとさん」


　慶一郎は待ちかねた様子でテーブルに頰ほお杖づえをついている美雪と沙羅の前に酢豚の皿を置おいた。他にはレンジで温めたご飯と春はる雨さめサラダ、そして中華風つみれ汁の椀わんが並ならんでいる。


「なあ先生、こんなの食わしてもらっちゃっていいのかい？」


　沙羅は十分そこそこで作ったとは思えない立りつ派ぱな昼食に圧あつ倒とうされていた。


「子供が遠えん慮りよするもんじゃないぞ。冷さめないうちに食ってくれ」


　慶一郎は流し台で中華鍋を洗いながら答える。二日目までは弁べん当とうを持ってきていたのだが、美雪の分とは別に自分と沙羅の分まで重じゆう箱ばこに詰つめていくのが面めん倒どうになったため、調理実習に使われるキッチンを借かりて作ることにしたのである。もちろん食器と材料は持ち込みだった。


「いただきま～す」


　美雪を真ま似ねて形だけは行ぎよう儀ぎよく手を合わせた沙羅は、さっそくレンゲで酢豚の肉をすくって口に運ぶ。


「……あ、熱あつっ！」


　出来立てをいきなり頰ほお張ばったため熱さにびっくりしたが、その顔はすぐに笑顔に変わった。


「いけるじゃん、これ！　グ～よ、グ～！」


　はしゃぐ沙羅を見て、慶一郎は満足げに微笑ほほえんだ。古こ今こん東とう西ざい、うまい食い物に勝てる人間はいない。


　沙羅はつみれ汁のスープに舌した鼓つづみを打ち、隣となりで黙もく々もくと食べている美雪をうらやましそうに見た。


「美雪って毎日こんなうまい物食ってんだ。いいよなあ」


「毎日じゃないわ。たまに聞いたこともない国の料理を食べさせられるけど」


「まずいのか？」


「美お味いしいんだけど……見ても何の料理か判わからなくて、食べてもやっぱり判らないのよ」


「うまいんなら別にいいじゃん」


「そうね」


　沙羅につられたように、美雪もいつもの無表情な顔をほころばせる。慶一郎は二人の向かいに座すわり、自分の皿に料理を取り分けた。食事の進み具合を見て、落ち着いたところで沙羅に話しかける。




[image: ]


「姫川さんはアメリカにいたそうだけど、いつ頃こっちに？　僕も先月、海外から帰ってきたばかりでね」


「ん？　ああ、年明けてすぐだよ。うるせえジジイに呼ばれて来てやったのに、これが話になんなくってさあ。すぐ帰ってやろうって思ってたんだけど……」


　その時、急にドアが開いて男子生徒がひょっこり顔を出した。


「ああ～っ！　なんかいいニオイがすると思ったら、案あんの定じよう、中学まで来てご飯作ってるし～」


　明るい声とともに教室に入ってきたのは、慶一郎の担たん任にんクラスの生徒であり、美雪の家庭教師でもある少年──神矢大作であった。


「……か、神矢!?　なんでお前がここにいる？」


「いや～、南雲先生がどうしてるか調べてこいと校長に頼たのまれましてね。ちょいとスパイ活かつ動どうを」


「それにしても……」


　慶一郎は大作の姿をしげしげと眺ながめた。四葉中の男子の夏服を着ているが、一六〇足らずの小こ柄がらで華きや奢しやな身体からだと女の子のような童どう顔がんのため、れっきとした高校生なのに見事なまでに違い和わ感かんがない。


「なんというか……制服を着てるだけなのに完かん璧ぺきな変へん装そうだな」


「そういう先生の方こそ何ですか、その違和感丸出しの格好は!?　教師のコスプレですか？」


「コスプレって……本物の場合はそうは言わんのじゃないのか？」


「似合ってない場合はあえてそう言うんですよ」


　二人のやりとりを聞いていた沙羅が、驚いた声を上げる。


「ありゃ……？　どっかで見たと思ったら大作じゃん！　お前、ここの生徒だったのかよ!?」


　沙羅を認めると、大作は少し顔を引きつらせながら、慶一郎にこっそり尋ねた。


「……先生、なんで彼女がここにいるんです？」


「知り合いか？　彼女は美雪ちゃんの幼おさな馴な染じみなんだ。この間の追つい試しの時に数年ぶりに再さい会かいしたそうだ」


「幼馴染み!?　そういえば、外人の女の子と一緒に写ってる写真がアルバムにありましたね。どこかで見たと思ったんだ……」


「な～にゴチャゴチャ言ってんだよ？」


　やってきた沙羅が大作のシャツの襟えり首くびを摑んでぐいと引き寄せる。


「それよりさあ大作、あたしのナギーがどこにいるか知ってんだろ？　紹しよう介かいしろよ」


「ナギー……？」


　慶一郎は直感的に、その渾あだ名なで呼ばれる人物が誰だれか思い当たった。


「姫川さん？　昼休みは短いんだ。先にランチを済すませてくれないかな。僕も神矢と少し話をしたいし」


「いいけど……」


　沙羅は渋しぶ々しぶ大作を放してテーブルに戻った。慶一郎は大作を窓まど際ぎわに連れていき、沙羅に聞こえないように小声で話をする。


「ナギーってのは草[image: ]静馬のことだろ？　姫川さんとは池袋でよく会うのか？」


「ええ。静馬さんの熱ねつ狂きよう的てきなグルーピーなんですよ。下へ手たに住所を教えると、ファンはともかくバイパーズまで押しかけてくるんで秘密にしてるんですけど」


「彼女に関してはその心配はないと思うな。なにしろ草[image: ]の姉さんがクラス担任だから」


「そうなんですか!?……けっこう世の中って狭せまいんですね」


「しかし見たところ、彼女はお前を本当に中学生だと勘かん違ちがいしてるようだが……？」


「そうみたいですね。でも面おも白しろいから黙だまっておきましょう」


　そう言って大作は悪戯いたずらっぽく笑った。何がどう面白いのか判はん然ぜんとしなかったが、わざわざ慶一郎が立ち入ることでもない。


「ところでそのナギーはどうしてる？」


「なんて言うか……のびのびとしてますよ。天てん敵てきがいないのがよほど嬉うれしいんでしょうね」


「天敵ならもう一人いたはずだが」


「涼りよう子こさんの方も呆あきれちゃって、あんまり相手したくなさそうなんですよね。最近じゃＫファイトも挑戦者不ぶ足そくだし、おおむね平和ですよ。でもちょっと退たい屈くつかな」


「御みつ剣るぎに愛あい想そを尽つかさるようになったら奴も終わりだな……まあ来週には高校に戻もどるから、少し気合いを入れてやるとするか」


「それはいいんですけどね。それより……」


　さっきから笑いをこらえるような顔つきで慶一郎を見ていた大作は、バッグからデジカメを取り出した。


「その姿を撮とらせてくださいよ。きっとバカウケですから」


　そして──大作のデジカメのメモリーに、新たに慶一郎のむっつりした顔が加えられた。
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「泉谷、ちょっといいか？」


　二つの校舎をつなぐ渡わたり廊ろう下かに立って中庭を眺めていた万騎は、呼びかけられて身体ごと振り向いた。やってきたのは早乙女教諭だった。


「早乙女先生ですか。ところでたった今発見したんですが、人に声をかける時の台詞せりふというものは、だいたいパターンが限られているようですね」


「そ……そうなのか？」


　いきなり思いも寄らぬことを報ほう告こくされて、早乙女は明らかに途と惑まどった様子だった。万騎は気にせず尋ねる。


「それで僕に何の御ご用ようですか？　声の調子からすると、あまり良い知らせではなさそうですが」


「まあ……そうなんだが」


「この間、僕が提てい出しゆつしたレポートに関することですね？」


　ずばりと聞かれて、早乙女は覚かく悟ごを決めたように話し始めた。


「そうだ。いろいろと考えたんだが、あのレポートは内容が少々過か激げきすぎてな……すまないが、自分個人の判はん断だんでは職員会議に出せない。と言うより、あれを提出したところで、大おお騒さわぎになるだけで根こん本ぽん的てきな問題が解決に向かうとは思えないんだ」


「表面化しないことには問題そのものがなかったことにされてしまいますよ。それとも事実に目をつぶり、耳を塞ふさいで、何も知らなかったことにして闇やみに葬ほうむりますか？」


「そうは言っていない……ただ」


「学校自体に問題を解決する力がないということですね。そんなことは百も承知ですよ。生徒のために教師にできることなんて、実際にはもうほとんど何もないんですから。せいぜい祈いのるぐらいですかね」


「それは言い過ぎじゃないのか」


「現実的な判断ですよ」


　冷静に言われて、早乙女は返へん答とうに詰つまった。


「どうせ無む駄だだと思っていたのなら、どうしてあんなレポートを提出したんだ？」


「単なる嫌いやがらせです」


「お、お前なあ……」


「冗じよう談だんですよ」


　万騎はそう言って唇くちびるの端はしを歪ゆがめたが、笑っているようには見えなかった。それが笑みだとするなら、ひどくシニカルな笑みだった。早乙女は煙に巻かれたように感じて渋しぶい顔になった。


「職員会議は見合わせるとは言ったが、問題を放っておくとは言っていない。俺なりの解決法を考えておくから、少し待ってくれ」


「そうですか。どうぞご自由に」


　まったく期待していない風の万騎の物言いに、早乙女は何か言い返そうとしたが、言葉が見つからずにそのまま引き下がった。再び一人になった万騎は、中庭で遊んでいる生徒を眺めながら呟つぶやく。


「……たとえ聖せい剣けんを授さずかっても闘たたかわない奴やつは勇者じゃないんだよ。むしろ折れた剣を手に立ち向かう者こそが──」


　その時、第二校舎の方からやってきた一人の生徒が万騎の背後を通り過ぎた。それに気付いた万騎は振ふり向いて背中に声をかける。


「そこの男子……待ちたまえ！」


　デジカメを持ったその生徒は、万騎の制止にぴたりと足を止めた。


「僕に何か用？」


「ああ。見たところ君は四葉中の生徒ではないようだが？」


「あらら……バレちゃった？」


　大作は肩かたをすくめておどけた調子で答えると、食えない笑顔を万騎に向けた。


「どうして見み破やぶられたのかな。この変装にはかつてないほど自信があったのに」


「確かに変装は完かん璧ぺきだよ。ところが僕は全校生徒の顔と特とく徴ちようを覚おぼえているからね。君のような女顔の美少年で同じ身長の生徒は四葉中には二人しかいない。そしてその二人は長髪だ」


「単純にして明めい解かいな推すい理りだね」


「推理じゃない。消しよう去きよ法ほうだよ」


「で、細目の少年探偵君？　僕が不ふ審しん人じん物ぶつだとして、どうするつもりだい？」


「…………」


　居い直なおりにも似た態たい度どで切り返され、万騎は珍めずらしく気け圧おされたように一いつ瞬しゆん、黙だまった。


「風紀委員として、部外者が校内で何をしているのか興きよう味みがあってね。場合によっては……」


　大作を逃がさないように近寄ろうとした万騎は、ハッと顔を強こわ張ばらせる。


「君は……いや、あなたはまさか、大作さん……ですか!?」


「そうだけど、どこかで会ったかな？」


「ペインキラーズのサポーター……と言うより、草[image: ]静馬の相あい棒ぼうと言った方が正しいのかな。週末の池袋じゃ有名人ですよ」


「それほどでもないけど……そう言う君は？」


　万騎はベルトに付けたチェーンを引いて、ポケットからキーホルダーになっている銀色のメダルを取り出して見せた。メダルの表には天使ラファエルの姿が、裏うら面めんにはＢ・Ｃ・Ｇ三つのアルファベットを組み合わせたマークが彫ちよう刻こくされている。


「へえ！　君は〈ブラガ〉のメンバーなんだ。道どう理りで注意深いと思ったよ。でも中学生のメンバーがいたなんて知らなかったな」


「大作さんは何をしにいらしたんですか？」


「南雲先生の様子を覗のぞきに、ちょっとね。うちの担任なんだ」


「どうして生徒が担任教師の研修の様子を観察に来るんですか？」


「う～ん……それは説明すると長くなるんだよね。あの人、あんまり普通の先生じゃないから。校長もそうだけど」


　大作はそう言って曖あい昧まいに笑った。


「まあいいでしょう。ですが、部外者の高校生に校内を自由に歩き回られるのは困ります。用が済んだらすぐに帰ってください。それと……僕のことは他た言ごん無む用ように願いますよ」


「承しよう知ちしたよ。でも、君も風紀委員なら南雲先生の動向には注意した方がいいね。あの人の行く所、バイオレンスの嵐が吹ふき荒れるから」


「それなら聞いていますよ。昔は相当な不ワ良ルだったそうですが……それも十数年も前の話でしょう？　かつての番長も教師になって戻もどってきたわけだし」


　万騎の言い方にはどこか侮あなどる調子があった。それを察さつした大作は、少しからかうような笑みを浮かべながら言った。


「本当にそうだと思う？」


「……何がですか？」


「南雲先生が教師として戻ってきたと本当に思う？　僕にはそうは思えないな。あの人の中身はきっと今でも番長なんだよ。今度の研修だって、すご～く個人的な目的で来てるわけだし」


「研修の目的……？」


　怪け訝げんな顔つきをする万騎に、大作は顔を寄せて耳打ちした。


「二年Ｃ組の鬼塚美雪って女の子を知ってる？　南雲先生の目的は、美雪ちゃんの不ふ登とう校こうの原因を探さぐり出して、物理的に排除することなんだ……まず間違いないよ。それが生徒にせよ教師にせよ、研修が終わる頃には、その人物はこの学校から消えることになるだろうね」


「消える？　物理的に!?」


「予言するよ。覚えておくんだね……じゃあ」


　奇き妙みような予言を残して立ち去る大作を、万騎は身じろぎもせずに見送っていた。










　第二十話　少年は牙を隠す







〈六月二十七日──晴れ〉





　研修四日目。


　それとなく泉谷万騎に注目しているうちに、奇妙なことが判ってきた。


　泉谷は風紀委員として校内をパトロールしているのだが、ただ漫まん然ぜんと歩き回っているのではないらしい。注目すべき生徒がどの時間帯にどの場所にいるのか、把握はあくした上で効こう率りつ良よく巡じゆん回かいしているのだ。


　その『注目すべき生徒』のほとんどはいわゆる素そ行こう不ふ良りようの問もん題だい児じだが、美雪ちゃんと同じようにこの間の追試をきっかけに登校するようになった生徒も含ふくまれている。泉谷はそういった生徒たちに必ずと言っていいほど声をかけ、最低でも二言、三言は言葉を交かわしている。寸すん鉄てつを刺さす毒どく舌ぜつのせいか、ほとんどの生徒には煙けむたがられている様子だが、不思議と波は長ちようの合う生徒も何人かいるようだ。彼らに共通しているのは、休み時間や放課後も他の生徒たちとは交わらずに一人で過ごしているような、一いつ匹ぴき狼おおかみ的てきな性格の持ち主ばかりだということだ。しかしその関係は友人と呼べるような親しげなものではなく、むしろ嚙かみ付き合うことで互いの存在を確認しているような感がある。


　狼は狼を呼ぶ、という。


　角つの突つき合わせることでしか成り立たない友人関係というものも、またありうるのだ。








　　　　一





「はい次ーっ！　姫川さん」


　名前を呼ばれた沙羅は右手を挙あげて立ち上がった。ジョギングパンツのお尻しりについた土を払い、シューズの履はき心ごこ地ちを確かめるように爪つま先さきで地面を蹴る。顔を上げて見つめる先には、白黒ツートンに塗り分けられたバーがあった。


　四時限目の授業は体育──種しゆ目もくは走り高たか跳とびである。


　体操着に着替えると、沙羅の日本人離れしたプロポーションが際きわ立だった。目立って背が高いわけではないが、顔が小さく、とにかく手足が長い。胸がペッタンコという弱点はあるものの、筋きん肉にく質しつで均きん整せいのとれた理り想そう的てきな体型である。


「よーし……行くぜェ！」


　沙羅は大きな歩ほ幅はばで助じよ走そうし、一気に加速して地面を蹴った。空中で弓なりになった沙羅の身体は、他の女生徒が苦戦していたバーを一〇センチ以上の余よ裕ゆうをもって跳び越えた。完璧なフォームの背はい面めん跳とびである。


「へっ、簡かん単たんすぎて物もの足たんないね！」


　マットから起き上がった沙羅は、横で記録係をしている美雪に向けて親指を立て、ウインクして見せた。





「そうしていると、まるでストーカーですな」


　不ふ意いに声をかけられた慶一郎は、双そう眼がん鏡きようを下おろして声の主ぬしに振り向いた。横に立っていたのは、つるりと禿はげ上がった広い額ひたいと真ん丸い頭から『豆電球』の渾名で呼ばれている古ふる株かぶの教諭、斎藤肇だった。ひょろりとした瘦やせぎすの身体に、地味だが仕し立たてのいい濃のう紺こんのスーツを着込んでいる。


「…………」


　斎藤の澄まし顔をじっと凝ぎよう視ししていた慶一郎は、禿頭の上に左手を無む造ぞう作さに置き、大きな掌てのひらで包つつむように鷲わし摑づかみにした。


「くるくる回したらポロッと取れるかな？」


「首の骨が折れますから止めてください」


　斎藤は動じた様子もなく言うと、片かた手てで黒くろ縁ぶちメガネの位置を直した。冗談を言う時でさえニコリともしない斎藤の微表情ぶりに、慶一郎は思わず笑いを誘さそわれた。頭を摑んでいた手を放して尋ねる。


「僕に何か御用ですか？　マメキュー先生」


「苦情を言いにきたんですよ。かつての担任に挨あい拶さつもなしとは、非人情にもほどがありませんか？」


「挨拶するほど世話になった記憶はありませんが」


「あるはずですよ」


「そうでしたか？」


「やれやれ……」


　斎藤は肩をすくめ、首を横に振った。


「南雲君の在学中に殴られなかった教師は私一人だけですよ。さては私に対する感謝の念がよほど深いのであろうと思っていましたが」


「まさか。殴ったら死にそうだったんで見み逃のがしただけですよ」


「おや、そうでしたか……では私の方がお礼を言わねばなりませんね」


「どうぞお構いなく。昔のことです」


　グラウンドで歓声が上がった。見ると、沙羅がマットの上で飛び跳ねながらガッツポーズをとっている。バーは落ちていない。


「姫川さんですか。どうやら記録を更こう新しんしたようですね」


　斎藤は慶一郎の隣に並んでグラウンドに目を向けた。二人が立っているのは第二校舎の二階の廊下である。金髪の女生徒は沙羅だけなので、遠目にも簡単に見分けられた。


「運動神経は抜群。明るくて気さくでおまけに美人。彼女のような生徒は、本来なら学園のアイドルになっているはずなんですがねえ……」


「何が問題なんでしょうか」


「出世コースから脱だつ落らくして根性のひん曲ったダメ教師に睨にらまれていますからね。みんなとばっちりが怖いんでしょう」


「ダメ教師ですか」


「人間は自分自身を受け入れられるのと同じ程てい度どにしか他人を受け入れられないものです。自分で自分をダメだと思っている人間には、他人に何かを教える資格はありませんね」


　授業の終わり際ぎわにちょっとした余よ談だんを話す時のようなさらりとした言い方に、慶一郎は不ふ意いに懐なつかしさがこみあげてくるのを感じた。この斎藤という教師は、慶一郎の在学当時から、現実的で含がん蓄ちくのあるコメントを独ひとり言ごとのようにポロッと言うので油ゆ断だんのならない人物だった。いわゆる熱ねつ血けつ教きよう師しではなく、無む気き力りよくそうでシニカルに見えるところが逆に慶一郎は気に入っていたのだ。


「ところで、南雲君はここには何をしに戻もどっていらしたのですか？」


「俺に殴なぐられたい奴やつがいるんじゃないかと思いましてね」


「立りつ候こう補ほ者しやはいましたか」


「まだ募ぼ集しゆう中ちゆうですよ」


「……ちなみに当とう選せんするとどうなります？」


「命の保ほ障しようはします」


「なるほど、それなら安心ですね」


　本当にそう思っているかのごとくニッコリ笑うと、斎藤はバネ仕じ掛かけの人形のような動きでクルリと背を向けた。


「南雲君が教師になっていたのには驚おどろきましたが、中身の方は変わっていないようなので、ホッとしました」


「中学生から進しん歩ぽしていないような言われようですね」


「変わらずに大きくなるということは、変わることよりも難むずかしいものです。成せい長ちようすると逆に小さくなる人だっていますからね」


　謎なぞかけのような言葉を残し、斎藤はそそくさと去さっていった。慶一郎は誉ほめられたのかどうかよく分からない顔をしていたが、すぐに忘わすれて再ふたたび双眼鏡を覗のぞき込む。


「そう言えば南雲君」


「は？」


　廊ろう下かの先で足を止めた斎藤が、肩かた越ごしに慶一郎に言った。


「現在の我が校にも、かつての南雲君に匹ひつ敵てきする生徒がいましてね」


「……何がどう匹敵するんですか？」


「乱暴さにおいては以前のあなたに及およびませんが、性格の悪どさではあなたを超こえるかも知れませんね」


　慶一郎が何と答えていいものか迷まよっていると、斎藤は返事を待たずに階段に姿を消した。





　　　　二





　昼休み──


　メロンパンとパック牛ぎゆう乳にゆうというごく簡かん単たんな昼食を済すませた泉谷万騎は、週しゆう番ばんの腕わん章しようを着け、日につ課かになっている校内の巡じゆん回かいに出で掛かけた。中庭やグラウンド周辺は素す通どおりし、駐輪場から校舎裏へと人ひと気けのない場所を選えらんで歩いていく。柔じゆう剣けん道どう場じようの裏にやってきた万騎は、トレーニングパンツに上じよう半はん身しん裸はだかでストレッチをしている男子生徒を発見して歩あゆみ寄った。


　中学生にしては大おお柄がらな少年だった。贅ぜい肉にくのない筋きん肉にく質しつの身体は浅あさ黒ぐろく、厚あつみはないが弾だん力りよくとしなやかさがある。万騎の気け配はいに気き付づいた少年は、屈くつ伸しん運うん動どうを途と中ちゆうで止やめて顔を上げた。


　くせっ毛の髪かみは少し長めで、前髪が太めの眉まゆにかかっている。その下にあるのは冷ややかな眼まな差ざしだった。


「ニセ週番が……」


　少年は薄うすい唇くちびるを歪ゆがめて嘲あざけると、万騎を無む視ししてヒンズースクワットを始めた。万騎は側そばに立ってその様子を眺ながめながら、


「ずいぶんと他た人にん行ぎよう儀ぎな言い方じゃないか。それが親友に対する言葉かい？　ナルちゃん」


「勝かつ手てに人の名前を短たん縮しゆくするな。それに僕はお前の親友などではない。さらに言わせてもらうなら、この場合『他人行儀』という表現は適てき切せつではない」


　少年はスクワットを続けながら、険けわしい顔つきで答える。


「ところでいったいいつまで、これ見よがしにその腕わん章しようを着けているつもりだ？　先週も先々週も週番だったろうが」


「実を言うと今週が本当の週番なんだよ。とは言え、おそらく来週も再来週も週番の腕章を外はずすことはないだろうがね」


「だからニセ週番だと言っている」


「ネバーエンディング週番、もしくはエターナル週番と呼んでもらっても結けつ構こうだよ」


「ならば週番フェチと呼よんでやる」


「それについては拒きよ否ひするよ」


　万騎はあっさりと言う。少年はスクワット二〇回三セットを終おえて、大きく息を吐はいた。


「生しよう涯がい一風紀委員を気き取どるつもりか？……くだらん。お前のやっていることは善ぜん意いの押し売りか、そうでなければただの点てん数すう稼かせぎだ」


「そう蔑さげすむものでもないよ。強ごう欲よくという名の狂きよう気きが支し配はいする拝はい金きん主しゆ義ぎの時代はもう終わりだ。これからは公こう共きように奉ほう仕しする非ひ営えい利り的てき活かつ動どうに多くの支し持じが集まるようになるだろう。風紀委員はやがては羨せん望ぼうの的まとさ」


「公共に奉仕だと？　どうだかな……世のため人のためと言うなら、あえて他人には干かん渉しようせずに放ほうっておけ。その方が感謝される」


「個人の自由を尊そん重ちようすることと、見て見ぬふりは根こん本ぽん的てきに別のものさ。むしろ僕は自由を尊重するためにあえて干渉している」


「理り屈くつだけなら何とでも言える」


　少年は両足の爪つま先さきを敷しき石いしに乗せ、今度は腕うで立たて伏ふせを始めた。


「『ハリネズミのジレンマ』という言葉を知っているだろう。温ぬくもりを求もとめて身を寄せ合おうとすると、身体のトゲで互いに傷付け合ってしまう……つまり愛し合おうとすればするほど逆に憎にくしみを生んでしまう、板いた挟ばさみの状じよう態たいを表現した言葉だ」


「それが？」


「僕もお前もハリネズミだが、決定的な違いがある。僕は他人を傷付けないように十分な距きよ離りを置くように心掛けているが、泉谷……お前は相手にトゲが刺ささるのを承しよう知ちで突つっ込こんでいくハリネズミだ」


「ふうん……面おも白しろい評ひよう価かだ」


　万騎は感心したように微笑ほほえむが、その顔に意い外がいという表情はなかった。


「鋭するどいところを突いている。しかしまだ理解が浅いな」


「なんだと？」


「僕は優やさしくしようとして逆に傷付けてしまうのではない。相手の痛いたがる顔を見たいがためにわざとトゲを刺しにいっているのさ」


　そう言うと、万騎はおもむろに少年の背中に馬うま乗のりになった。体重は軽い方とはいえ、さすがに少年は顔を歪ゆがめる。


「くっ……サディストめ！」


「あえて否ひ定ていはしないよ」


　万騎を背中に乗せたまま、しかし少年は腕立て伏せを続行した。二回も上下すると、噴ふき出した汗あせが鼻の先から雫しずくとなって地面に滴したたり落ちた。


「ところで鳴海なるみ……君はこの無む意い味みな筋きん力りよくトレーニングをいつまで続けるつもりだ？　運動部に所しよ属ぞくしているわけでもないのに」


「単なる趣しゆ味みだ。放ほうっておけ」


「なるほど。溢あふれんばかりの性せい欲よくを機械的な運動によって昇しよう華かしようとしているのだな」


「僕をケダモノ扱あつかいするのはよせ」


「ハリネズミじゃなかったのか？」


「……それは比ひ喩ゆ的てき表現に過すぎん」


「しかし動物であることに違いはあるまい」


「性欲を抑よく圧あつしようとする点が人間と動物の違いだ」


「抑圧に失敗しやすいのもまた性欲だと言うじゃないか。君も本ほん能のうの要よう請せいに従したがって、女の子にモテる方向で目的を設定してはどうだい？」


「女だと？　フン……くだらん」


「人類のおよそ半分を敵に回すとは無む謀ぼうな奴だな。言っておくが、僕はホモセクシャルではないぞ」


「誰が男にモテたいと言った!?　ところでさっさと僕の背中から降おりろ。背せ骨ぼねを痛める」


　万騎が離はなれると、鳴海と呼ばれた少年は金かな網あみに引っかけておいたタオルを取って汗を拭ぬぐった。


「これ以上お前と話を続けると友達だと誤ご解かいされかねん。さっさと消え失うせろ」


「そうだね。僕も見回りの途と中ちゆうだから、いつまでも君の相手をしているほどヒマじゃないんだ。ふう……無む駄だに時間を過ごしてしまったよ」


「それはこっちの台詞せりふだ。まるで僕が引き留とめたような言い方はよせ」


「先に声をかけてきたのは君の方じゃないか。僕は君の戯ざれ言ごとに付き合ったまでだよ」


「詭き弁べんを……」


「それでは失しつ敬けいするよ。忙いそがしい身なのでね」


　万騎は軽く手を挙あげて挨あい拶さつすると、さっさと踵きびすを返して歩み去った。





　　　　三





　鳴海と別れて数分後、運動部のサークル棟とうにやってきた万騎は、建物の裏手でたむろしている四人の男子生徒に近寄っていった。週番の腕章を着けた風紀委員が姿を見ても、四人はタバコを消そうとはせず、壁かべに寄りかかったり地べたに座すわり込こんだままの姿し勢せいでドロンとした視線を万騎に向けた。


「食後の一いつ服ぷくというわけかい？　優ゆう雅がなひとときを満まん喫きつしているところを申もうし訳わけないが、少し邪じや魔まをさせてもらうよ」


「……失うせろよ」


「断ことわる」


　金きん髪ぱつの少年がうるさそうに言うが、万騎は一言で拒否して四人の目の前にやってくると、彼らの姿を興きよう味み深ぶかそうに眺ながめた。四人はそれぞれ肩まで髪を伸ばしたりピアスをしたりと自分の個こ性せいを強きよう調ちようしているらしかったが、申し合わせたようにシャツの裾すそをだらしなくズボンの外に出しており、全体的な印いん象しようにはさしたる違いはない。


「別に喫きつ煙えんを注意しにきたわけじゃないよ。タバコを吸すってる中学生なんてもはや珍めずらしくもなんともないからね。一応、風紀委員の職しよく務むとしてデータ集めをしているだけだ」


　万騎は手帳を取り出して何かをメモしながら、肩をすくめてフフンと鼻で笑った。人を小こ馬ば鹿かにしたような癇かんに障さわる笑い方だった。


「なに笑ってんだよ？」


「これは失しつ敬けい。君らの姿があまりに滑こつ稽けいでね」


「あんだと!?」


「いや……本当に好きでタバコを吸っているのかな、と思ってね」


　手帳を尻しりのポケットに戻もどし、怪け訝げんな顔つきの四人に向かって言う。


「君らにとってタバコを吸うという行為が、単に自分のしたいことをするという以上の意味があるとするなら──つまりアウトローを気取るというか、不ふ良りようっぽい格かつ好こうよさを狙ねらったポーズだとするなら、まったくのお笑いぐさだな……と、そう思ったんだよ。君らは自分の意い志しで吸っているつもりだろうが、結けつ局きよくは誰だれかの言いなりになって吸わされているに過すぎないんだからね」


「誰かって……誰だよ？」


「タバコを吸うことが格好いい、というイメージを広めた張ちよう本ほん人にんさ。あとはタバコ会社と国家に貢こう献けんしている。タバコ税ぜいというものがあって、それは製せい造ぞう者しやに請せい求きゆうされる税なんだが、小こ売うり価か格かくに転てん嫁かされるから実際は消しよう費ひ者しやが負ふ担たんするわけだ。タバコの売ばい価かの大部分が税金だと言ってもいい。日本で売られるタバコにアメリカのように『肺はいガンの原げん因いんとなる危き険けん性せい』がパッケージに明めい記きされないのは、国と企き業ぎようの陰いん謀ぼうだと思うね。君らは十代のうちからどんどんタバコを吸って余よ計けいに納のう税ぜいし、ついでに年を取ったら肺ガンで早はや死じにして年金を受け取らないわけだ……うん、実に模も範はん的てきな国民だね。アウトローどころかむしろ優ゆう等とう生せいだよ」
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　少年たちは万騎の言った内容の半分程度しか理り解かいしていない様よう子すだった。途と惑まどったように互たがいに顔を見合わせ、やがて馬鹿を見る目つきで万騎をにらんだ。


「……で、結局何だよ？　何が言いたいんだ？」


「別に。ただの枕まくらだよ」


　万騎はいつも持ち歩いている書類入れから一枚の紙を取り出し、金髪の少年に渡わたした。その紙には六桁けたの数字が書き込まれている。


「こりゃあ何の数字だよ？」


「請せい求きゆう書しよという漢字も読めないのかい？　額がく面めんは二十七万五千五百円だ。それは君らがいわゆるカツアゲで得えた不ふ法ほうな収しゆう入にゆうだよ。風紀委員として返へん還かんを要よう求きゆうする」


「ふざけんな……こんなもん誰が払はらうか！」


　少年は請求書を破やぶり捨すてたが、万騎は眉ひとつ動かさない。


「僕は決してふざけて言ってはいないし、必ず払ってもらうよ。それに君らにとっても悪い話じゃないと思うがね。これが数十人の相手から脅おどし取ったのなら僕も問題にはしないが、君らは数人のカモに何度も繰くり返かえし金きん銭せんを要よう求きゆうしているため、一人当りの被ひ害がい額がくが大きいんだ。中学生が大金を持っているはずがないのは知っているだろう？　このままでは被害者の中から自殺する者が出ないとも限らない。そうなったら僕はすべての証しよう拠こを警察に提てい出しゆつするつもりだが、それは君らの間かん接せつ的てきな殺人を立りつ証しようするのに十分な代しろ物ものだ。当然、君らは被害者の両親から告こく訴そされ、最低でも数千万円の損そん害がい賠ばい償しようを請求されることになる。それを考えれば二十七万五千五百円なんて安いものだろう？　ちなみに二万五千五百円は調ちよう査さ費ひ及および返へん済さいに要ようする手て数すう料りようだ」


「そんなこと、てめえに指さし図ずされるいわれはねえんだよ！」


「いや、僕は指図するよ。その権けん利りも義ぎ務むも十分にある。それに誤解してもらっては困るが、僕は告発ではなく示じ談だんの仲ちゆう介かいのために来たにすぎない。むしろ君らを助けに来たと言ってもいいくらいさ。親切だろ？」


「うるせえっつってんだろうが!!」


　少年は手を伸ばして万騎のシャツの肩を摑つかんだ。


「シャツの生き地じが傷いたむから放はなしてくれないかな」


「チョーシこいてんじゃねえぞ！　誰に向かって口くち利きいてんだよ、コラァ!?」


「やれやれ……僕を脅おどかしたところで事じ態たいは好こう転てんしないのに」


　万騎は自分のシャツの襟えり元もとを摑んでギュッと引っ張ぱった。生地がぴんと伸びて、肩を摑んでいた少年の手が一いつ瞬しゆんにして外はずされる。そのさり気げ無なく鮮あざやかなやり方に、少年は思わずたじろいだ。


「拒否すると言うのなら仕方がないな。請求書は君らの保ほ護ご者しやに直接送ることにするよ。邪魔をしたね」


　サークル棟とうの裏から出たところで、万騎は追ってきた四人に囲かこまれた。


「待てよ、てめえ……本気で言ってんじゃねえだろうな？」


「わざわざ冗じよう談だんを言いに寄るほど僕はヒマじゃない。それとも払う気になったのかい？　分ぶん割かつ払ばらいという方法もあるが」


「てめえが立て替かえときゃいいだろ？」


「甘あまったれたこと言ってもらっちゃ困こまるよ。自分のツケは自分で払うのが筋すじというものだ」


「……いい気になんなよ」


「そういうことは鏡かがみに向かって言うんだね」


「ケンカ売ってんのか!?」


「そんなレベルの低い会話をした覚おぼえはないよ」


　そう答えるとすぐに、万騎の背はい後ごに回っていた少年が殴なぐりかかってきた。目の前の一人が目め配くばせしたのに気付いていた万騎は、時計回りに回転しながら右に体を躱かわしてその拳こぶしを避さける。空から振ぶりした相手の手首を両手で摑み、左ひだり肘ひじを相手の肘の上に載のせて巻き込むように手首を返してやると、襲おそってきた少年は肘と肩を極きめられ、あっさりとうつ伏ぶせに押さえ込まれた。


「まだちゃんと極めてもいないのに動けないのかい？　身体、固かたいねえ」


　万騎は呆あきれたように言いながら、実じつ際さいにはかなり強きよう力りよくな関かん節せつ技わざを仕掛けていた。素人しろうとがプロレスの技を見み様よう見み真ま似ねで使っているのではなく、訓くん練れんを受けた人間による正せい確かくな固め技であることは、少しでも格闘技の経験のある者から見れば明らかである。万騎は三人の反はん応のうを見たが、素人のうえに頭に血が上っている彼らにそれが判わかろうはずもなかった。


「よう、風紀委員じゃねえの。何やってんだい？」


　不意に声を掛けてきた女生徒を見て、少年たちは少し驚いた顔になった。そこに現れたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女姫川沙羅と、その後ろに影のように寄り添そっている鬼塚美雪──何かと噂うわさのある二人組だった。


　沙羅は万騎が四人を相手にしているのを見て、面白そうに鼻を鳴らした。


「ふう～ん、四対一ね……何か手て伝つだってやろうか？」


「ご親切にどうも。気持ちだけ受け取っておくよ」


　万騎は腕を極めている少年を立たせると、掌ての甲こうで相手の顔がん面めんを目め隠かくしするように軽く叩たたいてひるませ、左足で脇わき腹ばらに当て身を入れて突つき飛とばした。それと入れ代わりに長髪の少年が横からタックルを仕掛けてくる。万騎は体を開いて躱し、相手の後頭部を押し下げると同時にベルトを摑んで引き込んだ。余よ計けいに勢いをつけられた少年は反対側にいた仲間に頭から激げき突とつし、もつれ合って転ころがった。


「うわ、弱よえ～っ！」


　沙羅はわざと意い地じ悪わるくそう言ってケラケラと笑う。地面に這はいつくばる三人はそれでひどくヘコんだ顔になったが、一人無む傷きずの金髪の少年は逆に青ざめ、無表情になった。パチッとバネの弾はじける音とともに、少年の手から細ほそ身みの刃やいばが伸びる。それは刃は渡わたり五センチほどの飛び出しナイフだった。


「刃物等の武ぶ器きは校内には持ち込み禁きん止しだ。渡してもらおうか」


　万騎は身み構がまえたが、その姿勢はナイフに怯おびえたものではなく、虚きよ勢せいでもなく、武ぶ装そうした敵を正面から迎むかえ討うとうという構えだった。逆上した顔つきの少年は前まえ屈かがみになり、ナイフを持った右手を前に突き出してじりじりと近付いていく。美雪が少し不安そうな表情になり、沙羅のブラウスの袖そでを引いた。


「おい、こいつを使いな！」


　沙羅は愛用の折おり畳たたみナイフを万騎に投げてよこした。万騎は少年から目を離さずに逆さか手てでそれを受け取ったが、すぐに投げ返す。


「ありがとう。でも必要ないよ。どうせ雑ざ魚こだからね」


　雑魚という言葉が合あい図ずになったのか、少年が一気に突っ込んできた。水平に薙なぎ払はらう刃を万騎が冷れい静せいに一歩下がって避さけると、少年はナイフを逆手に持ち替かえ、大きく振りかぶった。


　少年の手が振り下ろされるその瞬しゆん間かん、万騎は前に踏ふみ込んだ。左手で相手の肘の下を取り、右手で手首を摑んで受け止めると、左半身に変わりながら腕を引き込むようにして相手の身体を前に泳およがせる。さらに腕を引っ張って地面にうつ伏せに倒し、取った腕を背後側にねじると、少年の手からナイフがぽとりと落ちた。


　万騎は少年の腕を折り曲げて極め、右足に手首を引っ掛けつつ上腕を踏みつけた。すると右足だけで腕が固められ、少年は身動きひとつ取れなくなった。立っている万騎に両手も使わず地面に押さえ込まれ、完全に死に体となっている少年──露ろ骨こつなまでに明めい白はくな勝しよう者しやと敗はい者しやの図ず式しきがそこに出来上がっていた。


「君らはカルシウム不ぶ足そくだから、下へ手たに暴あばれると簡単に折おれるよ。まあ君の腕だから僕にはどうでもいいことなんだけど……一応注意しておかないと、本当に折れた時に僕のせいにされると困るからね」


　万騎は獣けもののような苦く痛つうのうめき声を上げる少年を見下ろして静かにそう言うと、地面に落ちたナイフを拾ひろい上あげ、刃を畳たたんでズボンの後ろのポケットにしまった。仲間の三人は事の成りゆきに啞あ然ぜんとしている。


「このナイフは君が卒そつ業ぎようするまで責せき任にんを持って預あずからせてもらうよ。ちゃんと名な札ふだを付けて厳げん重じゆうに保ほ管かんするから安心してくれ。ところでさっきの話だけど、考え直すつもりはないのかい？　こういう体たい勢せいだとまるで脅きよう迫はくしているようで申し訳ないが……」


「おい、そこ！　何をやっとるかァ!!」


　ダミ声を張り上げてやってきたのは霧島教諭だった。腰を抜かしていた三人は、ゴマシオ頭を見るなり泡あわを食って逃にげ出した。


「せっかくいいところだってのに……来やがったよ。バカが」


　沙羅が吐き捨てるように呟つぶやく。万騎は腕を極めていた足を外し、少年を自由にしてやった。のろのろと身を起こした少年は、痛めた右腕をさすりながら、凄すさまじい形ぎよう相そうで万騎をにらむ。


　ほこりまみれの少年の姿に、霧島はトラブルがあったことを察さつしたらしく、疑ぎ惑わくに満ちた尊そん大だいな目つきで四人を順に見た。


「正直に言え。何があった？」


「いいえ、霧島先生に報ほう告こくすべきようなことは特にありませんが」


　万騎は穏おん和わな表情をまったく変えずに言った。ナイフで刺されそうになった事実を大だい胆たんにも隠かくし通とおす腹はらなのだ。それを知った沙羅は万騎と少年の顔を交互に見比べた。万騎が自分を弁べん護ごするような証しよう言げんをしているにもかかわらず、少年の目には濁にごった憎ぞう悪おの色しかなかった。


「お前ら、そこを動くなよ」


　霧島はそう言い置いて、サークル棟の裏手に回った。霧島の姿が見えなくなると、万騎は自分を恨うらみがましくにらんでいる少年に言った。


「二十七万五千五百円だ。忘れないでくれよ」


「……ケッ」


　少年は右腕を抱かかえるようして小こ走ばしりに逃げていった。沙羅は白しらけた顔で、


「あ～あ……つまんねえや。行こうぜ、美雪」


「こら、待たんか！」


　真っ赤な顔をした霧島が戻ってきた。まだ煙けむりを上げているタバコの吸すい殻がらを沙羅の目の前に突き出す。


「これは何だ!?」


「見てわかんねえのか？　吸い殻だろ」


「お前のじゃないのか」


「……どうかなあ？　ちょっと見せてみなよ」


　沙羅は吸い殻をひょいとつまみ上げると、くすぶっている火ひ種だねに息を吹きかけて火か力りよくを上げてから、おもむろに霧島の掌に押しつけた。ジュッという音がして、霧島は悲ひ鳴めいとともに一メートル近く飛び上がる。


「よくよく考えてみたらさあ、あたし、タバコ吸わねえんだわ。他を当たんな」


　沙羅は完全におちょくった言い方をしてニヤニヤ笑った。万騎が横から冷静に口を挟はさんだ。


「タバコは喫煙の現場を押さえるか、もしくは確実な証拠がないと駄だ目めです。吸い殻を見つけたぐらいで、鬼の首でも獲とったように騒さわぐのはやめていただけますか」


「証拠があればいいんだろうが!?」


　霧島はいきなり沙羅の腰に手を伸ばし、抱きつくようにしてスカートを摑んだ。


「どうせ隠してるに決まってるんだ。さっさとタバコを出せ！」


「何しやがんだよ、このエロジジイ!!」


　沙羅は霧島の顔面に膝ひざを叩たたき込んだ。のけぞる霧島の肩を摑んで背中を向かせると、ズボンの尻にナイフの刃を当てて、下から上に撫なでるように滑すべらせる。霧島が一回転して振り向いた時には、沙羅のナイフは折り畳まれてポケットの中に戻っていた。一瞬の早はや業わざである。


「きき、貴様ァ……教師に暴力を……」


　鼻を押さえた霧島の手の指の間から血の筋すじが垂たれた。空いている方の手を伸ばして沙羅を捕つかまえようとするが、あっさりと躱かわされ、指先が空くうを切る。


「日本人のくせに日本語の通じねえ奴とは付き合ってらんねえや。さ、行くよ」


　沙羅は美雪の手を取って駆かけ出した。追いかけようとした霧島は、何歩も進まないうちに違和感に気付いて立ち止まり、自分の尻に手を回して青ざめた。ズボンの尻が縦たてに裂さけて、やけにトロピカルな柄がらの下着が覗のぞいている。沙羅が建物の角から顔だけを出して、霧島の無ぶ様ざまな姿をあざ笑った。


「ロートルのくせに派は手でなパンツはきやがって、色いろ気け出してんじゃねえよ。バ～カ!!」


「ま、待て！　この……」


　動こうとすると裂け目がさらに広がるため、霧島は右手で鼻を、左手でズボンの尻を押さえたまま立ち往おう生じようした。万騎は下げ品ひんな物を見てしまったという顔で視線をそらす。


「タバコで思い出しましたが……霧島先生、廊ろう下かをくわえタバコで歩くのはもちろん、吸い殻を植うえ込こみに投げ捨てるのは重大なマナー違い反はんですから即そつ刻こくやめてください。先日も、先生の捨てた吸い殻が落ち葉に引いん火かして危あやうくボヤになるところでしたからね。お願いしますよ」


「今はそんなことを言っている場合か？　おい、お前……誰か呼んでこい！」


「いえ。僕はまだ行くところがありますので、失礼します」


　霧島の命令をにべもなく断ことわり、万騎はその場を立ち去った。あまり使われていない裏口から第一校舎に入り、昼間も薄うす暗ぐらい北側の階段を上る。二階にやってくると、廊下の突き当たりにある小さな窓の側に立っている人物と目が合った。


「中学生にしては切れのいい技を使うな。度ど胸きようもたいしたものだ。合あい気き道どうか？」


　慶一郎の問いに、万騎は微かすかに笑みを浮かべた。


「そんなところです。いつからご覧らんになってましたか？」


「一いち部ぶ始し終じゆうだ」


　慶一郎の立っている位置は、校舎からサークル棟の周辺がよく見える唯ゆい一いつの場所だった。ただし窓が高い位置にあるため、二メートル以上の身長が必要である。


「ところで、ナイフで襲おそわれた事実は報告しなくていいのか？　あの生徒はかなり逆さか恨うらみしていたようだが」


「自じ衛えいの手段ならいくらでもありますよ。それに……あんな男にわざわざ手て柄がらを立てさせてやるほど、僕は迂う闊かつではありません」


「ふむ……なるほど」


　万騎の言わんとしているところを察して、慶一郎はニヤリと笑った。


　昼休みの終了を告つげるチャイムが鳴なった。


「授業がありますから僕はこれで。あっと……その前にひとつ質問させてください。その手の中に握にぎっている物は何ですか？」


「ああ、これか？　これはだな……」


　慶一郎は握り込んだ右手の親指を弾はじいた。


　パンッ！


　爆ばく竹ちくが破は裂れつしたような鋭い音とともに、白い壁の一点からコンクリートの粉こなが飛とび散ちった。近寄った万騎は、そこに直径一・五センチほどの穴が穿うがたれているのを見つけて、顔を強こわ張ばらせた。


「これは指し弾だん……ですか？」


「我が流りゆうだが、車のフロントガラスくらいならぶち抜ぬく威い力りよくがある。出番がなくて残ざん念ねんだよ」


　慶一郎は右手を開いて、数個のパチンコ玉を掌の上で転がして見せた。


「飛び道具があるのなら、早く使ってくれればよかったのに」


　珍めずらしく万騎は不ふ服ふくそうに文もん句くを言った。





　　　　四





「あ、あの……ごめんなさい。困るんです」


　池袋西口公園──サンシャインとは反対側の駅前にあって、学校帰りの中高生が多くたむろするこの公園で、結ゆう城きひとみは高校生らしい制せい服ふく姿すがたの少年三人組に声を掛けられていた。


「いーじゃん、どうせヒマしてんだろ？　オレらと付き合えよ」


　軽けい薄はくそうで手て前まえ勝がつ手てな物言いに、ひとみはうんざりしたように表情を曇くもらせる。


「私、ここで人と待ち合わせをしてるんです。ナンパでしたら他を当たっていただけます？」


「じゃあさあ、その友達も一いつ緒しよにくればいいじゃん。いいだろ？」


「だからそれは困りますって」


「ガタガタ言わずに一緒にこいっつってんだろ!?」


　律りち儀ぎに受け答えしたのがかえってまずかったのか、少年は急に荒あら々あらしい顔つきになって、ひとみの腕を摑んだ。


　チリンチリ──ン！


　その時、高らかなベルの音とともに、一台のサイクリング車が横から突っ込んできた。慌あわてて飛び退のく少年たちとひとみの間に急きゆう停てい車しやする。


「やあ、結城さん。待った？」


　運転していた少年──氷ひ室むろ那な智ちは片手を上げてひとみに挨あい拶さつすると、サドルに跨またがったまま三人組の方をちらりと見た。


「こちらは友達……には見えないけど？」


「ええ。さっきからしつこく誘さそわれて……困ってたの」


「なにっ!?　それはいけない！」


　那智は蒼そう白はくになって周囲を見回し、三人組に言った。


「君たち、今すぐこの場から走って逃げるんだ！　でないと地獄を見ることになるぞ!!」


「……はあ？」


　少年たちはキョトンとした顔で那智を見た。ひとみが苦笑いしながら那智を止める。


「あの……今日は涼りよう子こちゃんは来てないのよ。私一人だけだから」


「そうなの？　なーんだ、じゃあ大だい丈じよう夫ぶだ……君たち、急がなくてもいいから、ゆっくり自然な感じでフェードアウトしていくといいよ」


「なに言ってんだかサッパリなんだよ！　何だよてめえはよ!?」


　三人組の居い丈たけ高だかな態たい度どを見た那智は、感心したような、それでいて少し気きの毒どくそうな表情をした。


「チャレンジャーだなあ……」


　そう呟つぶやくと、自転車から降りて少年たちと向き合う。


「僕は彼女に呼よばれてやってきた者だよ。つまり待ち合わせの相手ってことなんだけど……そこまでは理解できるよね？」


「だから？」


「その先まで言わなきゃダメなのかい？　まいったなあ……じゃあ言うけど、頼たのむからどこかよそへ行ってくれないかな」


「消えろだと？　誰に向かって言ってんだよ!?」


「おいおい……ちょっと待ってくれるかな？」


　那智は少年たちを制せい止しすると、三人組と結城ひとみとを交互に観察した。三人はいかにも軟なん派ぱな遊び人風で、ファッションには気を遣つかっているらしいが、知ち性せいや品ひん性せいはさして感じられない。対するひとみは、色いろ白じろで、くせのないサラサラの髪を胸むねまで伸ばした、清せい楚そでおとなしい印いん象しようの美少女である。トレードマークの白いヘアバンドと黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねがよく似に合あっている。


「君たち気は確かかい？　ナンパする相手を間ま違ちがえてるとしか思えないんだけどなあ……だって、君たちと彼女じゃジャンルが違うだろ？　例たとえばナンパに成功したとして、彼女を相手にどんな話わ題だいがあるんだい？　おそらく五分と会かい話わが続かないんじゃないかな」


「そんなこと、てめえに言われる筋すじ合あいはねえんだよ！」


　優ゆう等とう生せい然ぜんとした外がい見けんの那智に説せつ教きようじみた言い方をされたのが気に入らないらしく、少年たちは依い怙こ地じになっているようだった。


「やれやれ……身の程ほどを知らないってのは本当、始し末まつに悪いなあ。僕は〈ペインキラーズ〉の氷室那智なんだけど、知ってる？」


「ペンギンだか何だか知らねえけどよ……お前、邪じや魔まだから失うせろや」


　那智の眼鏡の奥の切れ長の目がスッと細められた。スイッチが切り替かわったように声のトーンが低ひくく、冷ひややかなものに変わる。


「ふうん……さては君たち、池袋は初めてかい？　教えておいてあげるけど……ここはね、君らのような軟派のくせに粋いきがった連中には厳きびしい土地なんだ。渋しぶ谷やあたりで、煮に込こみすぎたおでんみたいな女を相手に遊んでるのがお似に合あいだよ」


　那智の挑ちよう発はつ的てきな言葉に、目の前にいた長髪の少年はボクシングを真ま似ねた構えから素す早ばやい右ストレートを打ち込んできた。相手が口の達たつ者しやなだけの生なま意い気きな僕ちゃんだと思ってなめきっているパンチだった。


　パンッ！


　那智は腰の入っていないヘナチョコパンチを右に弾はじくと、左半はん身みに変化しながら密みつ着ちやくし、真ま下したから突き上げる掌しよう底ていのアッパーを相手の顎あごにぶち当てた。ヘラヘラ笑っていた口がガチンと嚙かみ合わされ、脳のう天てんまで衝しよう撃げきが突つき抜ぬける。完全に顎が上がったところに胸に突き蹴げりを入れると、少年の身体は反はん射しや的てきに支ささえようとした仲間の二人もろとも吹ふっ飛とんだ。


　瞬まばたきする間の出来事に、公園にいる他の学生や通行人が驚おどろいて立ち止まる。那智の打だ撃げきがあまりに素早いため、突き飛ばされただけだと勘かん違ちがいした仲間の少年二人は、すぐに起き上がって反撃に出ようとしたが、長髪の少年が陸りく揚あげされたタコのようにぐったりとして動かないことに気付いて青ざめた。少年は白目を剝むいて完全に気き絶ぜつしていたのである。


　那智は半身になって両手の掌を顔の前に置き、全身をしなやかなバネのようにたわめる、骨こつ法ぽう独どく特とくの構えを取りながら言った。


「悪いね。僕だって一いち応おう男だから、女の子の見ている前でいい格好をしたいという見み栄えも人ひと並なみには持ち合わせているんだ。僕にやられても死ぬようなことはまずないから、安心してかかってきたまえ」


　いくら身の程知らずとはいえ、少年たちもさすがに目の前の相手がただの優等生ではないことを悟さとった様子だった。すっかり伸びている仲間を二人して引きずって逃げていく。


「ふう……また、つまらん相手と闘たたかってしまった」


　溜ため息いきを吐ついて肩を落とした那智は、拍はく手しゆの音に顔を上げた。ひとみがにっこり笑って少し控ひかえ目に手を叩たたいている。


「さすが氷室さんね。強ぉ～い」


「あんなのが相手じゃ技わざが泣なくよ。それより、今日はどうして一人なの？　授じゆ業ぎようが終わってから来たにしては時間もちょっと早いようだけど」


「午後の授業が休きゆう講こうになったから、書店めぐりのついでに今日発売のアルバムを買おうと思って。涼子ちゃんは部ぶ活かつがあるから……あ、もしかして誘さそった方がよかった？」


「い、いや……彼女が一いつ緒しよだと神経がすり減へるからいいよ」


　那智は顔を強張らせ、苦にが笑わらいを浮かべながら断だん固こ拒否した。


「じゃあ、まずどこへ行こうか？　近いからやっぱり芳ほう林りん堂どう？」


「そうね……でも、先にリバティに寄ろうかな」


　二人が連れ立って行こうとすると、少年たちが逃げ去っていった方ほう角がくから、断だん末まつ魔まの雄おん鶏どりのような悲ひ鳴めいが聞こえてきた。逃げた少年のうちの一人が、突とつ風ぷうにあおられた木この葉はのような勢いで二人の横を転がっていく。背はい後ごを振ふり向むいた那智は、地下鉄の出口のところに立っている異い様ような男に気付いた。


　身長二メートルを下くだらない大男だった。少し離れた場所から見てもすぐにそうと判ったのは、手前にいる少年がちょうどいい比ひ較かく対たい照しようになっているからだが、その少年が置かれている状態が異様だった。少年は大男に顔面を鷲わし摑づかみにされ、片かた手てで宙ちゆう吊づりにされていたのである。一七〇を越える少年の爪つま先さきが完全に宙に浮ういている。凄すさまじい握あく力りよく、そして腕わん力りよくであった。


「ムゥン!!」


　熊くまの唸うなりのような声とともに、大男は少年を摑んだ腕を振るった。その直ちよく後ご、那智とひとみは、人間の身体が地面と平行に飛ぶ姿を生まれて初めて目もく撃げきした。少年は五メートル近くも飛行し、ヘッドスライディングで街がい灯とうのポールの根ね元もとに頭をぶつけて止まった。まさしく人間カタパルトと呼ぶに相応ふさわしいパワーである。


「〈ペインキラーズ〉の氷室那智……ストリートバイパーズの[image: ]２が、こんな優やさ男おとこのメガネ君たあ知らなかったぜ」


　まっすぐ那智の前にやってきた大男は、唇の端はしを吊り上げ、頑がん丈じようそうな歯は並ならびを剝むき出しにして挑戦的な笑みを浮かべた。


　ごつい図ずう体たいから二十歳過ぎと思われたが、大男は意外に若く十七、八歳くらいに見えた。彫ほりが深ふかく、顔の一つ一つのパーツが大きい日本人離れした風ふう貌ぼうの持ち主である。短く刈かった髪をドイツの国こつ旗きの三色で奇き妙みような模様もように染そめ、モミアゲ部分はＬ字形に固めてピンと前に伸ばしている。


　二メートル強の骨ほね太ぶとの巨体は鋼こう線せんをよじり合わせたような筋肉の束たばに覆おおわれているが、手足が長いせいかむしろスマートな印象があった。二回りほど小さいサイズの迷めい彩さいのＴシャツを着き込こみ、下はペインターパンツ、足元はワークブーツで固め、革かわのベルトを袈け裟さ懸がけに着けてサスペンダーにしている。少年の頭を鷲摑みにした大きな手には、手首まである黒い革のグローブをはめていた。


「池袋のバイパーズじゃ見ない顔だね……僕に用かい？」


　ひとみを背中にかばって前に出た那智は、異様な圧あつ迫ぱく感かんを肌はだで感じていた。この大男の間ま合あいを計はかりかねているのだ。


「まあそう警けい戒かいしなさんな。別に今ここでやり合おうってんじゃねえんだからよ。たまたまお前さんの名前を耳にしたんで、挨あい拶さつしとこうと思っただけだ。俺の名前は……」


「律りち儀ぎに自じ己こ紹しよう介かいなんてしてんじゃないわよ、アッキー！」


　ハスキーな女の声に、大男は苦い顔で振り向いた。大男が出てきた地下鉄出口のところに、仲間らしい二人の人物が立っている。その内の一人は声の主の女で、シャギーの入った長い髪を赤く染めた美女だった。一八〇近い長身で、モデルのような見み事ごとなプロポーションの肢し体たいをボンデージ風の革のワンピースに包み、チョーカーやリングなどの装そう飾しよく品ひんを過か剰じようと思えるほど身に着けている。鉄てつ鋲びようを打ってあるグローブと、肘ひじのあたりまであるリストバンドに巻き付けているチェーンは、ファッションと言うよりは武器そのものという印象が濃こい。


　その女の後ろに立っている第三の人物は、二人とはさらに異い質しつの存そん在ざい感かんを放はなっていた。


　色しき素その抜ぬけ切ったような銀ぎん髪ぱつと、病的な青あお白じろい肌はだをした長ちよう身しん瘦そう軀くの青年である。下は黒いベルボトム、裸の上半身にサスペンダーをして、六月も終わろうかというこの時期にカラスの羽は根ねのような真っ黒のインバネスを羽は織おっている。強い陽ひ射ざしから網もう膜まくを保ほ護ごするためか、目の周囲を完全に覆おおうゴーグル風のサングラスをかけているため表情は読めない。全身を白と黒の二色で塗ぬり分けられたようなその男の姿は、たやすく〈死しに神がみ〉を連れん想そうさせた。




[image: ]


「こんなところで仲良しになってどうすんの!?　そいつもウチらの獲え物ものなんだからね……分かってる？」


「ダァ～、うっせーなァ！　分かり切ったことを横からゴチャゴチャ言うんじゃねえ。自じ慢まんのケツの形が変わるまで揉もみ倒たおすぞ!!」


　女に吼ほえるように言い返すと、大男は那智に向き直って尋たずねる。


「デートの邪魔するほど野や暮ぼじゃねえから安心しな。俺たちは今夜のバイパーズ・レイヴってやつでデビューすることにしてるんだがよ……その前に、ちびっとお前さんに聞きてえことがある」


「バイパーズになるのに試し験けんも資し格かく審しん査さも必要ない。自由に参さん加かして闘えばいいだけだが……？」


「そいつは知ってるんだがよ。参加しようにもその……場所がな」


「場所に何か不満でも？　ストリートファイトは基き本ほん的てきに路ろ上じようがリングだが、マットを敷しきたいのなら陣じん地ちを取ってから好きにすればいい」


「だからそうじゃねえんだよ。確か、闘う場所はサンシャイン近くの公園……だったよな？」


　那智が頷うなずくと、大男は少し情なさけない顔つきになった。


「その公園ってのは、いったいどうやって行きゃいいんだよ!?　さっきからもう二時間近く、この辺りをグルグル回ってるんだが、サンシャインのサの字も見当たらねえ!!」


「あ、ああ……そうか、なるほど……」


　那智は納なつ得とくするとともに、一気に緊きん張ちようが解とけていくのを感じた。実力の知れない相手と向き合って、これほど身体が固くなったのは初はじめての経けい験けんだった。


「分かるわ。最初は誰でも迷まようものね……池袋の地下街って」


　ひとみが同情して相あい槌づちを打つ。ボンデージ女が眉まゆを吊つり上げ、ブーツの爪つま先さきで大男の尻しりを蹴り上げた。


「アッキー……あんたねェ、普通に道を尋ねてどうすんのよ！　ウチらが田舎いなか者ものだと思われるでしょ!?」


「そんなこと言って、今日中に着けなかったらどーすんだよ!?　だいたいてめえだって方ほう向こうオンチのくせに……」


「ケンカはよせ」


　インバネスの男が口を開くと、二人は冷たい風に顔を撫なでられたようにぴたりと口こう論ろんを止やめた。どうやらこの男がトリオのリーダーであるらしい。那智は男に尋ねてみた。


「新たなチームの参戦は歓かん迎げいするよ。今夜にも闘う機き会かいがあるかも知れないな……とりあえず、君たちのチーム名を教えてくれないか？」


「チーム名は〈ナイツ・オブ・ゴールド〉。頭はこの俺……京きよう極ごく刹せつ羅らだ。ただし覚おぼえておいてもらおうか……我われ々われにとってバイパーズ・レイヴなど遊びに過ぎんということを、な」


　インバネスの男──刹羅はそう言ってサングラスを外した。


　刹羅の両の瞳ひとみは、ルビーのように鮮あざやかな紅べに色いろをしていた。





　　　　五





　同日。ＰＭ六：四〇。


　買い物の帰り、赤あか塚つか公こう園えんの自由広場の脇わきを通りがかった慶一郎は、殺さつ気き立だった荒々しい気配を感じて立ち止まった。


（青くさい殺気だ……子供か）


　武ぶ闘とう家か特とく有ゆうの超ちよう感かん覚かくとも言うべき察しのよさで気配の主のいる方向を特定すると、迷うことなく公園内に足を踏ふみ入れる。日にち没ぼつ直ちよく前ぜんの公園はまだ黄昏たそがれの明るさを残しているが、影かげの部分が秒びよう刻きざみで濃こくなっていた。周囲を雑ぞう木き林ばやしで囲かこまれた広場はすでに夜の闇やみに覆おおわれ始めている。広場に続くコンクリートの階段を上のぼっていくと、慶一郎の耳に複数の少年の怒鳴り声が聞こえてきた。


「……なにチクってんだよ！」


「シャレになってねえんだよ……死にてえのか、てめえ!?」


　続いてくぐもった悲鳴が上がる。ほどなく慶一郎は階段を上り詰つめ、声の主たちを視界にとらえた。中学生らしい四人の少年が、地面に這はいつくばっている一人を相手に口くち汚ぎたなく罵ののしりながら暴行を加えている。


「クソッ、ムカつくぜ……お前、明日までにあと十万持ってこいや。そしたら生かしといてやっからよォ」


「一日で十万か。いい稼かせぎだな」


　気配を消して近付き、背後から声を掛けると、少年たちは驚くどころか狂きよう犬けんのような剝むき出しの殺気を慶一郎に向けた。


「なんだよおっさん……邪魔すんじゃねえよ。ブッ殺すぞ!!」


　少年の一人がナイフを振りかざして凄すごんだ。慶一郎は薄うすく笑うと気き合あい一いつ閃せん、


「──喝かッ!!」


　龍りゆう気きの衝しよう撃げき波はに貫つらぬかれた少年たちは、ドラゴンの灼しやく熱ねつの吐と息いきを浴あびたゴブリンのごとくバタバタと倒れた。慶一郎はゆったりとした足取りで近付き、巻まき添ぞえをくって一緒に失しつ神しんしている被ひ害がい者しやの少年を助け起こして活かつを入れる。少し鼻血を出していたが、発見が早かったのが幸さいわいしてか、たいした怪け我がはなさそうだった。


「よう、立てるか？」


「は、はい……」


　目を覚さました少年は自分の身に何が起きたのか理解できない様子だったが、腕を摑つかんで立たせてやると、ようやく倒れている四人に気付いた。


「し……死んでるんですか？」


「気絶しているだけだ。こいつら、お前の好きにしていいぞ。なんなら使うか？」


　慶一郎は加害者の持っていたナイフを差し出したが、少年は首を横に振った。


「いいです。自分のがありますから」


　おとなしそうな少年は、ズボンのポケットから刃の広い大型のデザインナイフを取り出した。金属のグリップに収しゆう容ようされている刃を引き出し、ネジで固こ定ていするタイプの事じ務む用カッターナイフである。外見的に威い嚇かくとしての効こう果かはさすがに期待できそうにないが、殺さつ傷しよう力りよくは十分だった。


　手の中のナイフをしばし凝ぎよう視ししていた少年は、頼たよりなげな顔を慶一郎に向けた。


「あの……こいつらにカツアゲされてた奴やつ、他にもいるんですけど……呼んでいいですか？」


　慶一郎にそれを許きよ可かしない理由は何一つなかった。


「そうだな。そうしてやれ」





　十数分後──四人組のリーダー格の金髪の少年は、息苦しさを感じてハッと目を覚ました。


「……!?」


　少年を驚かせた事実は二つあった。第一に自分の手足がロープでがっちりと縛しばられていること。芝しば生ふに仰あお向むけに横たわる自分を、十人以上の少年たちが立ったまま見下ろしていること。


　伸びてきたごつい手がシャツの襟えり首くびを摑み、少年の上体をぐいと引き起こした。見覚えのある大男の顔が目の前に現れる。


「気分はどうだ？」


　慶一郎が尋ねると、少年は怯おびえるどころか居い直なおりともとれる不ふ貞て腐くされた表情を浮かべた。


「……いいわけねえだろ。何だよこれはよ？　さっさと解ときやがれ」


「そういうことは周りの連中に頼むんだな。俺の知ったことじゃない」


　慶一郎は少年の身体を裏うら返がえしにすると、髪の毛を摑んで顔を上向かせ、集まった被害者の少年たちの前にさらした。急きょ呼び集められた彼らは木ぼく刀とうや金属バットなどの手ごろな武器を用意していたが、中には棒ぼうの先にナイフをくくりつけた手て製せいの槍やりを持っている者もいた。誰も口をきかないが、生きた餌えさを目の前にした獣けもののような飢うえた息いき遣づかいがはっきりと聞きとれる。静かだが極きよく度どの興こう奮ふん状じよう態たいにあるのだ。


　他の三人も同じ格好で近くに転がされていた。大声で騒さわいだのでガムテープで口を塞ふさがれている。


「お前らがこれからどんな目に遭あうのかは知らん。だが俺が教師として、お前らが死なないようにしっかり監督してやるから、大船に乗ったつもりで安心して袋ふくろ叩だたきにされろ」


「ざけんじゃねえ！　てめえらにそんな権利があんのかよ!?」


「お前の言っていることは正しい。だが残ざん念ねんなことに、お前にはそれを言う権利はないんだ」


　最初に暴行を受けていた少年が焦じれたように前に出てきた。


「早くしてもらえませんか。一秒でも早く黙だまらせたいんで」


「……分かった。だがその前に注ちゆう意い事じ項こうがあるからよく聞いとけ」


　慶一郎はキャンプにやってきた引いん率そつの教師のように、全員に向かって言った。


「お前たちがこいつらに抱いだいている恨うらみがどんなものか俺は知らんが、仕返しにもほどよい程てい度どというものがある。殺してしまっては元も子もないからな。お前たちはケンカには慣なれていないだろうから、基本的に刃物の使用は禁止する。頭部と下か腹ふく部ぶ、背骨への攻こう撃げきは致ち命めい傷しようになる場合があるのでこれも禁止だ。防ぼう御ぎよができるように両手は前で縛ってあるから、そう神しん経けい質しつになることもないが、注意するに越したことはない……いいな？」


　少年たちの反応はいまひとつ芳かんばしくなかった。それを予想していた慶一郎は、不ふ敵てきに笑ってこう付け加えた。


「ただし、こういった根こん性じようの腐くさった連中は中ちゆう途と半はん端ぱに痛めつけられると逆に復ふく讐しゆう心しんを燃やすものだ。二度とナメた真ま似ねができないようにするには、それこそ徹てつ底てい的てきに、想像をはるかに上回るダメージを与えてやる必要がある。だからこそ簡単に殺さないように注意しなければならないわけだ……分かるな？」


「──はい！」


　少年たちは瞳を輝かせて頷うなずく。


「よし、いい返事だ。じゃあ思う存分、こいつらの根性を叩き直してやれ!!」


　慶一郎の合図で、武器を振りかざした十二人の少年たちが無む抵てい抗こうの四人に殺さつ到とうした。固い棒が肉と骨を叩く鈍にぶい音とともに、カン高い悲鳴が上がる。


　前ぜん代だい未み聞もん、教師公認の暴ぼう行こう儀ぎ式しきが始まった。





　　　　☆





　電話で知らせを聞いた泉谷万騎が現場に駆かけ付けたのは、それからおよそ三十分後のことだった。宵よい闇やみの中、ハゲタカの群むれが屍し体たいをついばむようなリンチはまだ続いていた。


「彼らと話をしたいので、いったん止めてもらえますか？」


　慶一郎の指示で少年たちが離れると、そこにはボロ雑ぞう巾きんと化かしたかつての加害者たちの姿があった。万騎はとくにひどくやられている金髪の少年の側に歩み寄ると、何度も何度も踏みつけられて倍ばい以上に腫はれ上がり、赤と紫のまだらに変色した無む惨ざんな顔を覗のぞき込んだ。


「ずいぶんと派手に取り立てられているようだね。二十七万五千五百円……今思えば安かっただろう？」


「てめ……風紀委員だろ……助……け……」


「それはできないな。僕が風紀委員として存在しているのは学校にいる間だけだよ。それに僕はすでに一度、君たちに救いの手をさしのべている。それを拒否したのは君たち自身じゃないか。これは君たちがみずから選んだ結果だよ」


　万騎は同情のかけらもない無む慈じ悲ひな口調で言った。


「今日の昼、学校で君たちに言ったはずだよ。僕は示談の仲ちゆう介かい役やくだとね。あれは誇こ張ちようではなくて実際にそうなんだ。僕はここにいる十二人全員から意見を聞いて、なんとか納なつ得とくしてもらえるギリギリのラインとして出た数字が二十七万五千五百円だったというわけさ。脅おどし取られたお金が戻ってきて、君たちが反はん省せいして二度と関わらないと約束してくれさえすれば、彼らは許すとまで言ってくれたのに……これではもう、僕が仲ちゆう裁さいに入る余よ地ちはないね」


「う……お……」


　少年は手を伸ばして万騎の足を摑もうとしたようだったが、何カ所か骨こつ折せつしている腕はぴくりともせず、潰つぶされずに残っている数本の指がかすかに動いただけだった。


「君たちは彼らに対する精神的な負ツ債ケを身体からだで払うことになるわけだが、金銭の問題の方もきっちり解かい決けつしてもらうよ。君たちに請求する額は二十五万円ちょうどだ。二万五千五百円の手数料は、風紀委員会からの見み舞まい金として差し引いておいてあげるよ。どうだい、親切だろう？」


　万騎は一瞬だけ恐ろしく皮肉な笑みを浮かべると、すぐに真ま顔がおに戻って十二人の怒いかれる少年たちに言った。


「話は終わったよ。続けてくれ」


　リンチが再開された。慶一郎は戻ってきた万騎に尋ねる。


「余よ計けいな真ま似ねだったかな？」


「いえ……僕が予よ想そうしていたケースの中では五番目に良い結果ですよ。死者を出さないことが目標でしたから、助かりました。でもこれでは加害者と被害者の立場が逆転しただけで、本質的な解決ではないと思います。後に悪あく影えい響きようがなければいいんですが」


「そう心配することもないと思うがな」


　慶一郎の指差した方に目を向けた万騎は、リンチの様よう相そうに変化があることに気付いた。すでに激しい暴行は加くわえられておらず、少年たちの半数は手を休めて眺ながめている。万騎がどうしたのかと尋ねると、彼らは晴はれ晴ばれとしながらもどこか気の抜けた表情で答えた。


「殴るだけ殴ったから、もう飽あきちゃったよ。僕はこいつらと縁えんを切りたいだけで、暴力振るうのが好きなわけじゃないからね。いまさら謝あやまってもらおうって気もないし、スッキリしたけど、やっぱり後あと味あじは悪いな……なんだか空むなしいよ」


　見物している他の少年たちもおおむね同じ意見らしかった。複雑な表情で振り向いた万騎に、慶一郎は太い笑みを浮かべて頷うなずいてみせた。


「南雲先生にお伺うかがいしたいことがあるんですが……先月、この公園のすぐ先で、バイパーズチーム〈ブラックチェンバー〉が何者かと闘って壊かい滅めつしたという事件があったのをご存じですか？」


「ああ、そんなこともあったかな」


「メンバーは全員、利きき腕の拳こぶしと足首と顎あごを砕くだかれ、二度とケンカのできない身体にされたと聞いています。こんなことができるのはどんな人間だと思いますか？」


「決まってるだろ。悪あく党とうを見ると殴らずにはいられない男さ」


「その男の行こう為いは正義に基もとづいていたと信じられますか」


「じゃあ聞くがな、泉谷……正義ってのはそんなに大事なもんか？」


「!!」


　万騎は胸きよう中ちゆうを見み透すかされたようにハッとした。慶一郎は確信に満ちた口調で言う。


「人間は神様じゃないから、自分の目で見える範はん囲いでしか物もの事ごとを判はん断だんできん。だから、その場その場で自分が正しいと思ったことを実行するしかないのさ。犯罪者じゃなくても許ゆるせん奴はぶん殴るし、たとえ人殺しでも気に入った奴なら助ける……そういうもんだ」


　沈ちん黙もくした万騎の横を通りすぎると、慶一郎は疲つかれの見えはじめた少年たちに号令した。


「よーし、そこまで！　速すみやかに撤てつ収しゆう!!」





　　　　☆





　同時刻──池袋中央公園。


　疾しつ走そうするリフと地を這はうドラム、空を切り裂さくスクリーミング・ヴォーカル──〈ペインキラーズ〉のテーマ曲である攻撃的なヘヴィメタル・サウンドに包まれながら、氷室那智は新たな挑戦者と対たい峙じしていた。


「へっ……やるじゃねえか。[image: ]２はダテじゃないってことかい」


　新しん参ざんチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の一番手であるドイツカラー頭の巨漢、アッキーこと不ふ動どう秋あき嵩たかは、唇の端ににじむ血を長い舌でペロリとなめると、歯を剝き出しにして凶きよう暴ぼうな笑みを浮かべた。


（効きいていないのか……!?）


　那智はポーカーフェイスをわずかに曇らせた。大振りの第一撃を見切って躱かわし、骨法で『変へん形けい曲まがり』と呼よばれる掌底のフックから肘打ちの連れん撃げきを顔面にクリーンヒットさせ、さらに追い撃ちの突き返し蹴げりを食らわせたにも拘かかわらず、この大男は蚊かに刺さされた程度の涼すずしい顔で起き上がってきたのだ。


　掌底による打撃は拳のように皮膚の表面を傷付けることはないが、グローブを着けたボクサーのパンチと同じく衝撃が深く浸しん透とうして脳のうに直ちよく接せつダメージを与えるため、根性だけで耐たえられるような代物ではない。掌打で軽い脳のう震しん盪とうを起こすため、続く肘と蹴りはほとんど無防備で受けることになる。見た目は地じ味みだが必殺の破壊力を秘ひめた連れん携けいだった。


「カァ～、いいねえ……楽しいねェ！　わざわざ池袋くんだりまでやってきた甲か斐いがあるってもんだぜ!!」


　秋嵩は嬉うれしくてたまらないといった顔で言うと、両手を広げて笑いながら突とつ進しんしてきた。那智は身体を沈しずめて、かき抱こうとする両腕を躱し、踏み込んでくる相手の、地面に着く直前の足の膝ひざを狙ねらってカウンターのスライディング・キック──摺すり蹴りを放つ。


　ゴスッ！


　二メートルの巨体が宙を舞った。那智の頭上で一回転した秋嵩は、ろくな受身も取れずに脳天から石いし畳だたみに叩き付けられる。見物客の間からどよめきが上がった。那智の技の鋭さもさることながら、秋嵩の落ち方があまりに痛そうだったからである。ＫＯはもちろん、首の骨が折れていてもおかしくはない。


「んが～、痛てえじゃねえか！」


　ヘッドスプリングで勢いよく起き上がってきた秋嵩を見て、那智は飛び退のいて間ま合あいを広げた。自分と闘う以前に十人以上と対戦しているにもかかわらず、疲れた様子も見せない異常なタフさ、それこそサイボーグのような頑がん強きようさに本気で戦せん慄りつを覚おぼえたのである。


（化物ばけものめ……！）


　どうすればダメージを与えられるのか考えを巡めぐらせているうち、那智は自分が以前にも似たような経験をしていることを思い出した。どれだけ技を食らっても倒れなかった男が、かつて一人だけいたのだ。


「そうか……お前は草[image: ]静馬と同じタイプの人間だな？　闘うことが好きで好きでしようがないって奴だ」


「その通り!!」


　秋嵩が地面を蹴って躍おどりかかった。人間ロケットのようなフライングクロスチョップを辛かろうじて避さけた那智は、相手の起き上がりに浴あびせ蹴げりを合わせた。


　ガァンッ!!


　全体重を踵かかとの一点に集中する必殺の蹴りを肩に受け、秋嵩は派手に吹っ飛ばされて転がったが、まるで不死身の肉体を誇こ示じするかのようにすぐに起き上がってきた。


「今のはちぃ～っと効いたがよ、ま～だまだ勝負はこれからだぜ！」


「いい加か減げんにしときな！　あんたの負けだよ、アッキー」


　同じチームのボンデージ女が見かねたように声を掛けた。


「なんだと!?　ここからが面白いところじゃねえか」


「見てるこっちはつまんないんだよ！　バカの一つ覚えみたく突進してばっかで……少しは脳のう味み噌そ使ったらどうなのさ!?」


「俺の流りゆう儀ぎに口出しすんじゃねえ」


「三回もダウンしといて、いっちょまえの口叩たたくんじゃないよ！　それにこいつは刹羅の命令だよ。さっさと引っ込みな!!」


　秋嵩は苦にが々にがしく舌打ちし、歯ぎしりして拳を震ふるわせたが、女の後ろにいる刹羅の視線を感じると途と端たんに青ざめた顔つきになった。未み練れんたっぷりの顔で那智に振り向く。


「クソッ、しょうがねえ……今回は引き分けってことにしといてやる。これで勝ったと思うなよ!!」


　秋嵩は大おお威い張ばりで引き下がり、代わりにリーダーの京極刹羅が那智の前に出てきた。


「お前は他の連中とは毛け色いろが違う……秋嵩の相手をさせるのは失礼というものだ。この俺と一手、手合わせ願おうか」


「望むところだ。僕は誰の挑戦でも受ける」


　那智の答えに、刹羅は目を細めてどこか爬は虫ちゆう類るいじみた笑みを浮かべた。背を向けると、仲間の女が側そばに寄よってインバネスを脱ぬがせる。その下から現れた裸の上半身は、瘦やせているように見えるが背はい筋きんは逞たくましく、格闘技の鍛たん練れんを積つんだ身体だと一目で分かる。しかし那智を驚かせたのはそれだけではなく、刹羅の背中に描かれているカラスの刺いれ青ずみだった。図ず案あん化かされた安っぽいタトゥーではなく、精せい緻ちな日本画を思わせる見み事ごとなカラスである。


「俺は鳥だ。黒い翼つばさを持つ……闇の鳥だ」


　那智は全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だつほどの寒さむ気けを覚えた。両手を広げた刹羅の背中で、刺青のカラスが翼を広げて羽ばたいたように錯さつ覚かくしたからである。


「〈凶まがツ風かぜの刹羅〉──それが俺の二つ名だ。覚えておけ」


　不意に一陣の風が巻き起こった。嵐あらしの前に吹くような不ふ吉きつな冷気をはらんだ風だった。


「!?」


　目を閉じた一瞬の間に那智の視界から刹羅の姿がかき消える。胸が押し潰つぶされるような殺気に、反射的に頭上を見上げた那智が見たのは、まさに鳥のごとく空中に舞い上がった刹羅であった。


「勝負だ……氷室那智！」


　その時、那智は確かに目撃した。


　刹羅の背中に、夜空を闇色に切り抜く二枚の黒い翼を──










　第二十一話　ランバージャック・ボーイ







〈六月二十八日──晴れ〉





　研修五日目。


　無む理りを言って始めた研修も残すはあと二日だが、明日は土曜なので実質的に今日が最終日と言える。藤堂校長からは「何もするな」とクギを刺さされてやってきて、今までその通りにしてきたわけだが、無む論ろんのこと最後までおとなしくしているつもりはない。美雪ちゃんのために何らかの成果は残していくつもりだ。その方法についてはまだ思し案あん中ちゆうだが、やはり俺なりの──俺にしかできないやり方を使うことになるだろう。


　もっとも、世の中には俺には真ま似ねのできないやり方で闘う男もいる。今日、俺はそういった男の中の一人と出会い、おおいに愉ゆ快かいな時間を過ごすことができた。


　まだまだ、この世には面白い男がいる。








　　　　一





「ねえカズ君。ちょっといーい？」


　二時限目の後の休み時間。自分の席でハードカバーの本を読みふけっていた万騎は、その呼び掛けに応じて顔を上げた。自分を覗のぞき込んでいる唯の顔を見ると、本にしおりを挟はさんで閉とじる。


「……で、用よう件けんはなんだい？」


「ええっ!?　なによ、いきなり……今日は単たん刀とう直ちよく入にゆうね」


　唯は面めん食くらった顔になった。いつもの万騎なら一つの内容を伝えるためにわざわざ多くの言葉を使い、持って回った言い方をするところを、必要最小限で済ませたからだ。


「もしかして……邪魔しちゃった？　今日、機き嫌げん悪いの？」


「不機嫌というわけではないが、絶ぜつ好こう調ちようとは言いい難がたいな。少しナーバスになっているだけだ。こういう時には黙ってこの本を読んでいるに限る。精せい神しん安あん定てい剤ざいとしての効こう果かが高いんだ。唯もどうだ？」


「どうせ難しい本なんでしょ？」


「そうでもない」


　万騎は本の表紙を唯に見せた。書名は──『世界毒どく舌ぜつ大辞典』。


「……人格歪ゆがみそうだから、やめとく」


「まるで僕の人格が歪んでいるような言い方じゃないか」


「悪い言葉を覚えると人間も悪くなるわよ。おばーちゃんがそう言ってたもの」


「だったらもう手て遅おくれだな。僕の心は邪じや悪あくに染そまっているよ」


「そ……そこまでは言ってないでしょう？」


「それで？　もはや更こう生せい不ふ可か能のうなまでに人格の歪みきった僕に、何か用かい？」


「……ほら、やっぱり機嫌悪いんじゃない」


　唯は唇を尖とがらせて文句を言ったが、すぐに気を取り直すと、根性の曲がった幼おさな馴な染じみに顔を寄せて耳打ちした。


「また変な噂うわさが流れてるから、ちょっと耳に入れとこうと思って」


「どうせ鬼塚さんのことだろう」


「それはそうなんだけど……ほら、姫川さんって霧島先生に目の敵かたきにされてるでしょ？　それも今週に入ってからさらにエスカレートしてる感じで……みんな言ってるのよ。次に事故に遭あうのは霧島先生に違いないって」


「ふうん……で、どっちだ？」


「どっちって？」


「霧島先生が〈悪霊〉の犠ぎ牲せいになるのを、みんなは恐れているのか？　それとも期待しているのか……どっちなんだ？」


　予想もしない切り口の質問に、唯は途惑った。


「う～ん、そうねえ……どちらかと言えば期待してる方なんじゃない？　言いたくないけど、霧島先生って嫌きらわれてるから……そうそう、一年の女子の着き替がえを向かいの校舎から覗のぞいてたって噂もあるのよ」


「その件なら確かく認にん済ずみだ。事実だったよ」


「本当に？　最っ低よねえ」


「唯はどうなんだ？　霧島が怪け我がでもすればいいと思うかい？」


「そういうことはコメントしないことにしてるの、私。口に出して、もし現実になっちゃったら恐こわいじゃない？」


　唯は顔を強こわ張ばらせ、胸の前で両手で小さく×印を作る。その仕種しぐさを見た万騎は頰ほおを緩ゆるめて微笑ほほえんだ。


「これは気休めで言うわけじゃないが、〈悪霊〉の心配はしなくていいと思うよ。なぜなら、そんな実在するのかどうかさえ怪しいあやふやな代しろ物ものよりも、もっと現実的で強力な……さらに恐おそろしい〈怪かい物ぶつ〉が存在しているんだからね」


　唯は怪け訝げんな顔をしたが、始業のチャイムが鳴ったため何も訊きかずに自分の席に戻もどっていった。一人になった万騎は冷さめた無表情に戻って呟つぶやく。


「そろそろ潮しお時どきだな。『物理的に排はい除じよ』される前に……」





　　　　二





『ウータン』──最初に誰が言い出したのかは分からないが、それが霧島の渾あだ名なだった。霧島本人はこの渾名で呼ばれることをひどく嫌っており、しかもそれがはっきりと顔に出るため、かえって生徒たちからは好このんで使われていた。


　その事件は六時限目、霧島の授業の最さい中ちゆうに起きた。


　生徒の一人が言った『ウータン』の一言がきっかけで教室中に笑いが起きた。普段の霧島なら頰をぴくぴくさせながらも聞き流すところだったが、今日はほんの少しだけ虫の居い所どころが悪かった。霧島はテキストの角かどで教きよう壇だんを叩くと、窓側から二番目の列に座っている一人の男子生徒を指差した。


「おい日向ひゆうが！　なに笑ってるんだ、お前!?」


「え……俺？」


　名な指ざしされた日向という生徒は、口元はまだ笑ったまま、どうして自分が呼ばれたのか分からないという顔をした。最初に渾名を言ったわけでもなく、ことさら大きな声で笑っていたわけでもないのだ。しかし霧島はすべての責任が日向にあるかのように厳きびしくにらみつけた。


「お前みたいに、どう転んだところで普通の高校に入れないような頭の悪い奴が調子に乗るんじゃない。バカのくせに笑うな！」


　教室から笑いが消え、和なごんでいた空気が一気に凍こおりついた。実際、日向はあまり成績が良い生徒とは言えなかったが、それを授業中にわざわざ指し摘てきして侮ぶ辱じよくされるいわれはない。


（こいつは完かん璧ぺきな八つ当たりだな。それもとびきり下げ衆すなやり方の……）


　飽きもせず授業参観を続けていた慶一郎は、事ここに至いたり、心のブラックリストの筆ひつ頭とうにその名が挙あがっていた霧島に極きよつ刑けいを宣せん告こくした。その気になれば教室の一番後ろから教壇まで一いつ足そく飛とびに瞬しゆん間かん移い動どうし、三秒足らずで霧島を血みどろのサンドバッグに華か麗れいに変身させてやることもできたが、しかし慶一郎はすぐには行こう動どうを起こさず、落ち着いて生徒たちの反応を見み極きわめることにした。怒りを爆発させるにはまだ何かが足りないと感じていたのだ。


　日向は屈くつ辱じよくに顔を歪めながらもうつむいていた。生徒たちのほとんどは霧島の言葉に怒りを覚えているはずだが、反はん抗こう的てきな態度を示しめしている者はほんの一部で、大半は自分にとばっちりがくるのを恐れて無関係の顔をしている。教室の隅すみに目をやると、机に頰ほお杖づえをついている沙羅は、霧島よりもむしろ、何も反はん論ろんしないクラスメートの方に軽けい蔑べつの視線を投げかけている。美雪は教室で起きていることにはまるで関心がないのか、ぼんやりと窓の外を眺ながめていた。


（やれやれ……これじゃあ駄だ目めだな。出ていくわけにはいかん）


　慶一郎は心の中で失しつ望ぼうの溜ため息いきを吐ついた。みずから闘う意い志しのない者に手を貸かしてやるわけにはいかない。心から登場を望まれない限りヒーローの出番はないのだ。それが慶一郎の最低限のルールだった。


　ガタンッ。


　静まり返った教室の中で、ただ一人立ち上がった生徒がいた。


「霧島先生、今の暴ぼう言げんを撤てつ回かいしていただけませんか」


　廊下まではっきりと聞こえる声でそう注文をつけたのは、風紀委員・泉谷万騎だった。


「確かに日向君は成績優秀とは言い難いかも知れませんが、笑うという人間の基本的な感情表現を制限される理由にはなりません。教師といえどもそれを禁止することは明らかな人権無視であり、名めい誉よを著いちじるしく傷付ける行こう為いです。人間として不ふ適てき当とうな発言を取り消すとともに、日向君に対しこの場で正式な謝しや罪ざいを要求します」


　非常に明めい快かいで、しかも極めて挑戦的な言葉だった。


　論ろん理り的てきに組み立てられた言葉のようだが、大部分は装そう飾しよくにすぎず、言わんとしているその内容は実に単たん純じゆんで強きよう烈れつだった。万騎は、霧島を『人間としての最低限の礼れい儀ぎさえ欠かいた、教師として不適当な人物』と断だん言げんしたのである。感情を交まじえない話し方で、鈍どん感かんな人間の耳には単なる真ま面じ目めな訴うつたえに聞こえるため、万騎のこの毒どく舌ぜつに気付いた者は少なかった。当然ながら、厚こう顔がん無む恥ちを絵に描かいたような人物である霧島に理解できるはずもない。


「バカにバカと言って何が悪い！」


　霧島は万騎に対する不ふ快かい感かんをあらわにして怒ど鳴なった。


「どうせお前も内申の点てん数すう稼かせぎでそんなことを言っとるんだろうがな……いい加減にしとかんと逆効果だぞ？」


「そうですか。ならお伺うかがいしますが……『バカ』だと何か不ふ都つ合ごうがあるのでしょうか？」


「なんだと？」


「学校の成績が少々悪いくらいで、その後の人生に何か支し障しようがあるのかと訊きいているんですよ」


「あるに決まってるだろうが！　この日本という国で人並みの生活をしようと思ったら、ちゃんとした高校に入り、一流の大学を出て、一流の会社に就しゆう職しよくする以外にないんだ!!　中学で落ちこぼれるようなどうしようもないバカは、一生ドブの底を這はいずり回る運命なんだよ」
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「……なるほど。霧島先生は、一流の会社に就職することが人間の幸福のすべてであるとおっしゃるわけですね。よく分かりました」


　万騎は霧島の台詞せりふにわざと易やさしい解かい釈しやくを加くわえて反はん復ぷくした。


「ですが、人間が幸福になる方法はそれだけでしょうか？　例えば、日向君はサッカー部のエースストライカーで次じ期きキャプテンに内ない定ていしています。学業で費ついやす無駄な時間をサッカーのために使い、人より多くの練習を積つんで技術を磨みがけば、Ｊリーガーになれる可か能のう性せいだってあるわけでしょう？」


「ない、ない！　そんな可能性なんぞ、あるわけがないだろう!!」


　霧島は下げ卑びた笑えみを浮かべたが、万騎は表情を変えずに問う。


「何を根こん拠きよにそう言い切れますか？」


「そんな甘っちょろい夢が叶かなうわけがないだろ！　現実ってのはな、お前らが思ってるよりもずっと厳きびしいんだ。こんな奴が、Ｊリーガーなんぞになれるわけがないだろうが!!」


「なれますよ」


「絶対になれるものか！」


「いいえ、彼はＪリーガーになります。僕が保ほ証しようしますよ」


　教室の空気がわずかに揺ゆらいだ。可能性を論じていたはずの万騎の論ろん理りが不意に飛ひ躍やくしたことに、生徒たちは気付いたのだ。万騎は一いつ拍ぱくの間まを置いてから、確信に満ちた口調で言った。


「日向君はＪリーグのスタープレーヤーになり、霧島先生が一生かかっても稼げない額の年ねん俸ぽうをもらうことになるでしょう。素す晴ばらしい美人と結婚し、子供にも恵めぐまれて家庭は円えん満まん、三十代で都内に豪ごう邸ていを建てます！」


「お、おい……待てよ」


　慌てたのは日向本人だった。他人の万騎に勝かつ手てに自分の人生を設計されているのである。しかし万騎は無視して続ける。


「Ｊリーグに入るのは十八歳。高校卒業を待たずにスカウトされ、すぐにレギュラー入り。デビュー戦でいきなりハットトリックを決め、奇き跡せきの新人として一気に有名になります。そしてその後、日本のサッカー史に名を刻きざむ伝説のプレーヤーとして数かず々かずの記き録ろくを残すことになるのです！」


「……そんなわけないだろ。冗談はその辺にしとけ」


　霧島は付き合いきれないという顔をしたが、万騎は大おお真ま面じ目めだった。


「冗談かどうかは本人に決めてもらいましょう。日向君……君の将来はどっちなんだい？」


「へ……!?」


「霧島先生のおっしゃる通りドブの底を這いずり回る負まけ犬の人生か、それとも栄えい光こうとともにフィールドを駆かけ回る輝かがやかしい勝利者としての人生か……君はどちらの人生を歩むのか、今ここではっきりと決めてくれないか？」


　いきなり究きゆう極きよくの選せん択たくを迫せまられた日向は、ひどく途惑った顔になった。しかし真しん摯しな顔つきの万騎と向き合っているうちに、その問いの意図するところを理解したらしく、やがて何かが吹っ切れたような笑みを浮かべて頷うなずいた。


「何が冗談だって!?　なるに決まってんだろ？　Ｊリーガーによ！」


　自信たっぷりのその言葉に、教室中がどよめいた。一人の生徒の中で決定的な何かが一瞬にして逆転したことを察したのである。万騎は日向に尋ねる。


「年俸は軽く一億を超えるんだが、どうする？」


「そんなにあんのかよ？　困こまったなあ……使いきれねえじゃん。しょうがねえからベンツでも買っとくか」


「たった一台だけかい？」


「そんなわけねえだろ。やっぱ五台は買うぜ」


　二人のやりとりを聞いているうち、他の生徒たちもこの言葉遊びのルールが呑のみ込こめてきたようだった。誰かが声を掛ける。


「ワールドカップはどうするんだよ？」


「おいおい……スターを捕まえて何言ってやがんだよ。出るに決まってんだろ？　つーか、俺が日本代表チームをフランスに連れてってやるよ」


「フランス行く時は俺らも招しよう待たいしてくれるんだろ？」


「おう、飛行機の席は貨か物もつ室しつでいいよな？」


　調子のいい大たい言げん壮そう語ごに好こう意い的てきな笑いが起きた。無視された形の霧島が苦々しく吐き捨てる。


「何をバカなことを。フランスへなんぞ行けるわけがないだろう！」


「うっせえな……行くっつってんだろうがよ！」


「根拠のない戯ざれ言ごとはたいがいにしろ!!」


「その言葉、そっくり霧島先生にお返ししますよ」


　万騎はぴしゃりと言い返した。


「日向君がＪリーガーになってワールドカップの日本代表に選せん抜ばつされ、予選を突とつ破ぱしてフランスの決勝大会に出場することは、すでに決まったことです。決定済みのことに、あれこれと根拠のない憶おく測そくを加えるのはやめてください！」


　この言葉で、教室の全員がようやく万騎の言わんとしているところを理解した。『Ｊリーガーになれる』という考えも、逆に『なれない』という考えも、どちらも等ひとしく根拠がないことを論ろん証しようして見せたのである。最初にどう決めつけるか、という違いがあるだけなのだ。


　自分の思し想そうが周囲に伝わるまで少し待って、万騎は言葉を続けた。


「話を戻しましょう。仮かりに、霧島先生のおっしゃるように一流大学を出て、一流企業に就職することが日本人が幸福になる唯ゆい一いつの方法だとしましょう。学歴社会における敗北者は、ドブの底を這い回る人生だとおっしゃいましたね？　では言わせていただきますが……先生の卒業された大学は、申し訳ありませんが、とても『一流』と呼べるようなところではなかったと思うのですが？」


　万騎の指摘に、霧島は目に見えて怯ひるんだ。


「霧島先生は高校までは成績優秀で、政治家か官かん僚りようを目め指ざしていたそうですが、受験に失敗してその道が閉とざされたと聞きます。大学時代はすっかり落ちこぼれて二に留りゆう。どうにか卒業はしたものの一流企業には就職できず、コネでどうにか私立高校の教きよう職しよくにありついたのですが、五年前に不ふ祥しよう事じを起こして解かい雇こされ、古い友人である校長のつてを頼たよって四よつ葉ば中ちゆうにやってきた……そうですよね？」


　強きよう烈れつなカウンターの一撃だった。それまで調子に乗って木の上から腐くさった柿かきを投げつけていた山やま猿ざるが、凄すご腕うでの猟りよう師しの放った一本の矢に射い貫ぬかれたようなものだった。しかもその矢には猛もう毒どくが仕し込こまれている。


　万騎は論理の弓を引き絞しぼり、とどめの一矢を放った。


「霧島先生。そのドブの底を這いずり回っている負け犬というのは、つまりあなた自身のことではないのですか？　いくら自分が惨みじめな負け犬の人生を歩んでいるからといって、これから勝利者となって輝かしい未来を約やく束そくされている僕たちに、下げ衆すな嫉しつ妬と心しんから不吉な呪いをかけるのはやめていただきましょうか！」


　これが、万騎の組み立ててきた一連の論理の中でも白はく眉びとなる言葉だった。霧島の押しつけるネガティブな価か値ち観かんを『呪のろい』だと看かん破ぱしてみせたのである。


　隠かくし通してきた過去を暴ばく露ろされた霧島は、ドス黒く変色した顔に脂あぶら汗あせを流し、口から泡あわを飛ばしながら怒鳴った。


「う……うるさい！　黙だまれ、黙れ、黙れ、黙れェェェ!!」


　血走った目を剝むき、発ほつ作さを起こしたように拳こぶしを何度も何度も教壇に叩たたき付ける。


「わしが……わしが負け犬だと!?　お前らガキに何が分かる!!　この教室にいる全員の中で、将しよう来らい成せい功こうする奴なんぞ一人もおらんわ！　わしには分かるんだ。それが現実ってもんだ！　このバカどもが!!」


　呪じゆ詛そ以外の何ものでもない言葉を吐はき散ちらす霧島を、生徒たちは無ぶ様ざまな負け犬を見る目つきで眺めている。


「そう興奮しないでください。大人おとなげないですよ」


　万騎の冷静な口調が、暴発しかねない生徒たちを落ち着かせた。


「僕の話をちゃんと聞いていれば分かることですが……僕は霧島先生が負け犬であるとは一言も言っていません。あくまで、霧島先生自身がおっしゃった、一流大学を出て一流企業に就職することだけが成功である、という価値観が正しいと仮定した場合での話です。つまり自分で自分を負け犬にしているだけなんですよ」


「なん……だと？」


「だいたいにおいてですよ？　一流大学を出て一流企業に就職できれば人生安あん泰たいだなんて、今日きようび誰がそんな夢物語を信じていますか？　企業のトップなんて汚お職しよくまみれだし、政治家や官僚にしたってその正体は犯はん罪ざい集しゆう団だんと変わりがないことはもはや明めい白はくな事実で、小学生だって知っています。今どき、大企業の社長や総そう理り大だい臣じんを尊そん敬けいしている中学生なんて、この日本にはただの一人だっていやしませんよ！　いるとすれば、そう思い込むように洗脳されている被害者だけです。現実とかけ離れた空しい御お題だい目もくを押し付けられるのも、理り不ふ尽じんな基き準じゆんで知らないうちに負け犬にされるのも、僕らはもうウンザリなんですよ」


　あくまで淡たん々たんと、しかし確信と熱ねつ意いをもって万騎は言った。


「どれだけ偉えらくなっても、どれだけ金持ちになっても、一人の人間として幸福にはなれないことを僕らはすでに知っています。霧島先生だってとっくに気付いているはずですよ。僕らが信じることができる新たな価値観と生き方を示しめすことができるというのなら示してください。それができないと言うのなら……成功の道が一つではなく、人それぞれに別の価値観と別の生き方があっていいのだということを、この際はっきりと認めていただきたい！　そのうえで先ほどの暴言を撤回し、正式に謝罪していただきましょう」


　あらためて最初の言葉に戻ったことで、万騎の演えん説ぜつは首しゆ尾び一いつ貫かんし、ここに終結しゆうけつを見た。


（──見み事ごとだ、泉谷！）


　慶一郎は胸のすく思いで頷うなずいたが、しかし一方でこうも思った。


（だがお前のやり方には大きな穴がある……それは、本物のバカには日本語そのものが通用しないということだ）


　その危き俱ぐを現実のものにしたのは、息詰まる沈ちん黙もくに包まれた教室に響き渡った霧島の嘲ちよう笑しようだった。


「クックック……おい、泉谷。そんな口先だけの屁へ理り屈くつで、大の大人をやりこめたつもりか!?　ちょいと口が達たつ者しやだからって、ガキが調子に乗ってんじゃねえぞ！」


「あくまで謝罪はしない……ということですか？」


「大人が子供に頭を下げるなんてことはしないんだよ！　それより覚かく悟ごしとけよ、泉谷……お前なんぞ、すぐにこの学校にいられなくしてやるからな!!」


「それはこの僕に対する敵てき対たい宣せん言げんと受け取ってよろしいんですね？」


「わしを敵に回したのはお前だろうが！　まずはここの担たん任にんに命じて、お前の内ない申しんにいろいろと書き足してやってだな……」


「それは実じつ行こう不ふ可か能のうでしょう」


　万騎はいかにもわざとらしく大げさに肩をすくめて見せた。


「このクラスの担任は草[image: ]巴先生ですよ？　霧島先生は以前、しつこくセクハラ行為を続けて彼女の怒りを買い、他の先生方の見ている前で無様に投げ飛ばされているじゃないですか。それからは草[image: ]先生を恐れて半径五メートル以内には近寄らないようにしているのに、どうしてそんなことができるんです？」


「なっ……貴様ァ……!?」


「さっさと謝罪した方が身のためですよ。僕を敵に回すと、人に知られたくないあなたの恥ち部ぶが次から次へと明らかになっていきますから」


「……ふっ、ふざけるのもいい加減にしろ!!」


「ところで霧島先生、六月十九日の夜はどちらにおられましたか？」


　教壇を降おりて万騎に摑つかみかかろうとしていた霧島は、その唐とう突とつな問いに足を止めた。


「な……何の話だ？」


「先週の水曜日と言えばおわかりでしょう。その日の午後九時頃、どこで何をしていたのか教えていただきたいのですが？」


　奇き妙みような質問を受けた霧島は、誰の目にもはっきりそうと知れるほど動どう揺ようし、みるみる青ざめていった。皮肉たっぷりの笑みを浮かべた万騎は、あらためて質問する。


「霧島先生。謝罪していただけますね？」


「……な、何を言っているのか分からんな！」


　十歳以上も老ふけこんだ顔の霧島は悲鳴のように言うと、教壇に引き返して、震ふるえる手でテキストを開いた。


「お……お前のくだらん戯れ言に付き合っているヒマはない!!　さっさと座れ！　授業の妨ぼう害がいは許ゆるさんからな……泉谷、以後お前の発言は禁止する。分かったな！」


「……ええ、いいですよ」


　万騎は素す直なおに従したがって席についた。意外な事の成なりゆきに生徒たちは途惑い、不満の声をもらしてざわめく。霧島は平へい静せいを取り繕つくろいながら無理やり授業を進めようとするが、化けの皮を剝はがされたガラクタ教師の言葉に耳を貸す生徒などいるはずもなかった。


「センセー、しつも～ん！」


　教室の隅すみから手が挙がった。それまで面白そうに万騎と霧島のやりとりを見物していた沙羅である。沙羅が授業中に手を挙げて教師に質問するのは、もちろん初めてのことだった。


「先週の水曜の夜って、いったい何してたんですかぁ～？」


　思いっきり小こ馬ば鹿かにした猫ねこ撫なで声ごえの質問に、霧島はこめかみに血けつ管かんを浮き上がらせた。


「そんなくだらん質問に、答える必要はない！」


「なに偉えらそうに誤ご魔ま化かしてんだよ、このカス教師が……とっとと吐けっつってんだろ!?」


「生徒の質問には真面目に答えてくれないと困こまるんですけどォ～」


　沙羅の尻しり馬うまに乗って、数人の男子が口々に霧島を責せめ立てる。万騎の口にした『水曜の夜』という謎なぞの言葉が、霧島に対する絶対の切り札であるらしいことは、もはや全員が気付いていた。それまで誰もが手を焼いていた不ふ死じ身みの怪物を意のままに従わせる呪じゆ文もんを編あみ出した魔法使い──泉谷万騎は、霧島に命じられた通り発言はせず、すっかり高みの見物を決め込んでいる。


「ええい……黙れ、黙らんか貴様ら！　授業中だぞ!!」


　権けん威いを失しつ墜ついした暴ぼう君くんの言葉は、無む秩ちつ序じよなざわめきの中に空むなしくかき消される。もはや自分の命令に従う人間が教室に一人もいなくなったことを思い知らされた霧島は、生徒に背を向け、黒板に向かって一人で勝手に授業を始めた。


　カンッ！


　鋭するどい物音に教室が一瞬、静まり返る。


「ヒイッ……」


　チョークが落ちて床に転がった。慌あわてて飛び退のいた霧島の視線の先には、黒板に垂すい直ちよくに突き刺さった一本のナイフがあった。背後から霧島の耳元をかすめるようにして飛んできたのだ。


「だっ……だ、だ、誰だ？　誰がやった!?」


　生徒たちは互たがいに顔を見合わせたが、名乗り出る者はいなかった。知っていれば無意識のうちに犯人に視線が集中するものだが、その様子はない。


「誰も見ていないはずがないだろうが！　お、おい……そこのお前、誰がやった？」


　お前呼ばわりされた慶一郎は、憮ぶ然ぜんとした顔で答える。


「さあ……僕はちょうど、よそ見をしていたので見ていません」


　厭いや味みに聞こえるが本当のことだった。慶一郎は美雪を見ていて、教壇の方は有ゆう効こう視し野やの範はん囲い外がいにあったのだ。それでもナイフを投げる動きがあれば察知したはずだが、そんな気配はまったく感じなかった。


　霧島はナイフの柄えを摑んだが、刃が深く刺さっているうえ、掌にかいた汗で滑すべって抜くことが出来ない。


「……クソッ、クソッ！　貴様らァ……揃そろいも揃ってこのわしをコケにしやがってェェ!!」


　完全に逆上した霧島は教きよう卓たくを蹴けり倒し、憤ふん怒ぬに醜みにくく歪ゆがんだ顔で教室を見回した。誰もが万騎に殴りかかるものと予想したが、霧島が矛ほこ先さきを向けた相手は違っていた。窓側の列の最後尾──


「姫川ァァッ！」


　霧島は肩をいからせて大おお股またに歩いてくると、沙羅の胸むな倉ぐらを両手で摑み上げた。沙羅はふてぶてしい態たい度どを崩くずさず、ゴミでも見るような軽けい蔑べつしきった目つきで霧島を見上げる。


「汚きたねえ手で触さわるなって何度も言ってんだろ？　ウジ虫野郎」


「貴様がやったに決まってるんだ、このアバズレがァ!!」


　霧島は力まかせに沙羅を椅い子すから立たせようとしたが、不意に熱い物にでも触ったように悲鳴を上げて手を離した。


「あたしのはちゃんとここにあるんだよ。他を当たんな」


　沙羅の手の中から飛び出したナイフの刃は、すぐに折り畳たたまれると奇術のように消えた。


「や……やりやがったな……」


　左の手首を押さえた霧島の手の間から血が滴したたり落ちる。皮ひ膚ふの表面を浅く切っただけだが、その鋭するどい痛みは霧島を正しよう気きに戻すどころかさらに怒いかり狂くるわせた。


「このクズがァァ!!」


　霧島が口から泡あわを飛ばしながら沙羅に殴なぐりかかる。沙羅は後ろに頭を引いたが、背にしていた窓まど枠わくに邪じや魔まされて避さけきれず、頰ほおに拳を受けた。女子の間から悲鳴が上がる。慶一郎は霧島を止めるために近付いたが、その前に沙羅が反撃に出た。


「クズはてめえだよ！」


　ブーツの爪つま先さきが霧島の股こ間かんを蹴り潰つぶした。脳のう天てんまで貫つらぬく激げき痛つうに霧島が身体を折り曲げると、沙羅はゴマシオ頭を両手で摑んで、顔面に膝ひざを叩き込んだ。続いてこめかみに肘ひじ打うちを食らわせて脳のう震しん盪とうを起こさせると、霧島の右腕を背中側にねじって折り畳み、肘と肩を極きめてから、みずから後ろに倒れ込むようにして投げを仕し掛かける。


「ひぎゃあああぁぁ──ッ!!」


　霧島の喉のどから絶ぜつ叫きようがしぼり出された。


　過去に空手の経験はあっても関節技や投げに対たい応おうする知ち識しきを持たない霧島にとって、沙羅の極め技は地獄の激痛だった。沙羅が仕掛けたのは合あい気き道どうの演えん武ぶで見られるような柔らかい投げではない。投げを仕掛けられた瞬間に前転しなければ、相手の体重で腕が折れるか、あるいは肩関節が抜ぬけるかのどちらかしかないという強力な技であった。


　ゴリッ。


　鈍にぶい音が響いた。霧島の右肩が外れて、ありえない方向に腕が曲がる。


「ヒッ、ヒッ、ヒイッ、ヘヒィ……」


　絶え間ない激痛に襲われ、痙けい攣れんのような短い悲鳴を上げ続ける霧島に、沙羅は唾つばを吐はきかけて首くび筋すじを踏ふみつけた。


「この生ゴミが！　おとなしくしてりゃあいい気になりやがって……てめえなんぞいつでも殺せるんだよ!!」


　沙羅は霧島の耳にナイフを当てて一気に削そぎ落とそうとしたが、横から伸びてきた大きな手がその手首を摑つかんで止めた。


「それ以上やるとお前が不ふ利りになる。後は俺に任まかせろ」


　激げつ昂こうした沙羅は獣の目つきで慶一郎をにらみ返したが、万まん力りきのような力で手首を固定されていたため、間もなく無む駄だと知って抵てい抗こうを止めた。慶一郎は沙羅をどかせ、霧島の外れた肩を直してやった。


「いったい何事ですか、この騒ぎは!?」


　巴と早乙女をはじめとして数人の教師が駆かけ付けた。慶一郎にベルトを摑んでもらってやっと起き上がった霧島が、ここぞとばかりにダミ声を張はり上げる。


「騒ぎなどというもんじゃない。たったいま、私はあんたの生徒に殺されかけたんですぞ!?　まったく、信じられない凶きよう暴ぼうさだ！」


「そんなまさか……何があったの？」


　巴は半はん信しん半はん疑ぎの顔で沙羅に尋ねた。興奮して息を荒げている沙羅は答えず、教師たちが押しかけてきたことで気き後おくれしている他の生徒たちからも弁べん護ごの言葉は出てこない。


「警察を呼べ！　こいつを暴行の現行犯で逮たい捕ほするんだ!!　教きよう護ご院いんへぶち込んで……」


　霧島はその先をしゃべることができなかった。慶一郎の左手が首を摑み、喉のど笛ぶえに食い込ませた指で気管を塞ふさいだからである。


（このどうしようもないバカは、この場で始し末まつするしかないな）


　慶一郎は非ひ情じような決意を固めた。沙羅の振るった暴力など問題にならないくらいの桁けた外はずれのダメージを与えるしかない。


（とりあえず顎あごを砕くだく！）


　右の拳を握にぎりしめたまさにその時、誰かが慶一郎の右腕にしがみついてきた。ハッとして振り向いた慶一郎は、自分の腕にぶらさがっているのが他ならぬ万騎だと知って、愕がく然ぜんとした。


（泉谷……お前がなぜ止める!?）


　無言の問いかけに、万騎は険けわしい表情で左右に首を振ふる。単純に暴ぼう力りよくを否ひ定ていしているわけでもなさそうだった。


（お前なりの考えがあるというのか……？）


　慶一郎の表情を読み取ったらしく、万騎は顎を引いてうなずいた。今でこそ霧島と沙羅の問題になっているが、これは万騎が最初に始めた闘たたかいだった。その万騎が、ここはまだ慶一郎の出番ではないと訴うつたえているのだ。


　慶一郎の両腕から力が抜けた。解放された霧島は激しく咳せき込みながら上うわ目め遣づかいに慶一郎をにらむが、逆ににらみ返され、慌あわてて視線を外す。


「そ、そいつはナイフを所持してるぞ！　いきなり腕を切られたんだ。見ろ!!」


　霧島は切られた手首を見せたが、すでに血は止まっており、ちょっとした引ひっ搔かき傷きずにしか見えなかった。巴は疑わしそうに一いち瞥べつしただけで、沙羅の方に顔を戻す。


「事じ情じようを説明してくれるわね？　姫川さん」


「……あんたに話すことなんて何もないね」


　沙羅の口調は反抗的というよりは完全な拒きよ絶ぜつだった。


「どうせ聞く耳持たねえくせに、おためごかしもたいがいにしな。アホらしくてやってられるかよ！」


　吐き捨てるように言うと、沙羅は自分のリュックを摑んで出口の方に向かった。止めようとした教師の向こう脛ずねを蹴飛ばして怯ひるませ、その横を悠ゆう々ゆうと通り過ぎて教室を出ていく。


「姫川さん！」


　沙羅を追おうとする巴の前に万騎が立ちふさがった。


「事情は僕の口から説明します。姫川さんを追うのは後回しにしてください」


「でも泉谷君……」


「彼女の行きそうな場所ならご存ぞんじでしょう。それとも、状況がややこしくなった方が都つ合ごうがいいですか？」


　こんな言い方で尋たずねられては従したがわないわけにはいかなかった。それでも巴が無む能のうな教師とはっきり違っていたのは、沙羅にこだわらず、すぐに行動を起こしたことだった。


「霧島先生、まず保健室で手当てを受けてください。その後で泉谷君と一緒に職員室でお話を伺うかがいます。クラスのみんなは私たちが戻もどるまで教室で待たい機きしていてください。それまで神崎さん、お願いするわね」


「あ、はい！」


　クラス委員の唯がそう答え、腰を浮かしていた生徒も自分の席に戻ったが、その中で一人──美雪だけが逆ぎやくに席を立った。筆ひつ記き用よう具ぐを鞄かばんに収めて帰ろうとするのを、慶一郎は呼び止める。


「あの子を追いかけるのなら、こいつを持っていくといい」


　慶一郎が自分の携けい帯たい電でん話わを差し出すと、美雪は少し考えてから受け取った。


「ケリをつけたらすぐに俺も行くよ。何かあったら連絡をくれ」


「……うん」


　教室を出ていこうとする美雪に、万騎は横にどいて道を空あけてやった。もの言いたげな霧島を横目でにらみながら言う。


「何が問題なのか僕がはっきりさせてあげますよ。その解かい決けつ策さくもね」





　　　　三





「突きィィィ──ッ!!」


　道場に裂れつ帛ぱくの気合いが響ひびき渡わたった。


『御みつ剣るぎ』の名札を付けた白い剣けん道どう着ぎの選手が、自分より二回り以上身体の大きな黒くろ袴ばかまの対戦相手を体当たりで突き飛ばし、そこに神しん速そくの片かた手て突づきの一撃を見舞ったのである。最初の体当たりで体勢を崩くずされていた相手は、下から突き上げてくる竹刀しないを避よけきれずに食らい、防ぼう具ぐの面を吹っ飛ばされて尻しり餅もちをついた。


「もらったァ！」


　白袴の選手は倒れた相手にさらに突きを加えようとするが、剣先を横に弾はじかれ、返す刀かたなで脛すねの辺りを払われたため、それを避けて大きく後方に飛とび退のいた。


「これまで！　これまでだ、御剣！」


　黒袴の男──ヒゲダルマこと剣道部顧こ問もんの弥や永なが源げん太た郎ろうは、ブンブンと手を振ふって相手を制せいした。白袴の選手はまだやり足りないという様子だったが、一いち礼れいして壁かべ際ぎわに引き下がり、防具を外はずした。


「フウゥ……」


　大きく息を吐はき、頭に巻いていた手てぬ拭ぐいを取ると、くノ一のようなポニーテールがこぼれ出る。汗あせの珠たまの浮いた顔は目鼻立ちがはっきりしていて、可愛かわいいと言うよりは格かつ好こうよく、美少女と言うよりはハンサムと表現した方が似に合あっていた。


「弥永先生もずいぶんと体力が落ちましたね。ビールの飲みすぎじゃないんですか？」


　御剣涼りよう子こは大汗をかいて胸を上下させている弥永を見て、少し意い地じ悪わるく言った。涼子の方は汗はかいているものの呼吸は乱れていない。


「俺おれが鈍にぶくなったんじゃない。お前の動きが速はやくなっただけだ」


　弥永は憮ぶ然ぜんとしながらも真ま面じ目めに答える。


「しかし、お前とやってるといつの間にか剣道じゃなくなるんだからな……今の突きなんかは結けつ構こうヤバかったぞ!?　下へ手たに面の下に入っていたら喉のどを突き破っていたかもしれん」


「ただ今開発中の必殺技ですよ。必ず殺すと書いて必殺ですから」


　涼すずしい顔の涼子に、弥永は呆あきれた表情になる。


「お前なあ……顧問を殺す気か!?」


「可愛い生徒の手にかかるんなら本ほん望もうでしょう？」


「剣術なら鉄てつ斎さい先生のところでやれ。ここは高校の剣道部だ」


「あ～あ、お師し匠しようさまが顧問になってくれればいいのに」


「紹しよう介かい状じようを書いてやったんだから、わがままを言うな。とにかく休きゆう憩けいだ、休憩！」


　涼子は他の部員たちと連れ立って道場の表に出た。水道で顔を洗って一息ついていると、不意に背はい後ごに殺さつ気きを感じたので、反射的に濡ぬれた手拭を振り回しながら振り向く。


　ベシッ！


「痛いだぁぁ～ッ!!」


　手拭の一いち撃げきを顔面に受けて悲鳴を上げたのは、背後から忍び寄っていた草[image: ]静馬だった。静馬は打たれた顔を押さえ、少し半はん泣なきになりながら後ずさる。


「なっ、何じゃそのタオルは!?　鉛なまりでも入っとんのか！」


「タオルじゃないわ。これぞ伝でん家かの宝ほう刀とう、日本手拭よ」


　涼子は不敵に笑うと、手拭の両りよう端たんを持って広げて見せた。


「丸まる腰ごしと見て油ゆ断だんしたわね。水に濡らした手拭は、達たつ人じんが持てば骨をも砕く凶きよう器きに変わるのよ！」


「凶器はお前自身やろ……」


「なんですってえ？」


　他の部員たちは、すでに名めい物ぶつとなっている二人の口くち喧げん嘩かを遠巻きにして見物している。


「どうせヒマを持て余あまして、悪さしにやってきたんでしょ？」


「アホ！　オレはただ後ろを通りかかっただけや。罪もない通行人Ａやのに、この仕打ちはどういうことや!?」


「あんたの場合、校内をうろついてること自体が犯罪なのよ。通りすがりのフリして人のお尻しりでも触ろうとしてたに決まってるわ」


「勘かん違ちがいすんな！　袴の下にパンツはいてんのかどうか確かく認にんしようとしただけや」


「やっぱり図ず星ぼしじゃない！」


　再び涼子が濡れ手拭で殴りかかる。今度は静馬も見み切きって躱かわしたが、水みず飛沫しぶきを顔に浴あびてムッとした表情になった。


「だいたいねえ、南雲先生がいないからってダラダラしすぎよ！　少しは鍛たん練れんでもしたらどうなの？」


「ハッ、鍛練やと～？」


　静馬は意外にきれいなハンカチで顔を拭いながら、いかにも傲ごう慢まんに鼻で笑った。


「考えてみい、虎とらとか狼おおかみが鍛練するか？　このオレにはそんなもん必要あれへん。イメージトレーニングで十分や」


「あいつらケモノは基本的に実戦だからいいのよ。あんたなんて、放っとけばいつまでだってボーッとしてるくせに……金曜なんだから、さっさと池袋へ行ってケンカ百連戦でもこなしてきなさいよ」




[image: ]


「ザコばっか相手にしてもなあ……最近バイパーズも手て応ごたえのうなってもうて、正直おもろないねん」


　そう言うと、本物の虎のように鋭い犬けん歯しを剝むき出しにして生なまあくびをする。一人の生徒が校舎の方から駆けてきたのはその時だった。


「静馬さ～ん！　ニュースですよ、緊きん急きゆうニュース!!」


　息いき急せき切って走ってきた大作は、二人の目の前で急ブレーキをかけて横よこ滑すべりしながら止まった。


「どうした大作？　南雲がとうとう膀ぼう胱こう炎えんでくたばったんか？」


「そんな病気じゃなかなか死ねないでしょうけど……それより大変なんですよ！　昨日きのうのことなんですが、氷室ひむろさんが謎なぞの新チームに敗やぶれたそうなんです!!　派は手でにやられて入院したって……」


「なにィ!?」


　静馬は驚きよう愕がくしたが、その顔が驚きよりもむしろ喜よろこびの表情をしているのを、横にいる涼子は見み逃のがさなかった。





　　　　四





　四葉中の校長室に集まったのは、教師と生徒合わせて八人だった。


　校長と教頭以下、斎藤、生徒指導の早乙女、霧島、草[image: ]の六人の教師と、風紀委員の泉谷万騎、そして現場にいたということで参さん加かを希き望ぼうした慶一郎である。


　事情説明は最初から霧島と万騎の真まっ向こう対たい決けつの様よう相そうを呈ていしていた。鼻に血止めの脱だつ脂し綿めんを詰つめ、三さん角かく巾きんで右腕を肩から吊つった霧島は、左手でビニール袋に入った証しよう拠こ品ひんのナイフを掲かかげて声こわ高だかに訴うつたえる。


「これが姫川が私に投げつけたナイフです！　あの生徒が普段からナイフを持ち歩いていることは明あきらかで……」


「それが姫川さんの私し物ぶつであるという証しよう拠こは現在のところ何一つ見つかっていません」


　万騎が即そく座ざに口を挟はさんだ。


「加くわえて、彼女が投げたとする説には大いに疑わしい点があります」


「泉谷……貴き様さま、私の言うことにケチをつける気か!?」


「信しん憑ぴよう性せいが薄うすいと申し上げているんです。そもそも背中を向けていた霧島先生が前後の状況をご存ぞんじのはずがありません。無む用ような憶おく測そくより、まず事実関係を明らかにすることが先決でしょう」


「私は暴行を受けたんだぞ!?」


「先に手を出したのは霧島先生です。それに教師は生徒に手を触れないことが鉄てつ則そくです。お忘わすれですか？」


「そんなものは建たて前まえにすぎん！」


「霧島君、それは問題発言というものですよ」


　斎藤が穏おだやかな口く調ちようでたしなめた。


「泉谷君、ナイフを投げたのが姫川さんではないという理由を説明してもらえますか？」


「姫川さんの席は窓側の最さい後こう尾びです。そこから教きよう壇だんまでの距きよ離りは八メートル以上、しかしナイフの刃は黒板に約三センチもの深さで刺ささっていました。ナイフの重じゆう量りようからして、その距離から投げてそれほど深く刺さるとは考えにくいのです」


「……素人しろうとにそんなことが分かるものか」


　霧島が毒どくづくのを聞いて、慶一郎は手を上げた。


「それでは実験してみましょう」


「え？」


　前に歩み出た慶一郎は、霧島の手からビニール袋を取り上げた。ナイフを手に取り、刃を開いて重心の位置を確認すると、いきなり壁に向かって投げつける。


　カツッ！


　手首のスナップだけで投とうじられたナイフは時速一五〇キロを超こえ、扉とびらの横の壁に鋭い音とともに突き立った。


「ふむ……バランスが悪いな」


　慶一郎は冷静に呟つぶやくと、壁まで歩いていってナイフの刺さり具合を確認した。わずかに回転がかかったため少し斜ななめに刺さっている。深さは二センチ程てい度ど。


「なっ……南雲君、いきなり何の真ま似ねかね!?」


　玄人のナイフ投げの迫はく力りよくに度ど肝ぎもを抜かれた校長が慌てて問い質ただす。


「だから実験ですよ。このナイフははっきり言って大たい量りよう生せい産さん品ひんの安やす物ものです。開いた状態での重心の位置が悪いので投げナイフとしては使い物にはなりませんね。慣なれた者が投げても回転がついてまっすぐには飛びません。僕が投げた距離はせいぜい五メートルですが、これ以上離れると的まとに刺さる確かく率りつは三分の一以下に落ちるでしょう。ましてや三センチも食い込ませるのは不ふ可か能のうです」


　呆あつ気けに取られている教師たちに向かって淡たん々たんと説明しながら、慶一郎は壁からナイフを抜いてビニール袋に戻もどした。袋を手渡された万騎は自分の仕事を思い出したようにうなずく。


「貴き重ちようなご意見、ありがとうございます。これで先生方も、ナイフを投げたのが姫川さんではないことは納なつ得とくされたでしょう」


「じゃあいったい誰が投げたと言うんだ!?　そうだ、教きよう壇だんの前に座っている奴やつを呼んでこい」


「その必要はないと思います。僕の考えでは、このナイフは投げられた物ではありえません。誰もそれらしい動きをした生徒を見ていないんですから。生徒を疑うまでもなく、誰にも投げるところを見られず、黒板にナイフを三センチもの深さで突き立てることができた人物が、確実に一人だけいます」


「誰だそれは？」


　万騎が指差したのは、その問いを発した当人であった。


「霧島先生。あなたが自分で刺したんです」


「バ……バカを言うな！」


　いきなり容よう疑ぎ者しやに仕し立たて上げられた霧島は、唾つばを飛ばして抗こう議ぎした。


「わしが自分でやっただと!?　いい加か減げんなことを言うな！」


「いい加減ではありません。投げるのが不可能なら、手で持って突き刺したと考えた方が自然でしょう。それができたのは教壇に立っていた霧島先生をおいて他にはいません」


「どうしてわしがそんなことをしなければならん!?」


「目的は姫川さんを犯人に仕立て上げ、不利な立場に追い込むことです。霧島先生は以前から彼女を目の敵かたきにしていましたからね。状況証拠ならいくらでも用意できます」


　万騎の指し摘てきに霧島は絶ぜつ句くしたが、同どう僚りようの間から自分を弁護する意見が出てこないことに気付くと、校長の机に身を乗り出して訴えた。


「こ……こいつの言っていることはまったくのデタラメです！　根も葉もないでっち上げだ!!　信じてください。私はなにも……」


「まあまあ、落ち着きたまえよ。霧島君」


　校長が揉もみ手をしながらなだめる。四葉中の校長は少々皮のたるんだ初しよ老ろうの男で、置き物にしておくにはちょうどいいが、さしたる威い厳げんも愛あい嬌きようもない、小しよう心しんな恐きよう妻さい家かといった印象の人物だった。外そと面づらを気にするタイプだということは生はえ際ぎわのくっきりした頭髪から分かる。温おん厚こうそうだが見るからに優ゆう柔じゆう不ふ断だんで、思い切った英えい断だんは望めそうにない。この場をどうやって無ぶ難なんにまとめようかと思し案あんしている目つきだった。横に突っ立っている小こ太ぶとりの教頭も同様である。


「え～と……泉谷君だったね？　霧島君が自分でナイフを刺したという確かな証拠はあるのかね？」


「今のところありません。ですが犯人が姫川さんではないことは確かで、状況証拠から判断すると霧島先生本人を疑わざるを得えない、というのが現状です。このナイフの出所が分かれば、あるいは……」


「じゃあ今ははっきりとは分からないということだね？　だったら霧島君の狂きよう言げんだと決めつけるのも少し気が早いと思うのだがね……それに、そのナイフで直接誰だれかが怪け我がをしたというわけではないのだろう？　急いで結論を出すこともないじゃないか。その件は担任の草[image: ]君に任せるよ」


　当たり障さわりのない妥だ当とうな判断だった。しかし自分の嫌けん疑ぎが棚たな上あげされたとたんに、霧島は勢いきおいを取り戻して猛もう然ぜんと校長に詰つめ寄った。


「仮かりにナイフを投げたのが姫川でないとしましょう。ですが私が暴行を受けた事実に変わりはありません！」


「でも先に手を出したのは君の方だという話じゃないか」


「この腕を見てください！　私のは愛の鞭むちでしたが、奴のは暴力以外の何でもない!!」


　聞いて呆あきれる、とはまさにこのことだった。その場にいればどちらの側に非があるかは明らかである。万騎がナイフ事件の直前にあった出来事を一いつ切さい説明しようとしないため、霧島は忘れているか、なかったことにしているらしい。


（この厚こう顔がん無む恥ちはどこまでエスカレートするのかな？）


　慶一郎は自分の中で悪あく業ぎようカウンターの数値がどんどん加か算さんされていくのを感じながら、逆に楽しくなってきていた。


「とにかくあの姫川は日頃から反抗的な態度が目立つ生徒です。本人がいないのなら親を呼んで厳げん重じゆう注ちゆう意いせねば！」


「まあそれはそうだが……」


「そんなことでは示しめしがつきませんよ、校長！」


「……いいだろう。草[image: ]君、姫川という生徒の親おや御ごさんに電話をしてもらえるかね」


　そう言われた巴は見るからに困こん惑わくの顔つきになった。


「彼女のご両親はアメリカで、こちらには祖そ父ふがいらっしゃるだけなんですが……」


「だったらそいつを呼べばいいだろう!?　さっさと電話したらどうだ」


　霧島に居い丈たけ高だかにそう言われた巴は、唇くちびるを結んで無む言ごんで不満を表すと、応おう接せつセットにある電話を取った。そらで番号を押し、待つこと十数秒。


「……あ、姫川先生でいらっしゃいますか？　草[image: ]巴です。はい、それが──」


　巴が話そうとすると、霧島が校長の机の上の受話器を取って割わり込こんだ。


「私は四葉中の霧島という者だが、あんたが姫川沙羅のじいさんか？　まったく、あんたの孫まごはとんでもないことをしてくれたな……」


　勝かつ手てに話しはじめる霧島を見て、巴は受話器を持ったまま呆ぼう然ぜんとしていた。尊そん大だいな口調で話していた霧島は、不意に途と惑まどったように顔を強こわ張ばらせる。


「……は？　な、何ですと？」


　霧島の顔色が変わったのを見た慶一郎は、手を伸ばして電話のスピーカーボタンを押した。恐ろしくドスの利いた男の声が校長室に響く。


『……だからどうしたって訊きいてんだろうがよ!?　やいてめえ、年はいくつだ？』


「よ、四十八だが……」


『ケッ……五十にもならねえケツの青いガキんちょが、このオレに意い見けんたァいい度ど胸きようじゃねえか、ああん？　沙羅に肩ァ抜かれただと!?　大の大人が中学生にやられて泣きついてくんのか!?　てめえ、それでよくも人にものを教える教師だなんてほざいてられるな!!』


　伝でん法ぽうな口調でまくしたてられ、霧島は目を白黒させるだけで一言も反はん論ろんできなかった。


『そんなくだらねえことでいちいち電話してくんじゃねえ！　沙羅にしてやられるようなクズは、とっとと教師なんざやめちまえ』


「いや……しかし、その……」


『男のくせにうるせえ奴だな。これ以上ガタガタほざきやがるとブッ殺すぞ!!』


　ガンッ、と叩たたき付けるような音を最後に電話は切れた。


「……プッ」


　慶一郎は思わずふき出していた。あまりにストレートで痛つう快かいな物言いだったからである。居い心ごこ地ち悪わるそうにしている巴に尋ねてみる。


「今のが姫川さんのおじいさんですか？　なかなか面白い人ですね。先生とはお知り合いのようでしたが？」


「……ええ、古流武術の師し範はんなんです。警けい視し庁ちようで機き動どう隊たい員いん相あい手てに柔じゆう術じゆつを教えたりもしているんですが、なにしろあの性格ですから」


「女子中学生に肩を抜かれるなんて、確かに恥以外の何物でもありませんからね。そりゃあ叱しかられるのも無理はないでしょう」


　当てつけがましく言ってやると、霧島は乱らん暴ぼうに受話器を戻もどして慶一郎をにらんだ。


「だからと言って暴行の事実が消えると思ったら大間違いだぞ！　この責任は必ず取ってもらうからな……今の年寄りにも頭を下げさせてやる!!」


「それでは、あくまで姫川さんの罪を問うということですか？」


「当然だ。あんな不良を放っておいたら校内の風紀にかかわる！　なんなら警察沙ざ汰たにしてやってもいいんだぞ!!」


「おいおい、それは困るよ……」


　校長が間に入ろうとすると、万騎は諦あきらめたように言った。


「そうですか……それでは仕方がありませんね。風紀の問題を持ち出されては、僕も黙だまっているわけにはいきません。これをどうぞ」


　万騎は校長室に入ってきた時から持っている書類入れの中から、一枚の写真を取り出して霧島に差し出した。怪け訝げんな顔で写真を受け取った霧島は、そこに写っている物を見るなり顔がん面めん蒼そう白はくになった。


「うっ……こ……!?」


「どうしたんだね、霧島君？」


　校長が尋ねると、霧島は慌あわてて写真を両手で細こまかく引ひき裂さいてポケットにねじ込んだ。額ひたいに脂あぶら汗あせを浮うかべ、焦しよう点てんの定さだまらない目をして呟つぶやく。


「な……なんでもありませんよ。こんな物……」


「何枚でも破っていただいて結構ですよ。いくらでも焼やき増ましできますから。そしてこれが僕の報ほう告こく書しよです。どうぞご覧らん下ください」


　万騎は書類入れから五枚綴つづりのコピーを取り出し、霧島と早乙女を除のぞく全員に配くばった。


　それは興こう信しん所じよの調ちよう査さ報ほう告こく書しよによく似た書類で、一枚目に隠かくし撮どりと思われる写真があった。一目で霧島と判わかる中年の男が、十代半ばと思われる制服姿の少女とともにラブホテルに入ろうとしている場面がはっきりと写っている。


「その写真は先週の水曜──六月十九日の午後八時四十二分、豊島区某ぼう所しよにて撮影されたものです。報告文を読んでいただくまでもなくお判わかりでしょうが、これは買ばい春しゆん行こう為いです」


「……お、お前に何が判ると言うんだ!?」


「一いち部ぶ始し終じゆうすべて調べはついています。霧島先生が払はらった額がくから、使った避ひ妊にん具ぐのメーカーまで、全部ですよ。ここに写っている相手の少女にもインタビューしています。ここに彼女の証言を録ろく音おんしたテープもありますが、お聴ききになりますか？」


　決定的だった。これだけの証拠を押さえられてはもはや弁べん解かいの余よ地ちは残っていない。


「なんてこと……最悪だわ」


　報告書に目を通している巴が吐き捨てた。校長と教頭も互いに困こん惑わくした顔を見合わせる。慶一郎は問題の行為の直後のホテルの部屋の様子が詳しよう細さいに報告されているのを疑問に感じた。


「泉谷、これにある部屋の様子はお前が見てきたのか？」


「もちろん人に頼たのみました。僕には頼れる協力者がたくさんいるんです。これだけの情報を一人で集めるのは不可能ですからね」


「すると他にもこの事実を知っている者が大勢いるわけだな」


「そうです。もちろん口外しないように頼んではいますが……それとこれは未確認の情報ですが、以前、霧島先生は池袋で出会った姫川さんをこの中学の生徒と知らずにしつこく誘さそって殴られていますね？　彼女の方は覚えていないようですが、あなたはそれを根に持ち、だからこそ彼女を目の敵かたきにしていたのでしょう。違いますか？」


「困ったことをしてくれたねえ……霧島君」


　さしもの校長も深しん刻こくそうにぼやいた。完全に打ちのめされた霧島はうつむき、肩を震わせている。


「僕がこの事実を知っているということは、『水曜の夜』という言葉でそれとなくお知らせしたはずです。政治家を目め指ざした方なら、もう少し腹芸が通用しても良さそうなものですがね」


　万騎の言葉は痛つう烈れつで、一いつ片ぺんの憐あわれみさえなかった。霧島はギリギリと歯ぎしりしながらうめくように言う。


「……覚えていろよ、泉谷……貴様だけは絶対に許さんからな」


「いい加減にしてください！　少しは反はん省せいしたらどうなんですか!?」


　それまで苦い顔で黙っていた早乙女がたまらず口を開いた。


「やかましいわ！　貴様のような半人前の小僧は黙ってろ!!　世の中のことなど何も知らんくせに……何様のつもりだ!?」


「それはあなたのことでしょう。大きな口を叩くのは、本当にもういい加減にしていただきたいものですね。霧島先生」


　斎藤が穏おん和わだが巌がんとした口調で釘くぎを刺さした。


「あなたはそうやって大きな声を出して開き直ることで、これまで急きゆう場ばを切り抜けてきたつもりでしょうが……それはあなたの言い分が認められたということではなく、単に周囲の人間を呆あきれさせ、絶望させていただけだということに、そろそろお気付きになるべきですよ」


　古ふる株かぶの年長者の言葉に、校長は深く頷うなずいた。頃ころ合あいと見て万騎は進言する。


「姫川さんのことを不ふ問もんにするのであれば、この証拠を警察に提出することはありません。そうでなければ……」


「……何を言っているのか分からんね」


　校長は渡わたりに船ふねとばかりにとぼけた。


「姫川という生徒のことなど私は知らんよ。問題があったなどという報告は受けた覚えもない……そうだったよね？　教頭先生」


「え？　ああ……はい、もちろんですとも！」


　とても分かりやすい二人のやりとりに、慶一郎と斎藤は苦笑を浮かべる。


「しかし……霧島君の処分はどうしたものかねえ」


「それについては自分にいいアイデアがあります」


　慶一郎はサッと手を挙あげた。


「怪我か病気の長ちよう期き療りよう養ようを口こう実じつに、しばらく入院してもらうというのはどうでしょう？」


「なるほど、それはなかなか……」


「ふざけるなァァ!!」


　霧島は突とつ然ぜん吼ほえると、万騎に飛びかかってナイフの入ったビニール袋を奪うばい取った。袋を引き裂いてナイフを摑つかみ出した次の瞬間──霧島の眼前に巨大な影が躍おどり出た。


　ボギィッ!!


　三メートルの距離を神しん速そくの踏ふみ込みで瞬間移動した慶一郎は、霧島の顔面に渾こん身しんの鉄てつ拳けんを叩き込んだ。


「ぺぎゅるっ!?」


　地球の生物が発したとは思えない悲ひ鳴めいとともに、霧島は壁まで吹っ飛んだ。壁に激げき突とつして戻ってきたところを蹴り返し、続け様にほとんど無数とも言える拳の連打ラツシユを叩き込む。


　棒立ちになったままの霧島の身体を壁に塗り込めるように左右合わせて百発近い拳を浴あびせると、仕し上あげに丸まる太たのような回し蹴りを食らわせた。霧島は華か麗れいに宙ちゆうを舞まい、校長の机の上に仰向けに着ちやく地ちする。


　わずか五秒足らずの出来事であった。


　制止するどころか、指一本動かせた者すらその場にはいなかった。突とつ如じよ巻き起こった竜たつ巻まきのごときバイオレンスの嵐の前に、誰もがただ呆然と立ち尽つくすしかなかったのである。


「これで六カ月というところですが、いかがでしょう？」


　慶一郎がにこやかに尋ねると、金かな縛しばりが解けた校長は慌てて立ち上がろうとして椅い子すから転げ落ちた。霧島の血みどろの顔面は倍以上に膨ふくれ上がり、もはや原げん型けいを留とどめぬほどに破は壊かいし尽つくされている。全治六カ月どころか息があるのかどうかさえ怪しかった。


「なんなら、もう少しやっときますか？」


　そう言いながら、慶一郎は霧島の足首を摑んで軽くひねった。関節の砕くだける音が響いたかと思うと、霧島は身体を弓なりに反そらせて口から真っ赤な霧きりのような血ち煙けむりを吐き出す。


「い……いや、もういい！　もういいです、はい～！」


　校長は教頭と抱き合いながら半泣きになって答えた。さっきまでただの教師だと思っていた男が、実は人食い虎とたいして違わないことに気付いて心底震ふるえ上がっているのだ。


（──気分次第であんたもやる）


　校長に向けられた慶一郎の目は確かにそう語っていた。


「歳を取ると身体が固くなりますから、ちょっと階段から足を踏み外しただけでも、思わぬ大怪我になったりするものですよね」


「へ!?　そ……そうそう、そうだね！　気を付けないとねェ!!」


　校長の必死の相あい槌づちに、慶一郎はニッと太い笑みを浮かべた。


「それでは僕は用事がありますので、これで失礼します」


　そう爽さわやかに言って、慶一郎は意い気き揚よう々ようと校長室を後にした。










　第二十二話　闇の翼のジークフリート







〈六月二十八日──追記〉





　男が男として生きるために、どうしても必要にして不ふ可か欠けつな物が二つある。


　一つは、人生を懸かけて追い求める目標──つまり〈夢〉だ。


　もう一つは、自分と同じ価か値ち観かんを持ち、鏡のように自分の力と進むべき方向を確認させてくれる等とう価かの存そん在ざい──すなわち〈友〉である。


　この〈友〉とは仲間を指さしているわけではなく、自分と等しい力を持つ者であることが条件だ。いわゆる〈好敵手ライバル〉と呼ばれる存在がそれに当たる。


　この二つが揃そろって初めて、男はようやく自じ己こを確立し、生き方を定さだめることができるのだ。逆に〈夢〉も〈友〉も持たぬ男は、自分の価値や生きる意味さえ見いだすことができない。言い方を換えれば、この二つを得えるために男は命を燃やして生きるのかもしれない──
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　バタバタバタ……バンッ！


　無ぶ遠えん慮りよな足音が廊ろう下かを駆かけ抜ぬけたかと思うと、ノックもなしにいきなりドアが開いた。


「おいこらボケェ！　生きとるか!?」


　要かなめ町ちようの総合病院の一室──威い勢せいよく飛び込んできた静馬は、病室内の様よう子すを見るなり、石せき化かしたように硬こう直ちよくした。


「ったく、もう……ガキじゃあるまいし、病院の中は静かにしなさいよね」


　続いて入ってきた涼子、そして大作までもが、静馬と同様に瞬しゆん間かん的てきに固かたまった。三人の視線は一台だけあるベッドの上に釘くぎ付づけになっていた。


　個室には二人の人物がいた。一人は入院患かん者じやである氷室那智。もう一人は、三人に先んじて見み舞まいに来ていたらしい結城ひとみだった。こちらも突とつ然ぜんの来らい訪ほう者しやに驚いて、ひとみは爪つま楊枝ようじに刺さしたリンゴを那智に差し出したまま、ベッドに上半身を起こしている那智の方は口を半開きにしたままで固まっている。


　気まずい沈ちん黙もくの時が流れた。


「……お、お邪じや魔ましました～」




[image: ]


　涼子と大作は二人がかりで静馬の背中を押してドアから出ていく。


　そして数秒後──ノックの音がした。


「ど……どうぞ」


　那智が答えると、三人はあらためて病室に入ってきた。大作はいつもの無む邪じや気きな笑顔で、涼子は少しひきつり気ぎ味みに、そして静馬はあからさまに不ふ機き嫌げんな顔で二人を眺ながめる。ひとみはさっきより一メートルほど椅い子すを離はなして座すわっていた。


「お前ら……人がせっかく見舞いにきたったのに、いきなり新しん婚こん気き分ぶんか？」


「だ、誰が新婚気分だ？　僕は怪け我が人にんだぞ」


　頭と腕うでに包ほう帯たいを巻き、パジャマの胸から湿布しつぷをのぞかせている那智は、そう抗こう議ぎするなりウッとうめいて、ベッドに倒れ込んだ。慌あわててひとみが介かい抱ほうするが、静馬と大作は胡う散さん臭くさい顔を見合わせる。


「な～んかわざとらしいわ。信用できん」


「見るからに元気一杯って感じですよね」


「帰ろか？　アホらしいわ」


「ですね」


「ま、待て……僕の話を聞きにきたんじゃないのか？」


　那智は震ふるえる手を伸ばし、無む情じようにも回れ右して帰ろうとしている二人を呼び止めた。


「これ見よがしに包帯を巻いた人が何か言ってますけど」


「幸しあわせそうな奴の話、聞いてもなあ……」


　とことん意い地じの悪い二人の態たい度どを見かねて涼子が言う。


「いくらもてないからって、男の嫉しつ妬とはみっともないわよ。早いとこ聞くこと聞いてさっさと引き上げるのがマナーってもんじゃない」


「だから違うと言ってるのに……」


　ラブラブ疑ぎ惑わくを否ひ定ていしようにも、那智にはこの三人を相手にするだけの体力はなかった。那智が力尽つきたように横になると、静馬もさすがに気がひけたのかベッドの側に寄ってきた。


「フン……まあええわ。何か言い残しとくことがあったら聞いたるさかい、さっさと言え」


「もうすぐ死ぬみたいに言うな。ただの打ち身だ……ちょっと高いところから落ちたんでね」


「落ちた？　新しいチームと闘って怪我したんとちゃうんか!?」


「そうなんだが……最後に何があったのかよく覚おぼえていないんだ。投げ飛ばされたような感じで身体が宙に浮いて……気が付いたらベッドの上だった。受うけ身みを取ったらしくて骨に異い状じようはないんだが、ちょっと脇わき腹ばらが痛いな。検けん査さ入院だからすぐに出られるよ」


「で？　相手はどんな奴やった!?」


　最初から那智の容よう体だいなど興味がないという静馬の物言いに、那智は少しほろ苦い笑みを浮かべた。


「相手は三人のチームだが、僕が闘ったのは二人だ。残る一人は女だから頭数に入れなくてもいいかも知れないが……とにかく、あれは今までのバイパーズとは別べつ物ものだったよ。むしろ草[image: ]、お前と同じタイプの連中だ」


「オレと同じ……？」


「要するにバカってことね」


「違うやろ!?」


　涼子の横よこ槍やりに静馬は横目でにらみつけるが、那智は否定しなかった。


「それもあながち間ま違ちがってはいないな。少なくとも一人目は草[image: ]と同じ、闘いが好きで好きでたまらないというタイプだったよ。身長二メートルを超える大男で、殴なぐろうが蹴けろうが屁へでもないという顔で向かってくる、化物ばけものなみに頑がん丈じようで大おお雑ざつ把ぱな奴だ。まるで鉄の塊かたまりを相手にしているような気分になる……」


　それを聞いた大作が顔色を変えた。


「二メートルの大男……ですか？　ヒーローのお面めんは？」


「例の怪人とは別人だよ。見たところ高校生だったからね」


「もう一人の方はどんなんや？」


「二人目の男は……」


　那智は天てん井じようをにらんだまま少し考えていたが、やがて溜ため息を吐ついて自じ嘲ちよう気味に笑った。


「どんな奴かと訊きかれても一口には答えられないよ。摑つかみどころがないと言うか、別の次元にいると言うか……とにかく圧あつ倒とう的てきな実力差があったことは確かだ。今の僕のレベルではとても推おし測はかれない相手だった……それだけは認めざるを得ないな」


「で？　結論から言うと、このバカとどっちが強いわけ？」


　涼子の質問は核かく心しんをついていた。那智は固い表情の静馬に目を向けながら答える。


「さあね……どちらが強いかなんて、勝しよう負ぶしてみれば分かることさ。わざわざ見舞いにきたのは事じ前ぜんに情報を仕し入いれるためだろう？」


「まあ、そういうこっちゃ」


「だったら僕に言えるのは一つだけだ。油ゆ断だんは禁きん物もつだ……とね」


「ハッ、上等や！」


　静馬は発達した犬歯を剝むき出しにして野性的な笑みを浮かべた。


「〈ペインキラーズ〉の氷室那智にそこまで言わす連中や、たっぷり楽しめそうやな。お前はそこでおとなしゅう寝とれ。そいつらはこのオレが倒す!!」


　そう宣せん言げんするなり、静馬は弾だん丸がんのように病室を飛び出していった。大作が慌ててその後を追う。


「病院だから静かにしろって言ってるのに……悪いわね、騒そう々ぞうしくて」


「相あい部べ屋やじゃなくてよかったわ」


　ひとみがドアの外まで涼子を送った。涼子は冷ひやかすようにひとみに耳打ちする。


「どうしたの。やけに素す早ばやいじゃない？」


「実を言うと昨日きのう、氷室さんと一いつ緒しよだったのよ。例の三人組とも会ったわ」


「へえ……どんな連中だった？」


「片手で人を十メートルも放り投げるような人よ。氷室さんはああ言ってたけど、草[image: ]君でも危ないかも……」


「見物する側としては、それくらいの相手じゃないと面白くないわね。最近、あいつも自分の立場を忘れて天てん狗ぐになってることだし」


　涼子は軽くウインクすると、ひとみの肩を叩いて耳打ちする。


「その連中のことは静馬に任まかせて、この際さいたっぷりと恩おんを売っときなさいよ。チャンスなんだから」


「迷めい惑わくじゃなければいいんだけど」


「そんな台詞せりふ吐はくようなら、あたしが本格的に入院させてやるわよ」


「うふふ……ありがと」


　ひとみは少し困ったような、しかしまんざらでもない風に微笑ほほえんだ。


（丸聞こえなんだけどな～……）


　ベッドの上の那智は、心の中でそう呟つぶやきながら冷ひや汗あせをかいていた。
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「待ってください、南雲先輩!!」


　校長室を出た慶一郎は、すぐにその声に呼び止められた。足を止めると、追ってきた早乙女教きよう諭ゆが慶一郎の目の前に回り、いきなり廊下に土ど下げ座ざした。


「……何の真ま似ねですか？　早乙女先生」


「そんな丁てい寧ねい語ごを使って、普ふ通つうの教師のフリをするのはもうやめてください！」


　胸に溜たまったものを吐き出すような激はげしい訴うつたえだった。遅れて廊下に出てきた万騎と巴、斎藤の三人は、早乙女の豹ひよう変へんぶりに驚いて立ち尽くす。


「自分は先輩を見み損そこなっていました！　十数年振りに戻ってきたと思ったら、スーツなんか着き込こんじゃって、一いつ般ぱん人じんと変わらない顔をしているんですからね……しかしさっきの暴あばれっぷりを目まの当りにして、自分が勘かん違ちがいしていたことをはっきりと悟さとりました！　あなたは確かに俺おれの憧あこがれた南雲先輩その人だ!!　昔と何も変わっちゃいない……いや、それどころか、もっと大きな漢おとこになって帰ってきてくれたんですね！」


「別にお前のために帰ってきたわけじゃないんだがな……」


　早乙女の涙なみだながらの告こく白はくを聞いて、慶一郎は尻しりのかゆくなる思いだった。早乙女蔵くろう人どがかつての後輩の一人だということはおぼろげに覚えていたし、研けん修しゆうの間、早乙女がときおり遠くから責せめるような視し線せんを自分に向けていたことにも気付いていたが、あえて問題視せずに放ほおっておいたのだ。その早乙女が自分に対してこんな感情を抱いだいていたとは思いもよらぬことだった。


「分かったから、とりあえず土下座はやめてくれないか。俺にはまだ用よう事じが残ってるんだ」


「その前に、南雲先輩にお願いがあります。自分を……自分を殴ってください！」


「殴る理由がないな」


「理由ならあります。自分は泉谷のレポートを読み、事前に霧島の悪あく業ぎようを知っていながら何もできませんでした！　先輩のお手をわずらわせたのは、ひとえに自分の不ふ徳とくのいたすところ!!」


「俺は自分の流りゆう儀ぎを通しただけだ。お前が謝あやまることはない」


「それでは自分を許ゆるせません……どうかお願いします！」


　早乙女は廊下に額ひたいをこすりつけて懇こん願がんした。慶一郎は三人の方に振ふり向いて声を掛ける。


「おい、泉谷。ひとつ尋たずねたいんだが……こいつはお前の評ひよう価かではどんな教師だ？　忌き憚たんのないところを教えてくれ」


「そうですね……基本的には善ぜん良りようなのですが、気が弱く腰こしが据すわっていないので思い切ったことができません。権けん威いにはめっぽう弱く、長いものにはつい巻まかれてしまいがちです。一いち応おう熱ねつ意いはあるらしいのですが、それが行動に結むすびつかないので、結局はいいことも悪いこともできないタイプ──つまりは毒どくにも薬くすりにもならない教師ですね」


　手て加か減げん一いつ切さいなしの万騎の激げき辛から評価に、横にいた巴は恐れをなして思わず一歩後ずさっていた。慶一郎は納なつ得とくして頷うなずき、


「要するに普通の教師ということだな……だが、自分の保ほ身しんを第一に考えるのは人間として当とう然ぜんのことだ。それだけでは悪とは言えん」


「そ……そんな物分かりのいいことは言わんでください！　正しいと信じたことのためなら何があろうと身を退ひかない──そんな先輩の生き方に憧れ、自分もそんな人間になりたいと思っていましたが、現実にはこの有あり様さまです!!　いつの間にか、目の前の悪も見て見ぬフリをしてしまう、ただの一般人に成なり下さがっていたんです。こんな俺の腐くさりきった根こん性じようをどうか叩き直してください！　お願いします!!」


　早乙女の叫さけびはフロア中に響ひびいた。通りすがりの生徒たちが足を止めて、いまどき珍めずらしい人間模様もようを興味深げに眺めている。


「……いいだろう」


　慶一郎は似に合あわないメガネを取り、ズボンのポケットに入れた。


「だったらまず、俺を殴れ」


「え!?」


　早乙女がハッと顔を上げる。しかし慶一郎の顔は本気だった。


「根性はともかく、身体の方は鍛きたえているようじゃないか。お前の気き合あいがどれほどのものか確かめてやる。遠えん慮りよせずに思いきり打ってこい」


「い、いやしかし……」


「やれと言っている！」


　一いつ喝かつされると、早乙女は弾はじかれたように立ち上がり、途と惑まどった表情のまま両手を顔の高さに構えた。オーソドックスな空手の構かまえから、気合いととも正せい拳けんを放はなつ。


「せいっ！」


　早乙女の拳こぶしが分ぶ厚あつい胸むな板いたに突き込まれたが、慶一郎の身体は微び動どうだにしなかった。


「……何だ、それは？」


「は？」


「そんなヘナチョコパンチで何を倒すつもりだ!?　男なら拳に魂たましいを充じゆう電でんしろ！　全力で打て!!」


「は……はい！」


　早乙女は一歩さがると、腰を落として呼こ吸きゆうを整え、十分に気合いを乗せた渾こん身しんの一撃を放った。


「でやあああっ！」


　ゴキッ。


　早乙女の拳は、気き功こう法ほうにより鋼こう鉄てつの装そう甲こうと化した胸板にぶつかり、鈍にぶい音をたてて砕くだけた。折おれた手首を押さえて痛がる早乙女の目の前に、慶一郎は自分の拳を突きつける。


「お前の気持ちはよく分かった……だが、まだまだ気合いが足りんようだな！　約やく束そく通どおり、望のぞみのものをくれてやる!!」


　慶一郎の正拳突きが早乙女の顔がん面めんを直ちよく撃げきした。早乙女の身体は五メートル近くも吹っ飛び、遠巻きに見物している生徒たちの足元まで転ころがった。歯や骨を砕くような殴り方ではないが、手加減なしの一発だった。


「うぐっ……」


　早乙女は鼻からボタボタと血を流しながら立ち上がると、激げき痛つうとは裏うら腹はらに喜よろこびに満ちた澄すんだ目を慶一郎に向けた。


「あ、ありがとう……ございましたァ！」


　早乙女は深ふか々ぶかと一礼し、そのまま前のめりに倒たおれて気き絶ぜつした。慶一郎は啞あ然ぜんとしている巴に言う。


「こいつを保健室に運んでやってください。俺は美雪ちゃんを追いかけますから」


「え？　あの、でも……」


「頼たのみましたよ。じゃあ」


　慶一郎は廊下の窓を開けると、窓まど枠わくの上に両手をかけ、忍にん者じやのような身のこなしですり抜けて外へ出ていった。





　　　　☆





　数分後。万騎と巴が二年Ｃ組の教室に戻ると、おとなしく居い残のこっていた生徒たちの不安な顔が出で迎むかえた。クラスを代表して唯が発はつ言げんする。


「あれからクラスのみんなで話し合ったんですけど、黒板に刺さったナイフについては誰も知らないということなんです。もちろん姫川さんが犯人じゃないことははっきりしています。ですから……」


「その件については問題なくきれいに片かた付づいたよ」


　どう話したものか迷っている巴に代わって万騎が答えた。


「姫川さんの容よう疑ぎも晴はれたし、霧島先生も自分の非を認めて謝しや罪ざいし、教育方針を改あらためると快く約束してくれたよ。先生は会議中に糖とう尿によう病びようの発ほつ作さで意識を失うしなってさっき救急車で運ばれていったけど、心配するほどのことじゃないそうだ。でも場合によっては一週間ほど入院するかも知れない……そういう話でしたよね？」


「え!?　ええ……そう言ってたわね」


　いきなり同どう意いを求められた巴は、反射的にそう相あい槌づちを打ちながら、煙けむに巻かれた気分になっていた。教室にくるまでに考えていたのだろうが、もっともらしい噓うそをスラスラと並ならべ、さらには担任にその片かた棒ぼうを担かつがせてしまう万騎の機き転てんは末すえ恐おそろしいと言う以外にない。とはいえ真実を話すわけにもいかないので、ありがたい噓には違いなかった。


「そういうわけだから、みんなはもう帰っていいわ。それと……」


「待ってください先生。一方的に犯人扱あつかいされた姫川さんはどうなるんですか？　霧島先生が入院されたからって、彼女を傷つけたことを謝りもしないで、うやむやにしてしまうつもりじゃないでしょうね？」


　唯の発言は幼おさな馴な染じみの万騎に負けず劣おとらず手て厳きびしかった。生徒たちが唯に任せているような雰ふん囲い気きがあるところを見ると、その意見はクラスの総そう意いでもあるらしい。


「彼女には私から話をして……」


「これから僕と先生とで姫川さんを捜さがしに行くんだ。本人に会ってちゃんと事情を説明するから安心してくれ」


　一言の相談もなくすでに決まったことのように発表されても、巴は立たち場ば上じようそれを指し摘てきできなかった。万騎の言葉の方がはるかに説せつ得とく力りよくがあり、逆に自分が口に出す言葉はどれも薄うすっぺらいおためごかしに聞こえた。


「じゃあクラスの代表として神崎さん、一緒に来てくれるかい？　君の力が必要になると思うんだ。他のみんなは今日のところは帰ってくれ。姫川さんの行き先からして、ここに戻もどってくるには時間がかかるだろうからね」


　そう聞いてすぐに納得したらしく、生徒たちは帰り支じ度たくを始めた。おそらく教師がまったく同じことを言ったとしても、これほど素す直なおには受け取らないだろうと巴は漠ばく然ぜんと思った。


「じゃあ草[image: ]先生、車を出していただけますか？」


「それは構かまわないけど……どこへ行くつもり？」


「そんなことをいちいち説明されてるようじゃ担任失しつ格かくですよ」


　万騎に叱しかられて、巴は自分の頭の働きがすっかり鈍にぶっていることを自じ覚かくした。生徒にお伺いを立てるようでは確かに担任失格である。


「姫川さんの行き先……そうか、池いけ袋ぶくろね？」


「ご名めい答とう」


　万騎はようやく我わが意いを得えたりという顔になった。





　　　　三





　高たか島しま平だいら発池袋行きのバスが終しゆう点てんに止まり、美雪は池袋西口公園に降おり立った。ちょうど学校帰りの学生が多い時間帯で、公園には制服姿の中高生がそこかしこにたむろしている。


　途と方ほうに暮くれたように立たち尽つくしていた美雪が、ようやく行き先を定めて歩き出そうとした時、携けい帯たい電でん話わの呼び出し音が鳴なった。使い方を知らないのか、美雪は鞄かばんから取り出した携帯をしばらくじっと見つめていたが、やがて赤く点てん滅めつしている受じゆ信しんボタンを押した。


「……はい、鬼塚です」


『いよう、お嬢じようちゃん。何か知りたいことはないかな？　お兄さんがどんな疑問にもバッチリお答えしちゃうからね～！』


　携帯から聞こえてきたのは聞き覚えのない男の声だった。


「どちら様でしょうか？」


『あら、意い外がいと淡たん泊ぱくなのね……まあいいけど。おっと、間違い電話じゃないから切っちゃダメだぜ。こいつは他じゃ絶対聞けない、とびきり耳みみ寄よりな情報をお伝つたえする幸こう運うんのテレホン・サービスなんだから』


　言われた通り切らないでいると、男は一方的に話を進めた。


『お友達を捜しているんだろ？　いま君はかなり近いところにいるが、このままじゃ会うことはできない。〈星ほし詠よみ〉の──占うらないの本を持っているね？』


　どうして知っているのかとは尋ねず、美雪はいつも鞄の中に入れて持ち歩いている革かわ表びよう紙しの本を取り出した。


『その表紙にくっついているメダルは、左に三十八度回すと取り外はずせるようになっている。ペンダントとして使えるように裏うらに革かわ紐ひもがつながっているはずだ』


　言われるままにメダルを回すと、カチリと音がして表紙から外れた。裏側には方ほう位い磁じ石しやくを思わせる矢や印じるしの彫ちよう刻こくが施ほどこされ、首にかけるのにちょうどいい長さの革紐が付いている。


『取ったかい？　じゃあそれを右手から下げて、友達のことを心に強く想おもうんだ。そうすればメダルが行くべき方向を指さし示しめしてくれる』


　美雪は革紐を摑んで目の前にメダルをぶら下げた。くるくると回転していたメダルは、すぐに矢印を東に向けて止まった。


『その方ほう角がくに歩いていくと、やがて〈黒い鳥〉と出会うはずだ。そいつの知りたいことを教えてやれば、お友達のところへ連つれていってくれるだろう』


「黒い……鳥？」


『紅あかい目をした鳥だ。いいかい、忘れるなよ。白い頭と紅い……』


　ピーッとアラーム音が鳴って通つう話わが途と切ぎれた。液えき晶しようの表ひよう示じ画が面めんにバッテリー切れのサインが出ている。さっさと諦あきらめて携帯をしまうと、美雪は右手を前に差し出し、ぶら下がったメダルの指し示す方角に向かって歩き出した。


　公園を歩いている通行人を無む視ししてまっすぐ進む美雪は、噴ふん水すいの脇わきでたむろしていた数人の少年たちの真ん中を堂どう々どうと突つっ切きった。


「おいおい……何だよ？」


　高校を中ちゆう退たいしてブラブラしている遊び人といった風ふう体ていの少年たちは、自分たちの存在を完全に無視した美雪の行動に啞然となった。地べたに座っていた少年は、投げ出した足を美雪に跨またいでいかれて、さすがに気分を害したようだった。


「おい、ちょっと待てよ！」


　声を掛けるが、ダウジングに集中している美雪は立ち止まらない。バカにされたと感じた少年たちは互いに目め配くばせすると、立ち上がって追いかけた。脇わき目めも振ふらずに歩いている美雪を左右から挟はさみ込こむようにして囲かこむが、本人は周囲が暗くなった程てい度どにしか思っていないらしく、足を止とめる気け配はいはない。


「知ってて無む視ししてんのか、それとも本当に見えてねえのか……どっちだと思う？」


　いざ囲んではみたものの、美雪の無む反はん応のうぶりが薄うす気き味み悪わるくなった少年たちは、手を出しかねてグルーピーよろしくついていく。一人が美雪の顔をよく見てやろうと前に回るが、後ろ向きに歩きながら下から覗のぞき込もうとして、立っていた男に尻しりからぶつかった。


「あ、すいません」


　反射的に謝あやまった少年は、ぶつかった相手の風ふう体ていを見て気け圧おされたように後ずさる。


　全身黒づくめの男だった。夏だというのにカラスの羽は根ねのような漆しつ黒こくのインバネスを羽は織おり、陽ひ射ざしを避けるようにフードを被かぶっている。パンツは黒光りするレザーで、革かわ靴ぐつも黒だった。ひどく暑そうなスタイルだが、奇き妙みようなことに男の周囲だけは涼すずしげな空気が漂ただよっていた。


「……何だ、貴き様さまらは？」


　男は振り向いて少年たちを見た。ミラー仕し様ようのオーバーグラスが顔の半分を隠しているが、フードの下から覗く肌はだは色しき素そが抜ぬけ切ったように白く、髪も銀色に近い白だった。


「あら、どうしたのよ。刹羅？」


　男の連れらしい二人の男女が少年たちに気付いた。派は手でなボンデージルックに身を包んだ大おお柄がらな女と、短く刈かった髪をドイツの国旗の色で迷めい彩さい風ふうに染そめた大男である。大男の方は地面にウンコ座ずわりして、椅い子す代がわりに女の尻に敷しかれている。強きよう烈れつなインパクトを持つトリオを前にして、少年たちは何をどう対たい処しよしていいか分からず立ちすくんだ。


　美雪はその状じよう況きようにも気付かないかのように前進し、刹羅の目の前で立ち止まると、右に方ほう向こう転てん換かんした。そのまま直ちよく進しんするかと思いきや、三人の周囲をぐるりと回って再び刹羅の前に戻ってくる。


「なあに、この子？　知り合い？」


「……知らん」


　美雪は視線を上げて刹羅の顔を見た。大男がヒュウと口くち笛ぶえを鳴らす。


「ほえ～、どこぞのはねっ返りとは違って可愛かわいらしいじゃないの」


「もういっぺん言ってみな！」


　女がドイツカラーの頭に肘ひじ打うちを食らわせるが、大男はさして痛そうな顔もせずにニヤけた笑みを浮かべる。


「あなたが……黒い鳥？」


　美雪の口から出た問いに、じゃれていた二人は急に顔を強こわばらせた。刹羅はオーバーグラスを取って素す顔がおをさらし、ルビーのような紅あかい瞳ひとみを美雪に向けた。黒手袋をはめた手を伸のばすと、美雪の華きや著しやな顎あごを摑つかんで顔を上向かせる。


「……だとしたら、どうする？」


「私、友達を捜さがしているの。あなたの知りたいことを教えて」


　どう考えても文ぶん脈みやくのつながらない二つのセンテンスからなる美雪の台詞せりふに、刹羅の仲間の二人は理解不能の顔つきになった。


「知りたいことって……なあ？」


「あたしらが知りたいことって言えば、アレしかないわね」


「だよな～」


　刹羅はそこはかとなく嫌いやそうな顔を見せたが、二人は承しよう知ちしなかった。


「ほら、いいからその子に聞いてみろって！」


「そーよ。あたしもう歩くのヤだからね」


「やれやれだな……」


　溜ため息いきとともにそう呟つぶやくと、刹羅は美雪に尋たずねた。


「サンシャインへはどうやって行けばいい？　案内してもらえるとありがたいのだが」


　バイパーズチームのニューカマー〈ナイツ・オブ・ゴールド〉は、昨日に続いて迷まい子ごになっていた。





　一方その頃。


「ええい、何な故ぜつながらん!?」


　慶一郎は叩たたき付けるようにして受じゆ話わ器きを戻した。


　鬼塚家の廊ろう下かである。ジープを取るついでに普ふ段だん着ぎに着替えるためにいったん家に戻ってきたのだが、いざ出発という段になって、美雪に持たせた携けい帯たいに何度かけても連結が取れないという事実に直ちよく面めんして青ざめていた。


「予想外の事じ態たいだ……まさか美雪ちゃんの身に何か!?」


　慶一郎はバッテリー切れという自分の不ふ手て際ぎわが原げん因いんだとも知らずに、勝かつ手てな想像をして不安になった。再ふたたび受話器を取ると、さっきとは別の番号を押す。今度はすぐに相手が出た。


『……はい、大作です』


「神矢か？　こちらは南雲だ。いきなりで悪いが、お前は今どこにいる!?」


『あれ、南雲先生ですか？　こっちは池袋ですけど……どうかしましたか？』


「例の姫川沙羅って子を捜してるんだが、心当たりはないか？」


『それは、まあ……で、見付けたらどうすればいいんですか？』


「捕つかまえといてくれ」


『分かりました。それじゃあ、え～っと……』


　何かゴソゴソという音がした後、すぐに大作が答える。


『──はい、捕まえましたけど』


「なに～っ!?」


『この子捕まえると賞しよう金きんでも出るんですか？　バイト代を上げてくれるとうれしいな……って、あいたたたっ！』


　携帯を落としたらしいガチャンという音に続き、人が争あらそう物音が遠くに聞こえた。沙羅の抵てい抗こうにあっているらしいことは推すい測そくするまでもなかった。ようやく戻もどってきた大作は少し息を切らしながら、


『いや～、すいません。逃げられちゃいました』


「バカモノ～！」


『そもそも凶きよう暴ぼうな生き物なんですから無む理り言わないでくださいよ。まあ、逃げられたところでどうせサンシャイン周しゆう辺へんにいるはずですから、すぐに見つかりますよ。今日はビッグイベントがありますからね。あの子も絶対見物にきます』


「ビッグイベント？　バイパーズのか？」


『ええ。なんでも滅めつ法ぽう強い新チームが現あらわれたそうで、静馬さんが久ひさ々びさに張り切ってますよ。トトカルチョで一ひと儲もうけしようと企たくらんでるところなんですが、南雲先生も一口いかがです？』


「面おも白しろそうだが、そうも言っておられん。美雪ちゃんがその沙羅って子を捜しにそっちへ行ってるはずなんだ。見付けたら保ほ護ごしといてくれ」


『美雪ちゃんがですか？　それはちょっと心配ですね……分かりました。じゃあ〈ブラガ〉にも頼たのんでおきますよ。それじゃ』


「ブラガ……!?　何だそれは？」


　その問いは届とどかなかったらしく、向こうから通話が切れた。慶一郎は腕時計に目をやり、かけ直している余よ裕ゆうはないと判はん断だんして受話器を置いた。裏うら口ぐちを出て車しや庫こに向かう途中、庭木に水をやっている作さ務む衣え姿すがたの鉄てつ斎さいを見かけて声を掛かける。


「美雪ちゃんを捜しに池袋へ行ってきます。帰りが遅くなるかも知れませんから、夕食は先に済すませてください」


「支し度たくはしてあるのか？」


　そう言われて慶一郎はハタと気付いた。


「何も用意してませんでした……すいませんが、とりあえずメシを炊たいておいてもらえますか？　いつもより少し多めでお願いします」


「承しよう知ちした」


　短く答えると、鉄斎は背を向けて水やりを続ける。美雪のことをあれこれ訊きこうとしないのは信しん頼らいの証あかしだった。


「じゃあ……行ってきます！」


　駆かけ出す慶一郎の口元には、自然と太い笑みが浮かんでいた。





　　　　四





　午後六時──


　サンシャインシティに隣りん接せつする池袋中央公園は、かつてない異い様ような空気に包つつまれていた。


　ストリートバイパーズと称しようするアマチュア格かく闘とう家かのグループ対抗の武ぶ闘とう会かいは、当とう初しよは簡かん単たんに〈パーティ〉と呼ばれていたが、口コミや一部の雑ざつ誌しで情報が広がり、今月になってテレビの深夜番組で〈バイパーズ・レイヴ〉の名で紹しよう介かいされたことで、最近ではその呼び名の方がメジャーになりつつあった。


　週ごとに繰くり返かえされる対戦により、外見だけの『なんちゃってバイパーズ』や偏かたよった格闘理論に凝こり固かたまり実じつ戦せんに対たい応おうできなかったグループは淘とう汰たされ、真にレベルの高いチームだけが生き残っている。もはや不ふ良りようのケンカとは呼べなくなった高こう度どな闘いを観かん戦せんするために、月末ともなると集まるギャラリーの数も普ふ段だんの倍ばいに膨ふくれ上がっていた。噂うわさを聞いてやってきた格闘マニアがいれば、バイパーズの名が広まる以前からついているコアなファンもいる。もちろんイベント好きの一般人も多かったが、その中に、明らかに場ば違ちがいなところへ来てしまったという顔の一いつ行こうがいた。


「はあ～……すっごい人の数！　暑かったァ～」


　人ひと込ごみからようやく抜け出した唯は、手で顔を扇あおぎながら舌したを出して喘あえいだ。一方、不ふ快かい感かんは示しめしながらも汗ひとつかいていない巴が言う。


「先月とは客の入りがケタ違いね。悪い時に来ちゃったわ」


「まったく……どうして僕がわざわざこんな空気の悪いところへ来なくてはならんのだ!?　納なつ得とくがいかん！」


　そして三人目の少年──九条鳴海がタオルで汗あせを拭ふきながら文もん句くを吐はいた。鳴海は校内で一行と出会い、万騎に『君の力が必要なんだよ』と口く説どかれて一いつ緒しよについてきたのである。ところが誘さそった当人の万騎は、池袋に着くなり三人を先に公園へ行かせておいて、自分は行方ゆくえをくらましていた。


「あの悪あく徳とく風紀委員はどこへ行った？　だいたい、こんな混こん雑ざつの中で人一人捜し出すことなど不可能だぞ。ただでさえ不ふ案あん内ないな我々にどうしろと言うんだ!?」


　人込みや騒そう々ぞうしい場所が嫌きらいな鳴海は苛いら立だちを隠かくさず、それでも筋すじの通った文句を並ならべた。


「そうね……でもカズ君のことだから、何か考えがあるんでしょう。それに、いざとなったらこれを使えばいいわけだし」


　唯は金属製のホイッスルをポケットから取り出した。〈ＢＣＧ〉と刻こく印いんされたプレートのキーホルダーが付いたホイッスルは、別れ際ぎわに万騎から渡わたされた物で、公園内で何かトラブルに巻き込まれたら吹き鳴らせと言われていた。


　三人はとりあえず涼しい噴ふん水すい脇わきに避ひ難なんし、人の流れを眺ながめながら暇ひまをつぶすことにした。基本的にフラフラ歩き回っているのは一般人で、上じよう手ずな観戦の方法を知っているファンは一つの試合場から動こうとはしない。ただしそれも対戦が盛もり上がっている間のことで、一つの試合が終わってチームが移動すると、それに合わせてギャラリーの大移動が始まるのだ。この時、噴水を挟んで隣接する二つの試合場で同時に対戦が終わったため、二つの大きな人の流れが生まれることになった。


　濁だく流りゆうの間の中州なかすのような状態になっている噴水の前で、どちらもグルーピーと思われる二つの集団がカチ合い、小こ競ぜり合いが起きていた。互たがいに道を譲ゆずらなかったのが原因らしいが、試合の直後で興こう奮ふんしていることもあり、口こう論ろんはすぐに摑み合いのケンカに発展した。


「これだから野や蛮ばんな連中は……」


　Ｖレイヴの舞ぶ台たいに似つかわしくない素人しろうと同士の取っ組み合いを、鳴海はシニカルに眺めた。巴は仲ちゆう裁さいに入る機き会かいをうかがったが、五、六人のケンカとなると手を出しづらい。本物のケンカを目まの当りにするのが初めての唯はオロオロしていたが、それが試合ではなくトラブルなのだと気付くと、迷まよわずホイッスルを口にくわえた。


　ピィィィ──ッ!!


　世界中でサッカーの審しん判ぱん員いんに愛あい用ようされている日本製のホイッスルは、騒々しい公園内でも遠くまでよく響いた。ほどなくして、背中に〈ＢＣＧ〉のロゴが入ったオレンジ色のブルゾンを着た青年たちがあちこちから集まってきたかと思うと、ケンカをしているグルーピーに対して一人当たり数人がかりで取り押さえ、あっという間に連れん行こうしていった。ポカンとしている三人の前に、同じブルゾンとベレー帽をかぶった少年が立った。


「いいタイミングだね。たった今到とう着ちやくしたところなんだ」


「カ……カズ君!?」


　その少年が泉谷万騎だと知っても、三人はまだ事じ情じようが呑のみ込めずにいた。鳴海が怪け訝げんな顔で尋ねる。


「何の格かつ好こうだ、それは？」


「これは〈ブラインド・シティ・ガーディアン〉のユニホームだよ。ビジランテ……つまり自じ警けい団だんの一種だと思ってもらえればいい。警察では手を出せないようなトラブルを解決して街の治安を守るのが我々〈ＢＣＧ〉の活動目的だ。最近はバイパーズ目当ての見物人が増えてトラブルも倍ばい増ぞうしているからね。ここからは僕が案内するよ」


　万騎を先頭にして三人は後に続いた。歩きながらよく観察すると、オレンジのブルゾンを着たメンバーは公園内のそこかしこにいて、周囲に警けい戒かいの目を光らせている。必ず三人一組で行動しているらしく、一行の後ろにも二人ついてきていた。どちらも二十歳前後の屈くつ強きようそうな男である。


「メンバーの平均年齢は二十二・五歳。僕が最年少でね、他に中学生はいないんだ」


　万騎は少し誇ほこらしげに説明した。幼おさな馴な染じみの意外な一面を知った唯は、少し複雑な表情になっている。


「プライベートまで風紀委員とは、ご苦労なことだな」


「ボランティアもまた一つの生き方だよ。風紀委員の仕事はちょうどいい訓くん練れんとしてやっている」


　鳴海の皮肉っぽい言い方にも、万騎は涼しい顔で答える。


「なるほど、そういうこと……」


　巴はようやく泉谷万騎という少年の全体像が見えた気がした。霧島の援えん助じよ交こう際さいの証しよう拠こ集めに協力したのはＢＣＧの仲間だったのだ。中学生らしからぬ自信と、倫りん理り的てきに裏付けられた迷いのない行動力は、こういった場所で培つちかわれたものに違いない。もちろん本人に素そ養ようがなければできることではないが、精神を鍛きたえる環境があるかないかは成長に大きくかかわっているのだ。


「しかしいい時に来ましたね、草[image: ]先生」


　万騎がやけに楽しそうに言った。


「先生はまもなく意外なものを目にすることになりますよ。ついでに姫川さんと仲良くなる方法も発見するでしょう。最初から先生にはその資し格かくがあったんですよ」


「どういうこと？」


「すぐに分かりますよ……ほら、もう着きました」


　目の前に一ひと際きわ大きなギャラリーの輪が出来ていた。この公園で今日、最も人気を集めている試合場である。大音響で聞こえてくる勇ゆう壮そうなクラシックの声せい楽がくを耳にした鳴海は、少し意外そうな顔をした。


「この曲は……ワーグナーの『ニーベルングの指ゆび環わ』だな？　『ラインの黄金』で、神々がワルハラ城へ入場する場面だ」


「よく知っているな。とにかく観戦できる場所を探そう」


　一行は人込みをかき分けて先へ進み、どうにか最前列にたどり着いた。まだ対戦は始まっていないが、両チームは試合場の中央でにらみ合っている。バンドでもやっていそうな個性的なファッションの三人組と対たい峙じしているのは、特とく注ちゆうらしい白いガクランを羽織った一人の大おお柄がらな少年だった。


「あ、あれは……あいつは、まさか!?」


　顔色を変えた巴は、身を乗り出してその少年を見た。


　その少年こそ、巴の弟であり、バイパーズの間では無む敗はいを誇る最強の男──〈炎ほのおの虎とら〉こと草[image: ]静馬であった。





　　　　五





「なぁ～るほど……〈ナイツ・オブ・ゴールド〉のゴールドは『ラインの黄金』か！　なかなかオシャレさんやないか。気に入ったわ!!」


　新チームの前に歩み出た静馬の、それが第一声だった。


　静馬の服ふく装そうはいつもと違ちがい、新しん調ちようしたばかりの白いガクランを羽織っていた。ガクランの背中には紅蓮ぐれんに燃える虎が派は手でに刺し繡しゆうされている。トレードマークの虎とら縞じまのバンダナと、ガクランの下の赤いＴシャツは変わらないが、白いパンツに白いエナメルの靴を履はき、はからずも黒一色の刹羅と見事な対照をなしていた。この場でなければ特とつ攻こう隊たいかチンピラに見られてしまうのが欠けつ点てんと言えば欠点である。


「オレは無敵の草[image: ]静馬や。よもや知らんはずはないとは思うが、一いち応おう教えといたるわ。ほなそっちの名前も聞いとこか……まずはジークフリート！　お前からや」


　静馬に指を差された刹羅は薄うすく笑った。インバネスを脱ぬいだ刹羅は、昨日と違って上半身は裸はだかではなく、ハイネックの黒いシャツを着ている。袖そでは肩から切り取られ、裾すそもヘソの上までと短かった。黒いパンツにサスペンダーというスタイルは変わっていない。


「京きよう極ごく刹せつ羅らだ……俺がジークフリートなら、お前はさしずめタンホイザーと言ったところか」


　ジークフリートとタンホイザーはともにワーグナーの楽劇の主人公で、最後に非ひ業ごうの死を遂とげるところでは共通していた。それを知った上での敬けい意いをこめた宣せん戦せん布ふ告こくなのだ。静馬はニヤリと笑って、刹羅の横にいる女に目を移す。


「するとそっちの彼女はワルキューレのブリュンヒルデってとこか」


「……あら、上う手まいこと言うじゃない？　悪い気はしないわね」


　女は微笑ほほえむと、燃えるような赤い髪をかき上げ、ボンデージ風のレザーのワンピースに包まれた、大柄でグラマラスな肢し体たいを悩ましげにくねらせた。腕に巻き付けたチェーンがこすれ合って音をたてる。


「あたしの名は久く遠おん七なな瀬せ……覚えておきなさい」


　二人を差し置いて、最後の一人であるドイツカラー迷彩頭の大男が前に出る。


「俺は不ふ動どう秋あき嵩たか！　俺を例えると何だ!?」


「お前か？　お前は図ずう体たいがでかいから、ファゾルトかファーフナーか……いや、ちょっと待てよ!?」


　静馬は秋嵩の顔をじーっと見つめ、やがてポンと手を打った。


「そうや！　お前は……お前はウリ坊や!!」


「ええッ!?」


　一瞬、周囲が静まり返ったが、エアポケットのような静せい寂じやくはすぐに『おお～っ!!』という感かん嘆たんの声に変わった。


「なるほど、おっしゃる通り！」


「さすが大将、よくぞ言ってくれました！」


　ジークフリートやブリュンヒルデが何の名前かよく知らないギャラリーも、『ウリ坊』だけは理解できたらしく口々に賛さん同どうの声を上げる。キョトンとしていた七瀬は、あらためて秋嵩の頭を見つめ、何かに気付いて手を叩いた。


「あらやだ……本当だわ！　アッキー、確かにあんたはウリ坊よ!!」


「ど……どこがだよ!?」


「その頭のガラよ！　前から何かに似にてるとは思ってたんだけど、よ～やく謎なぞが解とけたわ。そーなのよ、ウリ坊よウリ坊!!」


「だからその『ウリ坊』ってのは何だよ!!」


　根こん本ぽん的てきなことを理解していない秋嵩を、七瀬は半なかば気の毒そうに、しかし半ばバカにした顔で答えた。


「イノシシの子供よ」


「なァにィィィ──ッ!?」


　秋嵩はアングリと口を開け、頭を抱えて絶ぜつ叫きようした。


　うりぼう【瓜坊】＝猪いのししの子。背中に瓜うりの縞に似た斑はん紋もんがあるところからそう呼ばれる。


　ドイツ国旗の三色で迷彩に染められた秋嵩の頭は、本人の知らぬ間に偶ぐう然ぜんにもウリ坊に酷こく似じした模様になっていたのである。


「バカな！　俺が試し行こう錯さく誤ごの末すえに発明した最高にナイスな模様がなんでイノシシの子供に!?」


「大自然の作り出すデザインにはかなわないってことよね～」


　七瀬は一人で納なつ得とくして何度もうなずく。


「あんたの頭を見るたんびに、こう……何かが喉のどの辺へんまで出かかってたんだけど、やっと胸のつかえが取れた気分よ。アッキーってのも芸がないと思ってたとこだし、ちょうどいいわ。あんた今からウリ坊に決定！　いいわね、ウリ坊!?」


「敵の付けた渾あだ名なを採さい用ようしてんじゃねえよ！　おい刹羅、お前も何とか言って……」


　振り向いた秋嵩は、背を向けてその場にしゃがみこんでいる刹羅を発見した。よく観察すると、その肩が小刻こきざみに震ふるえている。


「た、立ってられないほど可お笑かしいのか!?」


「刹羅……あんたは笑い慣なれてないんだから、我が慢まんしすぎるとひきつけを起こすわよ？」


　七瀬が背中をさすると、刹羅はその手を荒々しく払いのけて立ち上がった。普段から表情の乏とぼしい刹羅には珍めずらしく、笑いをこらえながら怒おこっているような複ふく雑ざつな表情でにらまれ、二人は思わず後じさる。


「つかみはＯＫってとこやな。そろそろ始めよか！」


　静馬はやる気満まん々まんの構えを見せるが、三人は乗ってこなかった。七瀬が静馬の周囲に目を走らせ、呆あきれたように言う。


「始めるって言ったって、あんたのチームメイトが来てないよ？」


「気にすんな。オレは一人で十分や」


「あたしらを一人で相手にするっての？……ハハン！　冗じよう談だんにしちゃ面白いけど、それじゃあ挑戦は受けられないね。さっきもポリバケツだか何だかってチームと闘ったけど、七人もいたくせに秋嵩一人で片付いちゃったもの。最低でも三人でチームを組んでもらわないことには、こっちとしちゃ退たい屈くつすぎてやってらんないわね！」


「違ぁ～う！　ポリバケツではな～い!!」


　抗こう議ぎの叫びとともに、お揃そろいの黒いＴシャツを着た七人の肥ひ満まん体たいの男たちが乱入し、横一列にずらりと並んだ。一いつ斉せいにくるりと背を向けて、シャツの背中にプリントされたアルファベットを並べる。


「我々の名は〈ガスタァ～……」


「じゃかあしゃああァァッ!!」


　静馬のドロップキックを食らったチーム〈ガスタンク〉は将しよう棋ぎ倒だおしになり、ゴロゴロ転がってギャラリーを巻き込みながら退たい場じようしていった。


「フン……あと二人ぐらい今すぐ揃えたるわい！」


　静馬は周囲を見回し、見物人にまぎれているバイパーズの中から適てき当とうな人物を物ぶつ色しよくした。しかし静馬と目が合うと、誰だれもがコソコソと隠かくれて出てこようとはしない。静馬は腹立たしげに舌した打うちした。


「何なんやねんお前ら、このオレと組むんがそんなにイヤか!?」


　近くにいた一人を捕まえて問いつめるが、相手のバイパーズの男は逃にげ腰ごしで懇こん願がんする。


「あんたの強さは知ってるけど、ペンキラーズの那智だってやられちまってるんだぜ？　俺には無理だよ。勘かん弁べんしてくれェ！」


「ケッ……お前みたいな腰ヘ抜タけレはこっちから願い下げや！」


　静馬は男の尻しりを蹴け飛とばして追い払うと、メンバーを求めてギャラリーの前を歩き回った。しかし静馬の行くところ、炎にあぶられたように人ひと垣がきが逃げていく。わずか二日で〈ＫＯＧナイツ・オブ・ゴールド〉の強さは知れ渡ってしまったのだ。


「最強の男ってわりに人じん望ぼうないのねえ」


　ギャラリーに混じっている涼子が、目の前にきた静馬にからかい半分に声を掛ける。


「なんなら、あたしがメンツに入ってあげようか？」


「ノーサンキュー!!」


　静馬は一言のもとに断だん固こ拒きよ否ひすると、大おお股またで試合場の中央に戻もどり、人差指を一本立てて頭上に高々と掲かかげた。


「メンバー大募集！　このオレと組んで勝利の美び酒しゆに酔よいしれたい奴やつ、大だい至し急きゆうこの指と～まれ!!」


　待つこと数秒──反応なし。


（くっ……頭上に掲げしこの手のやり場はいずこに!?）


　かつて経けい験けんしたことのない寒さむ々ざむとした空気にさらされ、静馬は屈くつ辱じよくに歯ぎしりした。七瀬が肩をすくめて冷笑する。


「どうやら名乗り出る奴はいないみたいね。今日はあたしらの不ふ戦せん勝しようってことにしといてあげるわ。今度またメンツ集めて……」


『──ちょっと待ったァァッ！』


　どこからか野の太ぶとい男の声が響いた。頭上に張り出した公園の木の太い枝がしなり、黒い影かげが宙に舞い上がる。人影はオリンピック選手も真っ青の空中回転を披ひ露ろうすると、足音も立てずに静馬の前に着地した。


「その勝負、俺も一口乗らせてもらうぞ」


「おっ……おんどれは!?」


　静馬が驚きよう愕がくしたのも無理はなかった。その男は一カ月前、この場所に現わた謎の怪人〈アン○ンマン男〉だったのである。身長二メートルを超こえる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした巨きよ漢かんで、グレーのシャツと都市迷彩シテイ・カモのアーミーパンツ、そして編あみ上げの軍用ブーツといういでたちに変わりはない。唯ゆい一いつの違いは顔にかぶっているセルロイドのお面で、今回は額ひたいに『肉』の一文字を持つタラコ唇くちびるの超人ヒーローを模もした物であった。


「おおっ？　前回と違って顔と身体からだに違い和わ感かんがないぞ！」


「これは地上最強タッグ誕たん生じようか!?」


　先月の事件を知っている観客の間から歓かん声せいが上がるが、静馬は真っ赤になって怒ど鳴なった。


「ア……アホッ！　誰もお前なんぞ呼んでへんわい!!　だいたい、お前は参加したらアカンやろ!?」


「あら、誰だって別にかまいやしないわよ。こっちにだってデカイのはいるし」


「そんなこと言うても……」


「俺を入れないと自動的に不戦敗だな」


「くっ……」


　キン○男にそう言われると、静馬には反はん論ろんの余よ地ちはなかった。


「決まりね。あと一人……早いとこ用意してくれない？」


「ハイハイ、ハーイ！　僕、入りまーす!!」


　能のう天てん気きな声とともに駆けつけた少年を見て、静馬は眉み間けんにシワを寄せた。


「だ、大作……なんでお前が出てくんねん!?」


「いいじゃないですか。どうせ大たい将しようまでは回らないんでしょ？」


　そう小声で言って、大作は悪戯いたずらっぽく笑った。三人目に名乗りを上げたのが神矢大作だと知ったグルーピーから途と惑まどいの声が上がる。


「なんであの腰こし巾ぎん着ちやくの小僧が大将なんだ!?」


「まさか、実はムチャクチャ強かったとかいうオチなのか？」


　根こん拠きよのない憶おく測そくが乱れ飛ぶ。敵の三人組も、怪人にはあまり驚かなかったものの、小こ柄がらでひ弱な美少年である大作が加わったのを見て逆に警戒した。


「何なの？　あの坊や……どう見ても弱そうだけど」


「バイパーズにあんなのがいたなんて聞いてねえぜ。ちっちゃいからって油ゆ断だんはできねえ」


　七瀬と秋嵩がささやき合うのを見た静馬は、不ふ敵てきな笑みを浮かべて、大作の肩をポンと叩たたいた。


「しゃあないなあ……こうなったら、この秘密兵器にお出まししてもらうしかないわ！　大将は任まかせたで、大作ゥ!!」


「ええ。僕が来たからには大船に乗ったつもりでいてください。二人が負けても僕が後あと片かたづけをしますからね」


　大船どころか実際にはハリボテなのだが、大作も調子に乗って大ボラを吹く。知ってか知らずか、キン○男が太い笑みを浮かべた。


「これで三人揃ったぞ。始めようか」


　こうして、本日のメインイベントの幕が上がった。





　　　　六





　急きょ結けつ成せいされた静馬チームはＫＯＧと試合場を挟んで向かい合うベンチに陣じん取どった。静馬が特攻服風ガクランを脱ぬいで簡単なウォームアップをしていると、大将の大作と並んでベンチに腰掛けている中ちゆう堅けんのキン○男が言った。


「最初に断ことわっておくがな……草[image: ]静馬。俺はお前の尻しり拭ぬぐいをするつもりは毛もう頭とうない。お前が負けた時点で不戦敗を認めるつもりだ」


「ええっ!?　それは困りますよ」


　大作は青ざめたが、静馬は鼻を鳴らして息巻いた。


「フン、余よ計けいな心配すんな！　絶対、お前までは回せへんからな」


「当とう然ぜんだ。それともう一つ条件がある」


　キン○男はどこに隠し持っていたのか、ビニールの手さげ袋に入った牛ぎゆう丼どん弁べん当とうを取り出した。有名チェーン店の特とく盛もり弁べん当とうである。


「お前が闘っている間、俺はこの弁当を使わせてもらうが……」


「知るか！　そんなもん勝手に食うとれ」


「俺がこの弁当を食い終わる前に、敵のチーム三人のうち二人までを倒せ」


「な……なんやと!?」


　いきなり謎の要よう求きゆうを突きつけられ、静馬は怪け訝げんな顔になった。キン○男は強い口調で続ける。


「それができんようなら、俺はお前の勝ちとは認めん！　ゆっくり食ってやるが、せいぜい七分がリミットだと思え」


「勝手なことほざくな！　なんでお前にそんなこと決められなあかんねん!?」


「俺が認めんと言っているんだ。それとも、この程度のプレッシャーにも耐たえられんと泣なき言ごとを吐はくのか？」


「誰が泣き入っとんねん!?　人の勝負に余よ計けいな口出しすんな言うとるだけや。わざわざ言われんだかて、さっさと片付けたるわい!!」


　静馬はそう宣言すると、試合場の中央に歩み出た。残った大作はキン○男の横顔をじっくりと眺める。


「あの～……南雲先生？」


「先生ではない。〈王子おうじ〉と呼よべ」


「じゃあ王子にお聞きしますけど、王子の正体は南雲慶一郎先生ですよね？　どうしてお面なんかかぶってるんです？　声も作っちゃって」


「だから王子だと言っているだろう」


　取り付く島もない王子の言い方に、大作は愛あい想そうを尽つかしたように口を尖とがらせた。


「強ごう情じような人だなあ……まあいいですけどね。面白いから」


「よろしい。では君にはこれをやろう」


　王子は別のお面を取り出して大作に渡した。キン○マンに似ているが、こちらはタラコ唇ではなく額に『にく』の文字がある。


「これをかぶると、五体バラバラにされたあげく、パーツごと別々に人ひと質じちにされそうでイヤですねえ」


　大作は口では文句を言いながらも、楽しそうにお面をかぶった。静馬と対たい峙じしたＫＯＧ先せん鋒ぽうの秋嵩は、それを見て一言──


「お前ら、アホチームだな」


「やかましわい！」


　試合開始のゴングが鳴るのと同時に、王子は割わり箸ばしを割った。始まったのは、事実上四対一のハンディキャップマッチであった。





　第一戦──草[image: ]静馬対不動秋嵩の闘いは、様子見の小こ競ぜりり合いは一切抜きで、いきなりの激げき突とつから始まった。


「うらあああっ！」


　秋嵩はゴングと同時に前ぜん傾けい姿し勢せいで猛もう然ぜんと突進し、スレッジ・ハンマーのような剛ごう腕わんを振るった。静馬は紙一重で躱かわすが、秋嵩は空振りしても体勢を崩くずすことなく、続け様に大振りの攻撃を繰くり出す。まるで体内にエネルギーが有り余っているかのような豪ごう快かい極きわまる暴あばれっぷりである。


「なるほど、その頭はカモフラージュか！　ウリ坊と思わせといて実はイノシシ!!」


「うるせえ！　逃げんじゃねえェ!!」


　殴るというよりは叩き付けるといった感じの秋嵩の打撃を、静馬は悠ゆう々ゆうと躱していた。空振りすると体力の消しよう耗もうは大きくなるはずだが、しかし秋嵩は息を切らすどころか、ますます勢いに乗って打撃の速度を上げていく。そしてついに秋嵩の拳こぶしが静馬をとらえる瞬間が訪おとずれた。コンビネーションのパターンが変わったことで、突き上げる一撃を避さけきれずにガードさせられたのだ。


「ヒャッホォォッ！」


　秋嵩は狂きよう喜きの叫びを上げると、凄すさまじい連続攻撃を繰り出した。二メートル強の巨体のリーチと爆発的な拳けん速そくをいかし、自分の間合いの内側に脱だつ出しゆつ不ふ能のうの空間を作り出す。下へ手たな反撃や脱出を試こころみたが最後、致ち命めい的てきな連打を浴あびることになるのだ。


「おらおら、どしたどしたァァ!?」


　慎しん重ちように攻撃をブロックし続ける静馬に、秋嵩はさらに攻撃を加えると見せかけ、裏をかいて摑つかみにかかった。


「フンッ！」


　静馬は摑みにきた両腕を外に弾はじき、驚いた秋嵩の放はなった膝ひざをブロックすると、ジャックナイフのように伸びる蹴けりを突き上げた。顎あごに食らった秋嵩の動きが止まる。静馬は一歩踏み込んで、肩からぶつかる強きよう烈れつな体当たりを仕掛けた。巨体が揺ゆらいだが、まだ倒れない。


「てりゃああっ!!」


　静馬は低く鋭い跳ちよう躍やくから、相手の身体を駆け登るような連続蹴りを放った。


「〈猛もう虎こ散さん弾だん脚きやく〉ゥ！」


　無数の蹴りを浴びた秋嵩は吹っ飛ばされて、二回ほど後転したが、すぐに起き上がってきた。その顔は驚きと喜びで輝かがやいていた。


「お……面白れえ！　この俺を正面から押し返しやがった野や郎ろうはてめえが初めてだぜ!!」


「フン、こんだけ殴り甲が斐いのある奴はお前で二人目や。なんぼでも突っ込んでこい！」


　静馬の挑ちよう発はつに、秋嵩は唇の両端を吊つり上げて凶暴な笑みを浮かべる。


「クハァ～……いいね、いいねえ、その余裕！　さすがはバイパーズ最強ってだけのことはあるぜ!!　やっぱケンカはこうでなきゃ面白くねえ！」


　秋嵩は四し股こを踏んで、相撲すもうの立ち合いのような突進の構えを見せた。全身から噴ふん火か寸すん前ぜんの活火山のようなきなくさい闘とう気きが膨ふくれ上がる。


「だがよ……〈山の轟とどろき〉に耐たえられるかァ!?」


　言うなり秋嵩は両手を振り上げ、両の拳を地面に叩き付けた。


　ドゴォン！


　拳から生じた衝しよう撃げき波はが、石いし畳だたみを砕くだいて吹き飛ばした。静馬は火山弾のような勢いで飛んでくる破は片へんを見切って避よけたが、その直後、視界を覆おおった巨大な手に顔面をわし摑みにされた。秋嵩は破片を飛ばすと同時に地面を蹴り、砲ほう弾だんのように低い弾道で飛ひ翔しようして、空中で静馬の顔面をとらえたのである。


「アイ・ガッチュッ！」


　秋嵩は静馬の頭上を飛び越えて着地し、首切り投げの要よう領りようで肩かた越ごしに引っこ抜くようにしてぶん投げた。


「イヤアアァッ!!」


　秋嵩の投げは一発では終わらなかった。静馬の首を捕つかまえたまま、右へ、左へと人形を振り回すようにして何度も叩き付ける。最後に静馬の身体からだを抱かかえたまま垂すい直ちよくに三メートル近くも跳ちよう躍やくすると、自分の巨体と地面の間でサンドイッチになるように大の字に落下した。


　ゴガァァン!!


　石畳の地面が陥かん没ぼつし、破片が放射状に飛び散った。


　胸の悪くなるような沈ちん黙もくが園内を押し包む。死んだ、と誰もが直感していた。


「ふうぅ……いけねえ、いけねえ。ついやっちまったぜ……」


　恍こう惚こつとした薄笑いを浮かべながら、秋嵩はゆっくりと身を起こした。


「てめえがあんまり手て応ごたえがありすぎるから悪いんだぜ……どれ、死んじまったかァ？」


　ゲシッ！


　陥没した穴からまっすぐ突き上げてきた足が覗のぞき込もうとした秋嵩の顔面にめりこんだ。


「重たいっちゅうねん……さっさと退のきさらせ、コラアアッ!!」


　もう片方の足が巨体の胸を蹴り上げた。ブレイクダンスのようにスピンしつつ、天地逆の旋せん風ぷう脚きやくを放ちながら飛び上がる。


「〈紅ぐ蓮れん旋風つむじ〉！」


　神気の炎をまとった両足が真下から秋嵩の巨体を突き上げた。秋嵩を弾はじき飛ばしつつ穴から飛び出した静馬は、空中で華か麗れいに回転して足から着地する。


　一拍おいて、ギャラリーから絶叫のような歓声が巻き起こった。


「おい、ピンピンしてやがるぜ！」


「あんなの食らってなんで生きてるんだ!?」


「すげえ～！　やっぱ人間じゃねえよ、あいつ!!」


　呼吸をするのも忘れて見つめていた涼子は、大きく息を吐いて胸を撫なで下ろした。


「お……おどかすんじゃないわよ！　心臓が止まるかと思ったじゃない……」


　自分の声が情けないほど震ふるえているのを知り、涼子は耳まで真っ赤になった。恥はずかしさを誤ご魔ま化かすために大声で叫ぶ。


「こら静馬！　いつまでもそんな奴に手こずってんじゃないわよ!!」


　ＫＯＧサイドでは、七瀬が拍ひよう子し抜ぬけした顔になっていた。


「あらまあ……ウリ坊のアレを食らって立ち上がったわよ、あいつ。どういうこと？」


　意見を求めたが、刹羅は静馬をじっと見つめたまま動かない。七瀬は苦笑いを浮かべて独りごちる。


「まさか……ね」




[image: ]


　一方の静馬チームサイドでは、大作が大はしゃぎしていた。


「先生、見てくださいよ！　静馬さん、ぜんぜん大丈夫ですよ!?」


「先生ではない。王子と呼べ」


　王子はあくまで冷静に答え、解説を加えた。


「そう不思議がることもない。一見やられっぱなしだったが、奴は冷静に受身を取っていた。ダメージは最さい小しよう限げんだ」


「首を摑まれてブンブン振り回されてたんですよ？　あの体勢でどうやって受身を取るんです？」


「〈神カム威イの拳けん〉なら可能だ。叩き付けられる瞬間、奴はほとんど無意識のうちに慣かん性せいを殺している」


「慣性を殺す!?」


　普通の格闘理論とは明らかに異ことなる物ぶつ理り用よう語ごだった。大作がその意味を考え始める前に、王子はさらに気になることを言った。


「それよりも敵の技に興味があるな。俺の見立てに間違いがなければ、あの秋嵩という奴は……いや、おそらくは敵のチーム全員が……」


「全員が……何です？」


「静馬と同じく〈神威の拳〉の使い手ということだ」


「なっ……!?」


　大作は絶ぜつ句くして、静馬の方に目を向けた。


「なんてこった……信じられねえぜ！」


　細かい擦すり傷以外にはさしたるダメージを受けていないらしい静馬の姿を前に、秋嵩はうめくように言った。


「まさかぜんぜん効きいてねえってのか!?」


「おう、効いた効いた！　おかげで肩かた凝こりが取れたわ」


　静馬は首をコキコキ鳴らしながら、ニイッと犬けん歯しを剝むいて笑った。激怒するか、あるいは恐れを抱くかのどちらかと思われた秋嵩の反応は、そのどちらでもなく意外なものだった。ズズッと鼻をすすり上げ、半泣きになりながら笑ったのである。


「くうぅ～、なんて野郎だ！　俺の全力の技を食らって笑ってやがるなんて……感かん激げきだぜ!!　すげえ……あんたはマジですげえや!!」


「ええい、泣くな！　うっとうしい」


　静馬は気持ち悪そうに言うと、大作に振り向いた。


「大作、あとどれくらいや!?　残り時間は？」


「時間？」


　大作は反射的に自分の腕時計を見たが、すぐに見るべき物がそれではないことに気付き、王子の手元の牛丼タイマーを覗き込んだ。


「た、大変です！　もうあと半分しか残ってませんよ!!」


　静馬は舌打ちして、秋嵩に向き直る。


「チッ……せっかく面白なってきたとこやのに、お前と遊んでる時間はのうなってもうたわ。次で決着つけさしてもらう！」


「事情はよく判わからんが、そういうことなら仕方ねえな……最後にもう一発、楽しませてもらうぜ!!」


　対峙する二人の気合いが一気に高まった。静馬の全身から〈炎の虎〉の熱気が、秋嵩の足元からは〈山の轟き〉の地じ鳴なりのような波は動どうが放射される。


「行くぜェ～ッ！」


　秋嵩の巨体が弾はじかれたように突進した。行く手にあるものすべてを薙なぎ倒し弾き飛ばす、爆発的な速度の強きよう襲しゆうであった。しかし静馬はその場に踏み止とどまったまま、右の拳を天に向かって突き上げた。


「〈紅い牙〉ァァッ!!」


　ドシュウウ！


　拳から放たれた真しん紅くの衝撃波が秋嵩の巨体を貫つらぬいた。しかしその突進は止まらない。


「もういっちょ！」


　今度は左の拳から二発目の〈紅い牙〉を放つ。突進は押し止められたが、秋嵩は両腕を伸ばして目の前の静馬を摑みにかかった。


「これで終しまいや!!」


　再び右のアッパー一いつ閃せん。三発目の衝撃波がついに秋嵩をのけぞらせ、その巨体を吹き飛ばした。秋嵩は突とつ風ぷうによって根元から引き抜かれた大木のように宙を舞まい、背中から地面に叩き付けられる。


「どや!?　これぞ名付けて〈紅こう牙が三さん連れん〉!!」


　秋嵩の身体がビクンと震ふるえた。


「グウッ……」


　一声うめくと、ブリッジからヘッドスプリングで一気に起き上がった。しかし足元がフラついて地面に片かた膝ひざをつく。熱気を浴あびた皮ひ膚ふは赤く火ほ照てり、全身から多量の汗あせが噴ふき出していた。


「もうフラフラやんけ。さっさと降こう参さんせえ！」


「冗談じゃねえ……これからが本番だぜ!!」


　秋嵩は大きく息を吸い込み、吼えるような息吹いぶきの声を上げた。助走なしで跳ちよう躍やくし、組んだ両手を地面に叩き付ける。


　ドンッ！


　直下型地震のような突き上げる衝しよう撃げきが走り、敷石が次々とめくれ上がって静馬に向かって吹っ飛んだ。それを追って秋嵩も突進する。


「甘え！」


　静馬は獰どう猛もうな笑みを浮かべると、地面を蹴ってふわりと跳躍し、正面から飛んでくる三〇センチ角の敷石を蹴り返した。敷石は突進してくる秋嵩の顔面を直撃して砕くだけ散ちる。


「ねりゃああッ！」


　静馬は着地と同時に〈紅い牙〉を放った。敷石で相手を見失っていた秋嵩は、衝撃波を食らって完全に棒立ちになる。静馬は振り上げた右手を引き、水平に薙なぎ払いながら神気の爆炎をぶちまけた。


「往おう生じようォせいやあああぁ──ッ!!」


　轟ごォッ!!


〈紅い牙〉から〈炎の虎〉へとつなぐ連続攻撃──〈十字烈れつ火か〉を食らった秋嵩は、地獄の戦車に轢ひかれたように空中に吹き飛ばされた。さっき自分の投げ技で陥かん没ぼつさせた穴に頭から墜つい落らくする。


「へっ……へへっ、けっこう効きいたぜ。こいつはよ……」


　秋嵩は穴の中からむくりと起き上がると、静馬に向かって足を踏み出そうとして、横よこ倒だおしに転てん倒とうした。そして再び起き上がれないという事実に気付いて、信じられないという顔になった。


「か、身体が動かねえ……!?　この俺が……んなバカなことがあってたまるかよ！」


　いまだ口だけは達者な秋嵩の側に近づいてくる人影があった。


「いい加減におし！　あんたは負けたんだよ……昨日みたいな判定負けじゃなくて、文もん句くのつけようもないＫＯでね」


　七瀬はしぶとく起き上がろうともがいている秋嵩の背中をブーツの靴くつ底ぞこで踏ふみつけると、装そう飾しよくにしては重そうなチェーンを巻いた腕を持ち上げ、真しん紅くのマニキュアをした指先で静馬を差した。


「見せてもらったわ、あんたの力……まさか、こんな場所で〈神威の拳〉の使い手に出会うとは思ってもみなかったけど、これも何かの縁えんかしらね」


「なんやと？　〈神威の拳〉が何か知っとんのか？」


「それはこっちが知りたいことよ。まあ、そう焦あせんなくたって、あんたを料理した後でたっぷり話を聞いてあげるわ」


　七瀬が試合場の中央に歩いていくのを見て、静馬は慌あわてて呼び止める。


「おい……まさか、このオレと闘うつもりとちゃうやろな!?」


「あら、これは三対三のチーム対抗戦よ。一人目がやられたら二人目が出てくるのは当然じゃない。それとも何か不ふ都つ合ごうがあって？」


　七瀬は静馬の腹の内を見み透すかしたように言って、鋭く目を細めた。


「秋嵩を倒したくらいでいい気になってもらっちゃ困るわね。このあたしは一味違うわよ……覚悟なさい！」





　　　　七





　第二戦──静馬対久遠七瀬。


　ＫＯＧのテーマ曲《ニーベルングの指環》は〈ラインの黄金〉から〈ワルキューレ〉へと変わっていた。単独でも有名な『ワルキューレの騎き行こう』の管かん楽がつ器きの勇ゆう壮そうでダイナミックな咆ほう哮こうが響ひびきわたる中、全身これヘヴィメタル・クイーンといった艶あでやかな雰囲気を醸かもし出す七瀬を前にして、静馬は気き後おくれした顔で言った。


「ホンマにこのオレとやり合うつもりなんか？　やめといた方がええで。怪け我がするし」


「女に勝ったところで自じ慢まんにならないって？　ハンッ、そんな台詞はこのあたしに指一本でも触れてから言うのね！」


　七瀬はレザージャケットを脱いで、陣じん地ちに這はい戻った秋嵩に投げ渡した。意外に筋肉質な白い肩が剝むき出しになる。左腕の肩と肘の間に、棘を巻き付けた薔薇をデザインした刺青（タトゥシールらしい）が見えた。


「ん……!?　そういやこの女……」


　正面から七瀬と向かい合って初めて、静馬はあることに気付いた。


「えらいこっちゃで、大作ゥ！」


「ど、どうしたんですか!?」


「涼子よりデカイ女、発見!!」


　その通りだった。巨漢の秋嵩が横にいたせいで気付かなかったが、七瀬の身長は実に一八〇前後あった。加えてハイヒールを履はいているため目線は静馬より二センチほど高い。


　大作はギャラリーに混じっている涼子に振ふり向いた。


「……だ、そうですよ。よかったですね、涼子さん？」


「あたしを引き合いに出すんじゃないわよ！」


　周囲の注目を集めてしまった涼子は、静馬チームのベンチの後ろに移動して、袋に入ったままの木刀の先で大作の尻しりを小こ突づいた。


「へえ～、あんたの彼女？　可愛らしいじゃない」


「違う違う！　あんなん、ぜんぜん可愛ない!!」


「あえてそっちを否定するのか……？」


　王子は小首を傾かしげながら、割わり箸ばしで牛丼の塊かたまりをすくい上げて口に運ぶ。食べる速度は本当にゆっくりだが、一口あたりの量はかなり多い。


「静馬さん、余計なことをしてる間にも刻こく一いつ刻こくと時間が……」


　大作の言葉を聞いた静馬は、胸の前でくっつけた両手を左右に広げ、餅もちを伸のばすようなジェスチャーをした。どうやら『引き伸ばせ』という意味らしい。大作は王子の牛丼をちらりと見た後、ベンチを立って涼子の元に駆け寄った。


「すいません涼子さん。ちょっと頼たのまれてもらえますか？　あのですね……」


　大作は爪先立ちになって涼子に耳打ちする。その様子を冷ややかに眺めながら、七瀬は両手の指を組んで腕を伸ばし、気け怠だるい声を上げて伸びをした。


「んん～、フフ……何の相談だか知らないけど、よほどあたしと闘いたくないみたいね。あたしだって、汗臭い野や郎ろう相手の殴なぐりっこなんて興味ないわ。だからこうしましょう。あたしを捕まえることができたらあんたの勝ちってのは、どう？」


「捕まえるだけでええやと？」


「ええ。それとも、その条件じゃ不満？」


「んなわけないやろ。そういうことなら話は別や！」


　静馬はちょっぴり下げ品ひんな笑みを浮かべると大喜びで突進した。七瀬は小馬鹿にするように目を細め、紅い唇をペロッと舐なめる。


「……サルね」


　ビュンッ！


　風を切る鋭い音とともに、銀色の波が空を裂いて走った。


「ぐうっ!?」


　身体を貫つらぬいた衝撃に、静馬はもんどりうって転倒した。すぐさま起き上がるが、胸に激痛を感じて顔をしかめる。Ｔシャツの胸が斜ななめに切り裂さかれて血がにじんでいた。


「な……何や、今のは？」


　ビシッ！


　再び銀光が一いつ閃せんし、何かが肩を浅くえぐって走り抜けた。その直後、見えない巨大な手に殴りつけられたように静馬の身体は吹っ飛ばされる。


「くっ……どないなっとんねん!?」


　傷を押さえて立ち上がった静馬は、七瀬の身体が紫色に瞬く燐りん光こうに包まれているのを見て愕がく然ぜんとなった。


「〈紫電しでんの薔ば薇ら〉──あんたに見切れて？」


　七瀬の赤い髪がフワリと広がった。十字を描くように振り下ろされた右手の先から銀色の波が放たれる。静馬はそれを〈紅い牙〉で迎むかえ撃うったが、銀光は熱気の衝撃波を貫通してきた。神気を帯おびた拳で叩き落とそうとすると、手首に触れた銀色の波は形を変えて腕に食らいついた。


「おわああっ!?」


　獣けものに嚙かみ付かれたような痛みに、静馬は思わず振り払おうとするが、金属の擦こすれ合う音を聞いてハッと気付いた。腕に食らいついていたのは獣の顎あぎとなどではなく、銀色の鎖であった。その先端には薔薇の蕾つぼみを模もした重りが付いている。


「こ、こいつは……」


　銀光の正体は七瀬が腕に巻き付けていたチェーンだった。七瀬は三メートル以上もある分ふん銅どう付きの鎖の鞭むちを、目にもとまらぬ速度で操あやつっていたのである。静馬の身体を吹き飛ばしたものは、静馬や秋嵩が放ったようなエネルギーの波動ではなく、鞭の先が音速を超えたことにより発生した本物のソニックブームだったのだ。


「それで防ふせいだつもりかい？　甘いね……食らいなァ！」


　バチィ!!


　青白い光がチェーンを走り、電撃に身体を貫かれた静馬は膝をつく。チェーンを走る電光の瞬きがまるで薔薇のトゲのように見える──それこそが〈紫電の薔薇〉の正体だった。


「さあさあ、逃がしゃしないよ！」


　七瀬はチェーンを引いて静馬を前のめりに引き倒すと、左腕のチェーンを振るって静馬の背中を一撃する。


「んがッ！」


　電撃をともなった鞭攻撃に、静馬はたまらずのけぞった。Ｔシャツをやすやすと引き裂く威い力りよくは左手で操っても変わらなかった。左右に転がって避けようとするが、左手首にチェーンが食い込んでいて逃のがれることができない。


「ほお～ら、もっといい声でお鳴きッ!!」


　七瀬は高笑いしながらチェーンを振るう。静馬は身体を丸め、柔道で言うところの『カメ』になって耐たえた。ベンチに戻ってきた大作はその光こう景けいを見て呆ぼう然ぜんとなる。


「ああっ、ちょっと目を離はなしたスキに静馬さんが調ちよう教きようされてる!?　それにあの鞭、なんかピカピカ光ってるような……」


「どうやら電でん撃げきのようだな」


　王子が冷静に答える。大作はおうむ返しに尋たずねる。


「で、電撃って……スタンガンは反はん則そくでしょう!?」


「いや、あれもおそらくは〈神威の拳〉だ」


「もはや何でもアリですか!?」


「詳くわしいことは知らんが〈神威の拳〉には属ぞく性せいというものがあるらしい。中ちゆう華か思し想そうの八卦はつけになぞらえて、『天・月・雷・山・風・火・水・地』の八種類に大別されるという話だ。単純に当てはめると、静馬が〈火〉でさっきの男が〈山〉、そしてあの女は〈雷〉ということだな」


「じゃあ先生は……王子のは何なんですか？」


「さあ……何だろうな」


「そんなことも知らずに闘ってたんですか？」


「だから詳しくは知らんと言ってるだろ。属性といっても、おおよその性質を表しているだけだからな……それより、奴が何か訴うつたえているようだぞ」


　言われて大作は静馬の方に目を戻した。四つん這ばいになった静馬が、身体の下から凄すさまじい形ぎよう相そうでこちらをにらんでいる。もちろんタオルを投げろという意味ではありえなかった。目の前の強敵よりも気になっていることがあるのだ。


「わ……分かりました！」


　力強くうなずいた大作は、王子の手元の牛丼タイマーを見た。残りは約四分の一。


「ねえ王子、牛丼につきものと言えばやっぱり七しち味み唐とう辛がら子しですよね？」


　あまりに唐とう突とつでわざとらしい台詞と、いつの間にか大作の右手に出現した七味の小こ瓶びんの不自然な怪しさに、王子はしばし絶ぜつ句くした。


「まさかお前、わざわざそれを買いに……？」


「細かいことは気にしないでくださいよ。ほら、僕がかけてあげますから」


「い……いや、余計な気き遣づかいはけっこう！」


　大作の七味攻撃を避さけるため、王子は牛丼を頭上に持ち上げて安全な距きよ離りを保たもった。すると大作は意外にあっさりと引き下がる。


「そうですか。いらないんならいいんですけどね……」


　大作が七味をポケットにしまったのを見て、王子は怪訝に思いながらも牛丼を膝の上に戻す。しかし、その丼の中身を見て頰を引きつらせた。牛丼が真っ赤な七味の山に埋もれていたからである。


「……あ、ごめん。中ブタが取れてたわ」


　背後に立っている涼子が謝った。その手には空になった七味の瓶が握られている。大作の七味は囮おとりだったのだ。大作は啞あ然ぜんとしている王子を見て小さくガッツポーズを取ると、立ち上がって叫んだ。


「静馬さん、時間なら大丈夫です！　思う存分やっちゃってください!!」


「でかした大作！」


　静馬は弾はじかれたように起き上がると、腰のベルトを引き抜いて七瀬のチェーンを迎え撃った。革のベルトとチェーンが絡からまり合い、静馬と七瀬は互いの両手を引き合う形になった。


「どや!?　これでもう鞭は使われへんやろ！」


「ハン、味なことをやるわね……でも！」


　七瀬は左手首を回転させてチェーンに螺ら旋せん状じようの波を加えた。チェーンがベルトを巻き取り、手元に引き寄せる。負けじと静馬が右手に力を加えると、ベルトは半ばから引きちぎれた。


「とんだサル知恵だったわね……そうら！」


　静馬は足元を狙ねらって飛んできたチェーンをジャンプして避けると、右に向かって走った。電撃が身体を襲うが無視して猛もう然ぜんと走る。七瀬もその勢いに抗こうしきれずに同じ方向に走り出した。


　二人の行く手にいたギャラリーが慌てて左右に別れる。そこには桜の大木があった。


「お前が〈紫の薔薇の人〉なら、オレが目指すは〈紅くれない天てん女によ〉や!!」


「なに!?」


　静馬はさらに加速し、桜の幹みきを駆け登った。三メートルほど登ったところで幹を蹴ると、ついてきた七瀬の頭上を飛び越えながら、弛ゆるんだチェーンで輪を作り、それを七瀬の首に引っかける。静馬はそのまま桜の枝に飛び移り、反対側に着地した。


「え？」


　驚いて立ち止まった七瀬は、次の瞬間、空中に吊り上げられた。枝が滑かつ車しやの代わりとなり、そのため七瀬は自分のチェーンで首を吊られる結果になったのだ。


「チイッ！」


　七瀬は神気の電撃を放ったが、チェーンが触れている枝の方に逃げていき、静馬まで届かない。左手のチェーンを高い枝に巻き付けて体重を支えようとするが、その前に静馬が首に巻き付いた方のチェーンを引いたために呼吸が止まった。


「ヒッ……ぐっ……」


　地面から離れたヒールの爪先がジタバタと空を搔かく。その動きが少し弱まったところで静馬は手を離してやった。墜落して地面に尻しり餅もちをついた七瀬は、喉のどを押さえて激しく咳せき込んだ。


「スキあり～ッ！」


　背後から忍び寄った静馬は、二本のチェーンを使って瞬く間に七瀬をグルグル巻きに縛しばり上げた。チェーンは七瀬のリストバンドにつながっているため、両手を封ふうじるのはむしろ簡単な作業だった。静馬はもはや手も足も出なくなった七瀬を肩に担かつぎ上げる。


「さあ～て、どうしてくれようかこのアマ～ッ!?」


「キャアア～ッ！　こら、あたしに触んじゃないわよ!!」


「いまさら騒さわいだところでもう遅いわ！　オレの怒りはちょっとそっとのことではもうどうにも収おさまりがつかんのじゃ!!　お前みたいに涼子より性格の悪い女にはなあ……もはや禁断の最終奥義を使うしかあらへん!!」


「ええっ!?　な、な、何なのよ、それ～ッ!!」


　静馬は青ざめる七瀬の身体をお尻を前にして左ひだり脇わきに抱え、地面に立てた片膝の上に乗せた。


「草[image: ]流辱はずかし固め奥義ィィッ！」


　挑ちよう発はつ的てきな短いスカートをまくり上げて七瀬の大きなお尻をペロンと剝き出すと、さらに黒いパンティを一気に膝まで引き下ろす。


「必殺ゥ──〈ママのおしおき〉ィ!!」


　パァンッ！


　静馬の怒りの平ひら手て打うちが、七瀬の白いお尻に炸さく裂れつした。


「痛ぁ～い！」


　七瀬が悲鳴を上げるが、静馬は構かまわず連打する。


「悪い子！　悪い子！　お前はなんて悪い子だぁぁっ!!」


　パァンッ！　パァンッ！　パァンッ!!」


「いやあ～っ!!」


　前ぜん代だい未み聞もんの公開折せつ檻かんにギャラリー（とくに男）は色めき立ち、七瀬の丸出しのお尻を一目見ようと押し寄せた。静馬もリクエストに応こたえて、よく見える位置までわざわざ移動して折檻を続ける。


　たまたま近くにいた万騎たち一行は、ポカンと口を開けてその光景を眺めていた。


「はあ～……あれが草[image: ]流の奥義ですか」


「違います！」


　巴はいたたまれなくなってその場にしゃがみこんでしまった。一方、静馬チームのベンチでは、大作が心しん底そこ感かん服ぷくしたように言う。


「凄すごいなあ……確かにあれは最終奥義ですよ」


「あんな破は廉れん恥ちな技のどこがよ!?」


　同じ女として見るに耐たえないという顔の涼子の横で、すでにコメントする気も失せた王子は、七味まみれの牛丼をどう処しよ理りしようかと考えあぐねていた。


　当初は派手に悲鳴を上げていた七瀬は、しばらく声を押し殺していたかと思うと、急にせきを切ったように泣き出した。さっきまでの威い勢せいのいい高たか飛び車しやな態度とは打って変わって、まるで小さな子供のように泣きじゃくる七瀬を見て、静馬はようやく許ゆるす気になった。さんざんひっぱたかれたお尻は手形だらけで、真っ赤に腫はれ上がっている。さすがに叩き疲れた静馬は、一仕事終えたという満足げな笑みを浮かべて額の汗を拭った。


「ふう～……この技だけは使いとうなかったんやけどな」


「噓うそをつけ。楽しんでいたろう」


　やってきた刹羅がほとんど感情のこもっていない声で言った。


「仲間がやられとるっちゅうのに助けにけえへんのやな。怒ってないんか？」


「敗者が受ける当然の罰ばつだ。七瀬にはいい薬だろう」


「ほーお……そらまたクールなこって」


　静馬は七瀬を立たせて刹羅の方に押しやる。刹羅はまだベソをかいている七瀬に自分のインバネスをかけてやった。チェーンを解かれて両手が自由になった七瀬は、まずパンティをはき直してから、あらためて眉を吊り上げて怒り出した。


「キィィ～、畜ちく生しよォ！　こ、このあたしによくも……よくもこんな大恥かかせやがって！　刹羅、このバカを早いとこ八つ裂きにしてやってよ!!　首ちょん切って漬つけ物もの石いしの代わりにしてやるのよ！」


「お前はさがっていろ」


「で、でもこいつは……！」


「さがっていろと言っている」


　刹羅は冷たく言うと、右手を突き出して七瀬の胸許に押し当てた。


「キャアアァァ～ッ！」


　悲鳴がドップラー効果で遠ざかっていく。軽く押されただけで、七瀬の身体は風に吹かれた落ち葉のように吹き飛んでいき、ＫＯＧ陣地にいる秋嵩にキャッチされた。刹羅は静馬に向き直ると、七瀬のチェーン攻撃で全身に負おった擦すり傷を見て尋ねた。


「けっこうやられたようだが……俺と手合わせする体力は残っているか？　他のメンバーと交こう代たいしてもいいんだぞ」


「バカにすんな！　これくらい、ハンデのうちにも入らんわい」


「そうか……よかろう」


　刹羅は静馬を促うながして試合場の中央に歩み出た。那智を倒したＫＯＧのリーダーの登場に弛ゆるんでいた園内の雰囲気が引き締しまる。


「俺は故ゆえあって素す性じようを明かすわけにはいかん……だから、お前がその技をどこで習しゆう得とくしたものかは尋ねん。しかし、この二連戦で俺はお前の闘い方を目まの当あたりに見たが、お前の方は俺の闘い方を知らないはずだ。それでは不公平だ」


「そらそうやけど、そこがストリートファイトの醍だい醐ご味みっちゅうやつとちゃうんか？」


「俺がここに来たのは、自分がどれほどの男かを知るためだ……不ふ意い討うちで勝っても意味がない」


「ふうん……で、どうするつもりや？」


「まずは俺の手の内を明かしておく。俺の習得した〈神威の拳〉の体系には『七つの流法』が伝えられている……それぞれについて詳しく述のべることはできないが、教えるのは一つで十分だ。俺が操あやつる流法は──」


　刹羅は右手を軽く振った。黒い旋風が巻き起こり、静馬に向かって走る。反射的にガードした静馬は、小さな龍が鱗うろこをこすり付けていったような感触を味わった。


「俺が操るのは黒き風……〈凶まがツ風の刹羅〉が俺の通り名だ」





　　　　八





　第三戦──静馬対京極刹羅。


　四部からなる楽劇《ニーベルングの指環》のハイライトを収しゆう録ろくしたＣＤは、第三部〈ジークフリート〉から第四部〈神々の黄昏たそがれ〉へと進んでいた。ソプラノとテノールによる合唱が響く中、刹羅と対峙した静馬はこれまで感じたことのない高こう揚よう感かんに包まれていた。


　慶一郎から感じる重い威い圧あつ感かんとも、複数のバイパーズを同時に相手にした時の荒々しくささくれた気分とも違う。居いても立ってもいらいれないほど切羽せつぱ詰つまっているくせに、その一瞬一瞬が蜜みつのように純じゆん粋すいで充実したかけがえのない時間に感じられた。それは、ようやく自分と等しい力を持った相手と巡めぐり会えた喜びに他ならなかった。


　京極刹羅が〈神威の拳〉を伝える流派の正式な鍛たん練れんを積つんでいることは明らかだった。口振りからすると同じ門下生の中にも並ぶ者はいないようである。秋嵩と七瀬ですら刹羅の露つゆ払はらいでしかないのだ。そんな相手にほとんど我が流りゆうの自分がどこまで通用するのか──その不安はかえって静馬の闘とう志しを奮ふるい立たせた。


（南雲のアホをこの手で倒すまで、オレは誰にも負けられんのや！）


　静馬は高い息吹の声を上げた。


「ハアアアアァ……」


　静馬の体内で神気の炎が燃え上がるのと呼こ応おうして、刹羅の周囲に黒い風が渦を巻き始めた。局地的な低気圧が発生したかのように、公園内に湿しつ気けを帯おびた冷たい風が吹き荒すさぶ。試合場全体が刹羅の風の結界に包まれていた。


「おっしゃ、行くぜェッ！」


　炎の尾を引きながら静馬は突進した。神気の炎を帯びた拳を叩き付けると、刹羅は渦巻く小竜巻をまとった掌を突き出す。


　ギャァァン!!


　金属同士がこすれ合うような鋭い音が響く。静馬の拳は刹羅の掌で止められていた。拳と掌の間の数センチの空間で炎と風がしのぎを削る。二つの〈神威の拳〉の最初の激突は完全に互ご角かくだった。


　いったん飛びすさった静馬はすかさず〈紅い牙〉を放った。刹羅の身体を包む黒い旋風が真紅の衝撃波を飲み込み、遮しや断だんする。


（なんちゅうバリアーや。こら密着せんと勝負にならん！）


　防ぼう御ぎよに徹てつすれば必殺の〈炎の虎〉ですら無む効こうにする鉄てつ壁ぺきの結けつ界かいだと静馬は直感した。しかし刹羅は静馬の動きが止まったのを見逃さずに攻撃に転じる。


「──そこだ！」


　振り下ろした手刀から黒い烈れつ風ぷうの刃やいばが生じ、石畳を削けずりながら襲いかかった。右にも左にも避けることのできない高速の刃を、静馬は白刃しらは取どりの要領で両手で挟はさみ取る。


「こ……こいつは!?」


　まるで本物のギロチンのような冷たく硬こう質しつな感触に、静馬の背筋に戦せん慄りつが走った。両手から放射する熱気が刃を膨ぼう張ちようさせて砕いたが、まったく安心はできなかった。一発でも食らえば戦闘不能である。


（こんなん、いつまでも避けられへんぞ！　一気にカタつける以外にないわ!!）


　静馬は覚かく悟ごを決めて踏み込んだ。正面からきた二発目の烈風ギロチンを横っ飛びに躱し、右に回り込みながら接近を試みる。刹羅はふわりと跳躍すると、両手を大きく広げて羽ばたくように振った。


　キィィン！


　耳鳴りに似た鋭い音がしたかと思うと、静馬は全身に石つぶてを浴びたような痛みを感じた。無数の黒い羽は根ねが手裏剣となって襲ってきたのだ。立ち往生した静馬めがけて、刹羅は改あらためて烈風の刃を放つ。


　ザンッ！


　直撃を食らった静馬は余波で身体ごと吹き飛ばされた。


「ぐうっ……」


　左肩を押さえながら立ち上がる。腕がちぎれそうな痛みがあったが、まだ辛かろうじて動きそうだった。


「ほう、まだ立てるのか……さすがだな」


　刹羅はニコリともせずに言うと、再び黒い風を身にまといながらゆっくり近寄ってきた。


「しかしここまでのようだ。風の結界を破れる者などいない……」


　刹羅が手刀を振り上げる。静馬は砕けかけた敷石を叩き、刹羅に向けて弾き飛ばした。


　バキィン!!


　烈風の刃を受けた敷石が砕け散る。しかし次の瞬間、刹羅は静馬の姿を見失っていた。


「ここじゃあ！」


　右手からの声に刹羅が振り向くと、秋嵩の必殺投げで陥没した穴から静馬が飛び出してきた。砕けた破片が飛び散るのと同時に動いて身を隠したのである。烈風の刃を放った直後、風の結界が弱まることを見抜いたうえでの苦く肉にくの策さくだった。


「遅いな」


　刹羅は風の結界を再び張り巡らせる。それでも至近距離への接近を果たした静馬は渾こん身しんの一撃を放った。


「〈紅い牙〉ァァ！」


　衝撃波が風の結界を削る。しかし刹羅は眉まゆ一つ動かさない。


「食らえェェッ!!」


〈紅い牙〉を放ったその手を横に薙ぎ払い、続けて〈炎の虎〉を放つ。秋嵩を倒した〈十字烈火〉の連続攻撃である。ほとばしる爆炎が竜巻のような結界の表面を舐める。


「惜おしいな」


　刹羅はかすかに笑みを浮かべる。炎の舌に削られたものの結界はいまだ健けん在ざいだった。しかし静馬は攻撃の手を休めなかった。結界に肩からぶつかり、爆炎を身にまといながら地面を蹴る。


「昇しよう天てんせえやァァァッ!!」


　静馬は鳳ほう凰おうの翼さならがらに、黄金色に燃える炎の翼を広げて舞い上がった。


〈焰ほむら舞まい〉──一カ月前、この公園で闘ったお面の怪人を未完成ながらも敗退させた新必殺技の、それが最終形態であった。


　ボゴオォンッ！


〈炎の虎〉に倍する密度の爆炎に、黒い風の結界は紙のように焼き尽つくされた。噴ふき上がる火柱に巻き込まれた刹羅は、火だるまになりながら弾き飛ばされる。


「や……やった！」


　涼子と大作は身を乗り出した。普通人の肉眼ではとらえられない〈神威の拳〉の攻こう防ぼうも、見み慣なれた者には起きていることの察しがついた。


〈紅い牙〉から〈炎の虎〉、さらに〈焰舞い〉につなぐ最大威力の連続技を繰り出し、限界近くまで神気を放出した静馬は、着地するなりよろけて膝をついた。


「き……効いたか!?　これぞ乱舞奥義──〈紅ぐ蓮れん無む双そう炎えん舞ぶ〉や!!」


　うつ伏せに倒れていた刹羅は肩を震ふるわせると、地面に両手をついて身体を起こそうとした。起き上がってくるな──そう願いながらも、静馬は呼吸を整ととのえて神気の回復につとめた。華きや奢しやな体格からして肉体の防御力は秋嵩には及ばないはずだが、最後の〈焰舞い〉がクリーンヒットしていたかどうか自信がない。余よ波はで吹き飛ばされただけだとしたら、急いでトドメを刺さす必要があった。


「オ……オウ……」


　刹羅は意識が朦もう朧ろうとしているようで、四つん這ばいになったままでブルブルと身体を震わせた。


「お、おい……ありゃあ、なんかヤバいんじゃねえのか？」


　秋嵩が心配そうに言った。ベンチに寝そべってコンビニの氷でお尻を冷やしている七瀬は、横目でちらりと眺める。


「ああ……完全にキレちゃってるわね。刹羅があんなにやられたことないもの」


「呑気のんきにしてる場合かよ!?　止めねえと……」


「誰が止められるってのよ？　ああなっちゃったらもうおしまいよ……本家の使い手が道場ごと根こそぎ吹っ飛ばされたんだよ!?」


　七瀬は唇を歪ゆがめて嘲あざけるように笑った。


「いい気味だね！　あたしをこんな目に遭あわせた罰だよ。原形を留めてればいいけど……まず無理だね。きっとペチャンコさ」


　青ざめた秋嵩が立ち上がって呼びかけた。


「草[image: ]！　さっさと逃げろォ!!」


　その声は静馬の耳には届かなかった。刹羅の身体に起きた異変に釘くぎ付づけになっていたからである。


「オオオオォ──ッ!!」


　四つん這いになった刹羅の背中から、巨大な黒い炎の柱が噴き出した。炎に見えたそれは真中から左右に分かれ、二枚の漆黒の翼に変わる。刹羅は翼に支ささえられるようにしてゆらりと立ち上がると、身体を反らせて両手を広げ、羽ばたくように振った。


　ビュオウッ！


　突とつ如じよ巻き起こった黒い旋せん風ぷうに襲われ、静馬は腕で顔を覆った。激しい突とつ風ぷうが試合場の周囲を駆け抜ける。風が止み、顔を上げたギャラリーは試合場から二人の姿が消えていることに気付いた。


「ふ……二人はどこへ!?」


　周囲を見回した大作は、隣となりにいる王子の様子を見て怪け訝げんな顔になった。


「ど、どこを見てるんです？」


「上だ」


　そう言って、王子は空を指差した。





　その時、刹羅の起こした竜たつ巻まきで吹き飛ばされた静馬は、地上から約一二〇メートル上空にいた。


「うおお～、こりゃまた絶ぜつ景けいかな～っと！」


　半なかばヤケクソ気味に笑う静馬の眼がん下かには、日没直後の池袋の夜景が広がっている。渦うず巻まく竜巻の結けつ界かいの中、静馬の身体は無重力状態で宙に浮いていた。結界は球状になっているらしく、空中を泳いでいくと、どの方向へ行っても風の壁にぶつかって跳ね返されてしまう。目の前にサンシャイン60がそびえているが、さすがに誰も気付いていないようだった。


「俺をここまで本気にさせた男は……草[image: ]、お前が初めてだ」


　その声に、静馬は頭上を振り仰いだ。巨大な満月と、それを切り抜く闇の翼を背負った、堕だ天てん使しそのものの姿をした刹羅が見下ろしている。凄すさじい殺気をそよ風のように受け流しながら、静馬は言う。


「お空の散歩とは、なかなか酒落しやれとるやないか。女子供が喜びそうや。お一人様三千円で営業せえへんか？　大おお儲もうけできるで」


　その軽口に、刹羅は表情こそ変えないものの、どこか途と惑まどっている様子がうかがえた。


「恐怖はないのか……？　この結界を解けば墜つい落らく死しは免まぬがれんのだぞ」


「生かすも殺すも気分次第ってか？　まあそう慌てんな。ケンカはもっと楽しゅうやらんとな」


「ケンカ……これをケンカだと言うのか？」


「おうよ！　男同士が自分の強さを確かめるためにやんのがケンカってもんや。殺し合いとは別モンやろ……違うか？」


　刹羅は押し黙だまった。草[image: ]静馬という男を理解しかねるという顔だった。


「……ならば、この圧倒的な力の差はどう見る？　これでケンカが成り立つと言えるのか？」


「圧倒的？　圧倒的ねえ……ふうん……」


　静馬は座禅を組み、ついでに腕組みもしてふわふわ漂ただよいながら首をひねった。無重力の感覚を楽しむように身体にひねりを加えて回転すると、ぴたりと止まって刹羅を指差す。


「オレと闘って初めて本気になったっちゅうたな？　でもオレは、お前より強い奴と闘ったこともあるで。あいつやったら、お前らのチーム三人同時に相手にしても、紅ショウガ食うてる間に倒すやろな」


「フッ……バカな」


「この世にはアホほど強い奴はゴロゴロおんねん。確かにお前は強いけど、圧倒的っちゅうのは言いすぎやな。まあぶっちゃけた話、オレの方が強いし」


「な……に!?」


　その言葉を聞いた刹羅はいきなり逆上した。


「草[image: ]……いまの言葉を取り消せ！」


　刹羅は烈風の刃を放った。静馬はひょいと横に動いてそれを避ける。その動きがあまりに簡単だったので、刹羅は二発目を撃とうという姿勢のまま我が目を疑ったように硬こう直ちよくした。


「な……何をした？」


「え？　何のことでしょう？」


「どうやって避けたのかと聞いている！」


「そんなん避けるに決まっとるやろ。だって当たったら痛いやん？」


「くっ……！」


　バカにされた刹羅は反射的に二発目を放った。静馬は自由の利かないはずの無重力空間にもかかわらず、横にぴょんと跳とんで黒い刃を避ける。続けて放たれる烈風の刃をやすやすと躱しながら、静馬は結界内をジグザグに飛ひ翔しようし、ついに刹羅の目の前に躍おどり出た。


「いよう、ジークフリート！　最終ラウンド開始や!!」


　静馬の右ストレートが刹羅の顎あごをとらえた。直後、結界が消しよう失しつし、刹羅は三〇メートルほど落下したところでようやく体勢を立て直す。


「愚おろかな奴……自殺行為を！」


　墜落したはずの静馬の姿を捜さがしていると、不意に頭上から声が聞こえてきた。


「どこ見とんねん。最終ラウンド開始て、聞いてなかったんか？」


　上空を振り仰あおいだ刹羅は、頭上に満月をいただき、ポケットに両手を突っ込んだまま空中に浮いている静馬を見て愕がく然ぜんとなった。


「驚いた顔はけっこうマヌケなんやな……まあそうビックリせんでもええやろ。同じ〈神威の拳〉の使い手や。自分の体重を消すくらいのことはできんとな」


　静馬はニヤリと不ふ敵てきに笑った。全身に火の粉このような神気の粒りゆう子しをまとっている。慶一郎の言葉からヒントを得て以来、こっそり鍛たん練れんを続けてきた仙せん術じゆつ気き功こう法ほうによる肉体操作の応用だった。


「ま、体重を消すゆうても自由に空を飛び回れるわけやないけどな。カッコつけて落ちてるだけやが、もうひと勝負はできるで！」


「よかろう……受けてやる！」


　刹羅は〈凶ツ風〉の結界を強化すると、闇の翼を広げて上昇する。静馬は空中で反転し、〈焰舞い〉と同じ黄金の翼をまとって急降下した。


「爆ばく炎えん奥おう義ぎ──〈火の鳥〉!!」


「絶ぜつ神しん奥義──〈闇あん黒こく天てん翔しよう〉!!」


　黄金の鳳ほう凰おうと、漆黒の堕天使が空中で激突した。





　　　　九





「もう～……いったいどうなってんのよ!?」


　涼子は夜空を見上げて苛いら立だった声を上げた。それは周囲のギャラリー全員の意見でもあった。上空を見上げたまま微び動どうだにしない王子が、不意に口を開いた。


「……どうやら決着はついたようだな」


「え？」


　バキバキバキィ！


　立て続けに枝の折れる音が響いたかと思うと、桜の大木の上の方から黒い塊が飛び出し、ギャラリーの頭上を越えて噴水に落下した。巨大な水しぶきが上がり、周囲の観客たちは慌てて逃げまどう。


「ま……まさか!?」


　人込みをかき分け噴水に駆かけつけた涼子と大作は、波打つ水面から起き上がった人影を見つけた。特とく徴ちよう的てきな赤しやく銅どう色いろの肌はだとトレードマークの虎縞のバンダナ──草[image: ]静馬である。


「し、静馬……!?」


「静馬さ～ん！」


　近寄ろうとした二人は途中で足を止めた。静馬が水の中に手を突っ込み、白髪の青年の胸倉を摑み上げて怒ど鳴なり声を上げたからである。


「おい……京極！　いったいどういうつもりや!?」


　静馬はハイネックのシャツの胸むな許もとを摑んで揺さぶり、血の気のない刹羅の頰に平手打ちをした。


「なんで最後の最後に躊ちゆう躇ちよしたんや!?　なんで手加減した!?　答えんかい、京極ゥ!!」


　周囲の人間には静馬が何を怒っているのか理解できなかった。あるいは王子一人は知っていたかもしれない。〈火の鳥〉と〈闇黒天翔〉は正面から激突したわけではなかった。


　その直前、刹羅は失しつ速そくして軌き道どうを外れ、〈火の鳥〉の炎の翼に叩き落とされたのである。


「こら、ボケ！　起きろっちゅうとんねん!!」


　何度も揺り動かされた刹羅はうっすらと目を開けた。静馬の顔を見るとビクリと身体を震わせ、低くうめいて顔を歪めた。


「まさか……!?」


　静馬は刹羅の身体を探った。左の胸に触ふれると、刹羅は苦しそうに頰を引きつらせる。シャツを力まかせに引き裂さいた静馬は、その下から現れたものを見て眉まゆをひそめた。刹羅の左胸にはミミズ腫ばれのような紫むらさき色いろの線が縦たてに一本、走っていたのである。静馬との闘いの途中で負った傷でないことは明らかだった。


「お前……肋ろつ骨こつにヒビ入ったまま闘っとったんか!?　なんでや!?　いったい誰が……」


　その時、静馬の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。


『ちょっと高いところから落ちたんでね……』


　病室で聞いた那智の言葉だった。この傷が那智の放った技によるものだと静馬は直感した。必殺の浴あびせ蹴げりか、あるいは静馬も知らない何らかの秘技が掠かすめたために、こんな傷が残ったのだ。まともに入っていれば入院したのは刹羅の方だったに違いない。


「そうか……お前、那智とは相あい討うちやったんやな……」


　その言葉を肯こう定ていするように、刹羅は自じ嘲ちようの笑みを浮かべた。


「フフ……草[image: ]、お前の勝ちだ……トドメを刺せ」


「アホぬかせ！　これはケンカやて言うたやろ」


　静馬は刹羅に肩を貸してやり、二人揃って噴水から上がった。待ち構えていた秋嵩と七瀬に刹羅を任せると、三人に向かって言う。


「〈ナイツ・オブ・ゴールド〉か……新しん参ざんチームにしてはまあまあ楽しめたわ。でもな……お前ら三人とも、ちっとばかし才能あると思てテングになりすぎなんじゃ！　もっぺん修しゆ業ぎようして出直してこい!!」


　静馬の勝利宣言にギャラリーが沸わく。秋嵩に背負われた刹羅と目が合った。


「京極……お前との勝負はノーカンにしといたるわ。まあそう暗い顔せんと、懲こりずにまた来いや」


　刹羅は答えず、ただ目を伏ふせただけだった。静馬は恨うらみがましい目つきの七瀬の方を向いて、意地悪く言う。


「おい、お前。ケツ冷やしすぎて風か邪ぜひくなよ～！」


「お……大きなお世話だよ！　さあ帰るよ、ウリ坊」


　少し変な歩き方の七瀬を先頭にＫＯＧは退場していく。彼らをを送ったのはワーグナーの《ニーベルングの指輪》ではなく、静馬のテーマ曲であるベートーヴェンの《交響曲第九番二短調》の第四楽章『歓かん喜きの歌』であった。


　静馬は大作と涼子は無視して、その後ろに立っている王子の前にきて尋ねた。


「お前、まさか知ってたんか？　京極が怪我してたって……」


「フッ……そんなことはもういいだろう。まあ、お前のギャグで腹を抱かかえて笑い転げるような男じゃないことは確かだったが」


「ふうん……まあええわ。それより、早よその牛丼食えや」


「え？」


　手に持っている弁当を指差されて、王子はたじろいだ。大作と涼子が追おい討うちをかける。


「そうですよ。食べ終わるまでに二人倒せなんて言っておきながら」


「食べ物は粗そ末まつにしちゃいけないのよ」


「粗末にしたのはお前らの方だろうが！」


「ちゃんと食べればそうはならないわよ」


「くっ……」


　三人から責せめられた王子は、七味たっぷり激げき辛から地じ獄ごく牛丼をしばし凝視していたが、やがて意を決して一気にかきこんだ。残り全部を頰張ったところで動きがピタリと止まる。


「……ウッ!?」


「おや、どうかしましたか王子？」


「…………」


　王子は大作の耳元でモゴモゴと何か呟つぶやくと、急に凄い勢いで駆け出し、ギャラリーを跳ね飛ばしながら一いち目もく散さんに逃げていった。


「……あいつ、何やて？」


「屁へのツッパリはいらないんだそうですよ」


　王子の捨て台詞を報告して、大作は肩をすくめた。





　　　　☆





　闘いが終わり、見物人が三さん々さん五ご々ご帰っていく中、巴はグルーピーの輪の中にいる弟を少し離れた場所から眺めていた。横にいる万騎に尋ねる。


「泉谷君……いつから知っていたの？　あいつがバイパーズのヒーローだって」


「ずいぶん前からですよ。なにしろこの辺じゃ有名人ですからね。草[image: ]静馬の名前を知らないバイパーズ通なんて間違いなくモグリです」


「そ、そうなの……」


　万騎に断だん言げんされ、巴はショックを隠しきれない顔で力なく呟く。


「ナギ～ッ！」


　聞き覚えのある声がした。金髪の少女がグルーピーを押し退けて静馬に駆け寄り、その腕に抱きついた。静馬は露ろ骨こつに迷惑そうな顔をしたが、少女は構わず猫ねこのように身体をすり寄せ、甘あまえた声をだす。


「ようやく出てきましたね、姫川さん」


　万騎は平へい然ぜんと言ったが、巴の方はそうはいかなかった。


「じゃ、じゃあ……姫川さんが追っかけてるバイパーズの男って……」


「ええ。ですから、先生が草[image: ]静馬の姉だと知れば、姫川さんも態たい度どを軟なん化かさせるはずですよ。強力な切り札があるわけですからね。猫にマタタビです」


　立て続けに明らかになる衝撃の事実の数々に、巴はすっかり打ちのめされていた。自分が何も知らなかったことを思い知らされたのだ。万騎は沙羅の隣にいるもう一人の少女を確認すると、唯に言った。


「やはり鬼塚さんも一いつ緒しよだったようだね。唯、話の方は頼たのむよ」


　万騎と唯、そして用もないのに連れてこられた鳴海の三人は、巴をその場に残して沙羅の元へ向かった。三人の姿を見ると、沙羅はあからさまに警けい戒かいの表情になった。


「何しに来たのよ？　話すことなんて何もないけど」


「すぐに済すむから聞いて。霧島先生のことだけど……姫川さんの方には非はないってちゃんと認めてくれたそうなの。クラスのみんなも姫川さんの味方だから、明日からも学校に来てほしいのよ」


「あんたら、わざわざそんなくだらないこと言うために来たわけ？　バカじゃないの？」


　唯の話を聞いて、沙羅は呆あきれ返ったように鼻で笑った。


「あの腐くされカボチャが認めようが認めまいが、あたしが正しいっていう事実は神の前に明らかなのよ。それに、自分で物も考えられない連中に味方になんかなられても、かえって邪じや魔まなだけね。あと、あたしは自分の自由な意志で学校に行ってるんだから、あんたに指さし図ずされるいわれはゼンゼンないわけ！　とまあ、そういうことね。おわかり？」


　いちいち文句をつけて反はん論ろんする沙羅に、困った唯が口をパクパクさせていると、横から万騎が助け船を出した。


「あの霧島という男はもう二度と君の前には現れないだろう。これで君が学校で不ふ愉ゆ快かいな目にあうことも少なくなるはずだ。我々としては君が友人として学校にいてくれることに価か値ちを見みい出だしている。できれば協力してもらいたい」


「ふうん……まあ、考えておいてやってもいいけど？」


「ありがとう。では僕たちはこれで退たい散さんするよ。明日また、学校で会おう……鬼塚さんもね。それじゃあ」


　隣にいる美雪にも挨あい拶さつすると、万騎は二人を促うながして早々に立ち去った。時間にしてわずか三分足らずの会話だった。





　およそ一時間後──


　万騎と唯は、四葉中からの帰り道の途中にあった。


「鳴海君……ずいぶん怒ってたわね」


　池袋から戻ってきてからずっと黙っていた唯が、長いこと考えていたことがまとまったのか、ようやく口を開いた。


「何事にも文句をつけるのが彼のライフワークだ。怒ってはいないさ。むしろ僕に感謝していると思うな」


　万騎はいつもの調子で答える。結局何もすることがなかった鳴海は、帰りの車の中でずっと文句を並べ続けていたのである。万騎はその文句一つ一つに嬉き々きとして応おうじていたが、二人の間に挟まれていた唯はたまったものではなかった。


「時間の無む駄だだって言ってたけど」


「過ごした時間を無駄にするか有ゆう意い義ぎなものにするかは本人の心がけ次し第だいだよ。僕らが池袋で過ごした時間は決して無意味なものではなかったはずだよ」


「あの公園って、いつもああいうことやってるの？」


「ストリートファイトは毎週あるけど、今日のは特別だったよ。おそらくバイパーズ・レイヴの歴史に残る闘いだったと思う。間近で観戦できた僕らはとても幸運だよ」


「そうなんだ……」


　唯はまた少し黙って、万騎の着ているオレンジ色のブルゾンを横目で見る。


「でも知らなかったな。カズ君がその……ＢＣＧだっけ？　そんなのに参加してたなんて」


「誰にでも秘密はあるさ。あえて自じ慢まんするようなことでもないし」


「ＢＣＧって結局何なの？　自警団って言われもよく判らないんだけど」


「非ひ営えい利り目的のボランティア組織だよ。ケンカの仲ちゆう裁さいに酔っ払いの処理、迷まい子ご捜さがしからストーカー退たい治じまで、日常のトラブルを解決して平和を守ることが〈ブラインド・シティ・ガーディアン〉の目的だ」


　万騎は唯に背中を向け、リバーシブルになっているブルゾンの背中に刺し繡しゆうされた、三対の翼を持つ天使の絵え柄がらを見せた。


「これは大天使ラファエルをモチーフにしたＢＣＧのトレードマークだよ。〈癒いやす者〉という意味の名を持つラファエルは人類全体の守護天使で、人を癒し、若者を保護する……とくに弱い立場の者を守しゆ護ごするという役目がある。それらしいだろう」


「キリスト教と何か関係が？」


「象しよう徴ちようとして使っているだけだよ。ＢＣＧは宗教団体じゃない。自分の良心や道徳心に従って行動することを規き範はんとして結成された組織だ。もっとも、日本でこういう組織が本質を歪めずに存在し続けることはとても難むずかしいだろうけどね。なにしろこの国は現代のソドムとゴモラ、あるいは崩ほう壊かい前ぜん夜やのバビロンに例えられるほどの悪あく徳とくに染そまっているんだ。日本で何年か生活していたフランス人の女性が『次に原爆が落ちる時は必ず日本にも落ちる』と言っていたそうだよ。その悪徳ゆえに神が落とさざるを得ないんだとね」


「こ……恐いこと言わないでよ」


「そうならないためにＢＣＧがあるのさ。だから究きゆう極きよく的てきな目的はモラルを作り上げ、それを維い持じすることにあるんだと思う。これは大事業だよ。とても一人じゃできない」


　淡々と、しかし自信と決意に満ちた口調で話す万騎を、唯は少し眩まぶしそうな目で眺めた。


「ふうん……すごいんだね。カズ君って」


「そう有り難がるほどでもないよ。自分がやるべきだと思ったことを、できる範はん囲いで実行するだけだからね。自分を無にしてまで社会に尽つくすというのとは根本的に違うんだ。今だって、僕は唯を無事に家まで送り届けるためにここにいるだろ？　この瞬間、どこで誰が困っていようとも関係ないね。僕にとってはこの任にん務むが最優先なんだ」


　そう言うと、万騎は歩きながら唯の手を握にぎった。驚いて逃げようとする唯の手をしっかりと摑まえて離さない。


「ちょ、ちょっとカズ君……離してよ。もう小学生じゃあるまいし」


「なんだい、すると唯は小学生で幼馴染みだからという理由で僕と手をつないでいたのかい？　それは聞き捨てならないなあ」


「そういうことじゃないけど……」


「僕は相手が唯だから手をつないでいたのであって、他の女の子とは絶対に手をつながないという覚悟をもってつないでいたんだ。それなのに君は違ったというのかい？　それは重大な裏切り行こう為いだよ」


「どうして裏切りなのよ!?」


「だって、僕たちは正式に婚こん約やくした仲じゃないか。そうだろう？」


「……ほ、保ほ育いく園えんまでさかのぼらないでよ」


「誓ちかいのキスまでしたんだから、もう無効にはできないよ。婚約を破は棄きするつもりなら違い約やく金きんを払ってもらわないと」


「あ、あのね……」


　万騎が完全に自分をからかっていることが分かったので、唯は反論をあきらめて手をつながれるままにした。万騎の手は意外に力強く、最初は驚いて途と惑まどったものの、昔を思い出して落ち着いてきたため、すぐに悪くないなと思えるようになった。そうなると、別の意味での緊きん張ちようと高こう揚ようした気分が湧いてきて、唯は少し頰を赤らめる。


「あ、あのね……ほら、カズ君って霧島先生に反論して一歩もひかなかったでしょ？　あの後、クラスの女子に評ひよう判ばんがよかったわよ」


「唯はどう思った？」


「え？　私はその……うん。カッコイイと思ったけど」


「惚ほれ直したかい？」


「な……直すとか直さないとかじゃなくて、高く評価してるってことよ」


「だったら、よし」


　万騎が微笑んだのを見て、唯は文句をつける。


「な、なによ……私にウケるために霧島先生とやり合ったわけじゃないんでしょう？」


「それを言うなら、クラスでの評判を上げるためにやったわけでもないよ。内なる要よう請せいに従したがったまでだ。ちなみに要請というのは妖精フエアリーとは別だからね。この場合は使命感のことだよ」


「説明されなくても判るわよ」


「だったらいいけど……まあ僕の場合、風紀委員の役目としてモラル的に厳きびしいことしか言わないようにしているから、その上がった評判もすぐに落ちるだろうね」


「もう少し評判を気にすればいいのに」


「それは意味がないね。風紀委員はみんなのお母さんじゃないんだ。甘えてもらっちゃ困る……むしろ嫌きらわれて煙けむたがられることの方が僕にとっては勲くん章しようだよ」


　万騎の断固とした物言いに、唯は半ば感心し、半ば呆れたような顔つきになった。それを見た万騎は少し表情をゆるめ、


「まあ……確かに口は禍わざわいの元だとは思うけどね。僕だって完かん璧ぺきな人間じゃない。欠点は認めざるを得ないよ。本当は霧島先生だってあそこまで逆上させるつもりはなかったんだけどなあ……むしろ僕は彼を救おうとさえ思っていたんだよ。そういう意味では僕ほど善意にあふれた人間はいないと思うんだけど……今日だって、できるだけ感情を交えずに冷静に理り路ろ整せい然ぜんと話すように心がけたのに、どうして怒ったんだろう？」


「それはやっぱり……理路整然と面めん子つを丸まる潰つぶれにしちゃったからじゃないの？　私、わざと怒らせてるんだと思ってた」


「霧島先生に潰れるような面子はないはずなんだけどなあ……」


「誰だってプライドはあるわよ」


「分ぶん不ふ相そう応おうなプライドを持つから、それを守るために自分を騙だまして、無意味な虚きよ勢せいを張った挙あげ句く、周囲にも迷惑をかけるんだろう？　五十年近く生きてるんだから、自分が持っていい程度のプライドをわきまえてほしいね。大人なんだから」


「……そういう冷めたところがカズ君の欠点なのよ、きっと」


「人間の心の弱さまではフォローできないね。しかし……まだまだ僕も未熟者ということか」


　万騎はため息を吐き、軽く肩をすくめた。


「そういうわけだから、僕のやっていることは一部の人にしか理解されないし、周囲の評価は下がる一方かもしれないけど……唯だけは味方でいてくれるよね？」


「それは……まあいいけど、女子の評判だけはもう少し上げてほしいわ。幼馴染みとしては肩身が狭くて」


「いいじゃないか。僕としては唯が理解してくれれば他の女はどうでもいいんだよ。これを『天上天下唯が独尊』と言う」


「…………」


　唯は口を半開きにしたまま、しばし絶句した。万騎は嬉々として解説を加える。


「この場合『唯我独尊』の『我』はひらがなに変えてあるわけだよ。つまり……」


「判るけど……そのギャグをいったい誰が理解できるの？」


「鳴海だったら『泉谷にしては風ふう流りゆうだな』くらいは言うはずだよ」


「……いい友達ね。大事にしなきゃ」


　唯は付き合いきれないという顔をしたが、その言葉の真に意味するところを考えると、急に鼓こ動どうが早くなるのを感じた。ちらりと万騎を見ると、少し悪戯っぽい笑みを浮かべて唯を見ている。


「ところで今度の日曜に予定はあるのかい？　なければ僕とデートしよう」


「な、なによ急に……」


「幼馴染みに孝行しろと言ったのは唯の方だろ？　姫川さんの問題も片付きそうだし、風紀委員も少しヒマになるだろうからね。それに婚約者をデートに誘さそってはいけないという法はない」


「もう……カズ君って、そんなに強ごう引いんだったかしら」


「たまにはいいだろ。緊急にぜひともそうしろという内なる要請があったんだよ」


　そう言い訳しながら、万騎が照れ隠しに怒ったような顔をしたのを見て、唯はクスクス笑った。


「いいよ。ちょうど空あいてたし」


　唯はそう答えて、少し大人になった幼馴染みの手を握り返した。





　　　　☆





　その頃──鬼塚家の居間。


「お前が味付けに失敗するとは珍めずらしいな」


　いつもより遅い夕食の席で、鉄斎は味み噌そ汁しるを一口飲むなり慶一郎をにらんだ。


「すいません……舌が荒れてまして」


　唇を真赤に腫らした慶一郎は、白湯の入った茶碗を手にしたまま頭こうべを垂たれる。


　美雪はその会話には参加せず、少し笑いをこらえているような顔で、黙って塩しお鮭じやけをつついていた。










　第二十三話　勇者教師・白昼の大決戦







〈六月二十九日──晴れ〉





　今日は土曜日。一週間続いた研修もいよいよ最終日だ。


　昨日はいろいろとトラブルもあったが、この中学で俺のすべきことがなくなったわけではない。いや、それどころか逆にはっきりとしたと言ってもいいだろう。


　もはや容よう赦しやはしない。


　さあ──懺ざん悔げの時間だ。








　　　　一





　ＡＭ九：一〇──四葉中・第二校舎。


　黄色いリュックとローラーブレードを背せ負おった沙羅は、階段を二段飛ばしに駆かけ上がり、人気のない廊下に躍おどり出た。完かん璧ぺきに遅ち刻こくしておきながら何を恥じるでもない堂々とした足取りで廊ろう下かを進み、二年Ｃ組の教室の前で立ち止まる。大きく深呼吸してから、把とつ手てに手をかけて一気にドアを開けると、いつもの挨あい拶さつとともに教室に乗り込んだ。


「Goooood morniiiing !!」


『グッモーニ──ン!!』


　クラスメート全員から挨拶を返され、沙羅はギクリとして立ちすくんだ。月曜以来、慶一郎の定位置となっていた壁かべ際ぎわに立っている斎藤教諭が、エスコートするように道を開ける。


「お待ちしていましたよ、姫川さん。ささ、どうぞ席についてください。特別講義が始まりますから」


　クラス中の馴なれ馴れしい視線にさらされながら、沙羅は居い心ごこ地ちの悪そうな顔で窓際の自分の席に向かった。前の席の美雪に軽く手を振り、席についたところで、ようやく教きよう壇だんに立っている大男に気付いた。


「……よし、これで揃そろったな」


　慶一郎は教卓に手をつき、教室を見回した。


「この時間は斎藤先生の御ご厚こう意いにより、一週間の研修の締しめくくりとして僕が授業を担当させていただくことになった。だが、その前にちょっと着替えをするので、一分間だけ待ってもらいたい」


　そう言って、慶一郎はいったん教室を出た。廊下から衣きぬ擦ずれとベルトを締める音がして、ちょうど一分後、再びドアが開いた。


「──え？」


　戻ってきた慶一郎を見て、生徒たちは皆、意表をつかれた顔になった。慶一郎が見み慣なれた地味なスーツから普段着に着替えていたからである。


　グレーのＴシャツの上に着き古ふるした革かわジャンを羽は織おり、ダークグリーンのアーミーパンツに、登山用のごついブーツで足元を固めている。ダテメガネは外し、きっちり櫛くしを入れてオールバックにしていた髪も、無む造ぞう作さに撫なで付けたラフな感じに戻していた。そして何より、中学にいる間だけはと封ふう印いんしてきた武闘家の魂たましいを解放したため、目の輝かがやきがまったくの別物になっている。いつでも外敵と闘う用意ができている城主が住む、完かん全ぜん武ぶ装そうした鋼鉄の城といったたたずまいがあった。


　ズンッ。


　教壇を踏みしめる重い足音が響いただけで、生徒たちはビクッとして居い住ずまいを正した。


「では、これより特別講義を始める！」


　慶一郎はそう宣言すると、教卓に身を乗り出して話し始めた。


「月曜から五日間にわたって授業に付き合い、校内の様子も一通り見せてもらったが……俺は非常に不満だ。君らはバカの言うことを真まに受けすぎる！　俺が三十年近く生きてきて確かめたことだが、中学生の頃に理り不ふ尽じんだと感じていたようなことは、大人になってから考え直してもやはり理不尽なものだ。つまり……今、君らが敵だと感じているものは、生しよう涯がい変わることなく敵であり続けるということだ!!」


　腹の底に響く力強い声で断だん言げんする。


「ところが君らは自分の敵から目をそらしがちだ。あえて対決しようとはしない。だが、それは闘うことが恐いからじゃあない。敵と対決せずに自分を殺すことの方が美び徳とくだという、闘わずして負け犬になるためのくだらん発想を教え込まれているせいだ！　しかしはっきり言おう。自分が自分であることを誇ほこりとし、それを侵す者があれば命を懸かけて闘う──それが人間の条件というものだ!!　世界中を敵に回すことよりも、自分が自分でなくなることの方がよほど恐ろしい……そうだな？　姫川」


　いきなり名な指ざしされた沙羅は驚きもせず、生なま意い気きそうに鼻を鳴らした。


「フン……分かり切ったことをいまさら言うんじゃないよ。そんなの基本だろ、基本！　その程度のことをいちいち教えられてるようじゃ人間の内にゃ入らねえよ。ブタ以下だね」


　リップサービスとも思える期待以上の回答に、慶一郎は大きく頷うなずいた。生徒たちの顔つきを観察すれば、沙羅の言葉にショックを受けて、心の中が嵐のように乱れているのが分かった。一人万騎だけは、そう簡単には納なつ得とくしないよと言わんばかりのポーカーフェイスで、慶一郎の次の言葉を待っている。


「もちろん闘うといってもその方法は人それぞれだ。昨日の泉谷のようなやり方もあるが、それを真ま似ねしろとは言わん。まずは不ふ服ふくの意志を示すことが第一歩だ。俺の場合で言えば、基本的な方針は中学生の頃から変わっていない……手て前まえ勝かつ手てに支し離り滅めつ裂れつな要求を押しつけてくる奴は、寝ね惚ぼけていないか確認してやることにしているんだ。俺の時代にも霧島のようなふざけた奴はいたが、ああいった手合いはまず髪の毛を摑んでひきずり回し、顔面に五、六発も食らわしてやれば、正しよう気きを取り戻してだんだん言ってることが首しゆ尾び一いつ貫かんしてくるものだ」


　いきなりきな臭い話になってきたのを、生徒たちは呆あつ気けにとられた顔で聞いている。慶一郎は獰どう猛もうな笑みを浮かべて続けた。


「十数年振りに戻ってきて調べてみると、どうも自分が何を言ってるのかもよく分からない寝惚けた教師が大勢いるようだ。君らも意味不明の寝ね言ごとに付き合わされるのはもうウンザリだろう？　そこでだ！　研修の仕上げとして、この俺が寝ている奴の目を覚さましてやろうと思う──用意はいいか、早乙女!?」


「はい！」


　ドアが開いて、骨折した右腕を三さん角かく巾きんで吊つり、顔面に包帯を巻いた早乙女教諭が入ってきた。左手にファイルを抱えた早乙女は、開け放したドアの横にしゃちほこ張って立った。姿こそ痛々しいが、同一人物とは思えないほど精せい気きにあふれた目をしている。


「準備は万全です。いつでも行けます！」


「……よし。ではこれから俺が直じき々じきに出向いて、バカどもを叩き起こしてやることにする。見学したい者は俺についてこい!!」





　　　　二





　バンッ。


　二年Ａ組の教室──ドアがいきなり荒々しい音とともに開き、教壇に立って授業をしていた三十代前半の男性教諭は驚いて振り向いた。ドアの方を見た時には、教室に乗り込んできたワイルドな格かつ好こうの大男が眼前に迫り、まさに拳こぶしを振り上げたところだった。


　ボグゥ！


　巨大な鉄拳を顔面に食らった男性教諭は、窓際まで吹っ飛ばされて床に転がった。


「うぐっ……」


　ボタボタとしたたり落ちる鼻血を押さえながら顔を上げると、教壇に仁王立ちしている慶一郎が、ついてきた早乙女に言う。


「罪状を述べてやれ！」


「ハッ！」


　早乙女は持ってきたファイルを開いて読み上げた。


「この教師は何かといえば内ない申しん書しよを振りかざし、生徒に対して普段から高圧的で傲ごう慢まんな態度で接せつしています。実際、内申書の内容も個人的な偏へん見けんによって大きく歪ゆがめられたものとなっており、たとえ成績は良くても相あい性しようの悪い生徒の評ひよう価かは不当に低く、コメントは根こん拠きよのない罵ば詈り雑ぞう言ごんと誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようで埋うまっています。このまま放置すれば生徒の将来に大きな障しよう害がいとなることは必ひつ至し！」


「な……何を言っているんだ、早乙女！」


　いきなり殴られたうえに生徒の目の前で勤きん務む態たい度どを酷こく評ひようされ、男性教諭は怒りに顔を歪めた。


「何のつもりだ？　俺はお前の先輩だぞ!?　いろいろと世話してやった俺にそんなことを言うのか、この恩知らずが！」


「だ……だからこそ、やらねばならんのです！」


　早乙女は義ぎ埋り人にん情じようを断ち切った者だけが見せる血を吐はくような表情を浮かべ、慶一郎に進言する。


「この教師は俺の大学の先輩で、確かに何かと世話になってはきました……しかし人間としての根性は腐くさりきっています！　南雲先輩、どうか思う存分やっちゃってください～ッ!!」


「うむ！」


　バグゥ!!


　強烈なハンマーフックが教諭の顔面にヒットし、白い壁に鮮あさやかな血しぶきが飛び散った。倒れたところを髪の毛を摑んでひきずり起こす。


「……ぼ、ぼぼぼうりょきゅ、は……い、いいか、いか……」


「聞き取れんぞ。はっきりしゃべれ」


　ガコォン！


　天に突き上げるアッパーカット一いつ閃せん。折れた前歯が宙を舞う。


　教諭はゴキブリのごとく床を這はいずって逃げようとするが、慶一郎は二歩で追いつき、襟首を摑まえてその顔を覗き込んだ。無む惨ざんに歪んだ顔は前歯が半分なくなり、鼻と口から絶え間なく血が流れ出している。しかし上うわ目め遣づかいに見ている目は恐怖に染まっているものの、許ゆるしを乞こうような殊しゆ勝しような色はなく、どこか不ふ遜そんで甘ったれた傲慢さがあった。自分がどうしてこんな目に遭あうのか納得できないという目である。そして慶一郎はこの目つきが大嫌いだった。


「反省の色がないな……早乙女、〈アイアンメイデン〉用意！」


「え!?」


　早乙女は虚きよをつかれた顔になった。慶一郎はもう一度繰り返す。


「聞こえなかったのか!?　〈アイアンメイデン〉用意だ!!」


「は、はい～ッ！」


　早乙女は硬こう直ちよくしている生徒の間をあたふたと駆け抜ぬけ、教室の後ろにあるロッカーにたどりつくと、中に収しゆう納のうされていたモップやほうきなどの掃そう除じ用よう貝ぐをすべて外に放り出した。ロッカーの扉を全開にして、慶一郎に報告する。


「よ……用意、完了いたしましたァ！」


「うむ、ご苦労！」


　慶一郎は凄い勢いで悪徳教師をひきずってくると、ロッカーに放り込んで扉を閉めた。


「オラアアアッ!!」


　ガコォン！


　気合いとともにロッカーに正拳を打ち込むと、スチール製の扉とびらが、拳の跡あとをくっきり残して陥かん没ぼつした。慶一郎は続け様に無数の拳を叩き込む。ロッカーはまるで粘ねん土どでできているような錯さつ覚かくを覚えるほど簡単にみるみる変形していき、やがて、人が一人入っているとは思えないサイズまで叩き潰つぶされた。


「どれ……」


　手を休めてロッカーに耳を近づけると、『シクシク……』と中からすすり泣きの声が聞こえてくる。しかし不満顔の慶一郎はロッカーを摑んで激しくシェイクし、すすり泣きが身も世もない号ごう泣きゆうに変わったのを確認すると、ようやく納得してニッコリ微笑ほほえんだ。


「仕上げだ！」


　慶一郎は鉄の棺かん桶おけと化したロッカーを担かつぎ上げ、II─Ｃの生徒たちで一杯の廊ろう下かに出ると、早乙女に開けさせた窓から砲ほう丸がん投なげの要よう領りようで放り投げた。弾だん道どうを描えがいて飛んだロッカーは、金網のフェンスのてっぺんに激突していったん跳はね上がり、回転を加えながらプールに落下して巨大な水しぶきを上げた。


「フフ……この〈アイアンメイデンの刑〉をやるのもずいぶん久しぶりだな」


　実はすでに先月やったばかりなのだが、覚えていない慶一郎は懐なつかしそうに一人ごちた。Ａ組の教室に取って返すと、パニック寸前の生徒たちの見ている前で教壇に上がり、チョークを取って黒板に二つの漢字を大きく書いた──『自習』。


「よーし、次いくぞ。次ィ!!」


　慶一郎は早乙女を引き連れ、新たなターゲットを求めて移動を開始した。生徒たちは人間離れしたお仕置きに度ど肝ぎもを抜かれながも、大いに興奮してその後についていく。





「ア……アイアンメイデンの刑……!?」


　一部始終を目の当りにした万騎は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。昨日、霧島を一瞬で半殺しにした腕前はまだ理解の範はんちゅうにあったが、今回のこれは完全に人間業わざを超えていた。斎藤が万騎の肩をポンと叩く。


「いやあ、久しぶりに見ると実に豪ごう快かいにして壮そう観かんですね。彼のお仕置きは」


「い……以前もあんなことを？」


「ええ。ですが昔に比べると彼もずいぶんと成長したものですよ。昔の彼は、相手を殴るのにいちいち理由なんか明らかにしませんでしたからね。グラウンドにふらりと現れたかと思うと、練習中の野球部のエースを摑まえて、いきなり何も言わずに利きき腕をへし折ったこともありました。どうして折られたのか理解できなかったその生徒は、卒業までさらに二回腕を折られましたが……本当の理由は今でも謎です」


　遠い目をした斎藤は懐かしげな口調で語った。


「あの〈アイアンメイデンの刑〉を考こう案あんしたのは三年生の頃でしたが、当時は金属バットや鉄パイプで殴っていましたからね。窓から放り出す時もテコの原理に頼たよっていましたし。なんともまあ、人間は成長すればするものです」


「そういう成長の仕方もアリなんですか……」


　万騎はプールに目を向け、ブクブクと泡あわを吐きながらゆっくり沈んでいくロッカーを眺めた。


「あれは……急いで救助しないと溺でき死しするのでは？」


「あるいはその方が幸せかも知れませんね」


　バシャァン!!


　二人の見ている前で、二つ目のロッカーがプールに投げ込まれた。


　万騎は大作が言っていた予言の言葉をはっきりと思い出していた。


「ふ、吹いている……確かに吹き荒れている！　バイオレンスの嵐が……!!」





　　　　☆





「ま……待ってください、南雲先生！」


　次の獲え物ものを求めて廊下を突き進む慶一郎の前に、決死の形ぎよう相そうの巴が立ちはだかった。


「ああ、あなたのやっていることは単なる暴力ではありませんか!?　それでは問題の解決には……」


「引っ込んでいてください、草[image: ]先生！　正義は今こそ実行されねばならんのです!!」


　早乙女が前に出てきて巴を押し退けようとする。巴は早乙女の鼻先に指を突きつけ、


「早乙女先生こそ、いったいどうなさったんです!?　こんなリンチの片かた棒ぼうを担ぐなんて……」


　早乙女は黙だまって左手に持っていたファイルを巴の目の前に突き出した。『四葉中教職員の勤務態度及び私生活に関する調査報告書』と題された表紙を開き、レポートの内容に目を通し始めた巴の顔は、みるみる青ざめていった。


「ま、まさか……こんなことが……!?」


　それはまさに『閻えん魔ま帳ちよう』と呼ぶべき禁きん断だんのファイルだった。昨日読んだ霧島に関する報告書と同様の書式で、様々な悪行の事実が赤せき裸ら々らに書き立てられている。


「そこに書かれてあることはすべて裏付けの取れた事実です。知ってしまったからにはもはや後戻りはできません……ウミは出さねばならんのです！」


　早乙女は巴の手からファイルを取り戻すと、慶一郎を先せん導どうして先へ進んだ。呆然と立ち尽くしていた巴は、万騎がやってきたのを見て、手を伸ばして肩を摑まえた。


「泉谷君。あのレポートは、まさか……？」


「ええ。以前、僕が調査して早乙女先生にお渡ししたものです。職員会議に提出してもらおうと思ったんですが」


「そう……やっぱり……」


「こういう事態になるとは予想していませんでした。どうします？」


「どうするって……こんなの、どうしようもないでしょう!?」


　巴は打ちひしがれた様子で首を横に振った。


「私には何もできないわ……もはや見て見ぬふりをするしか……」


「まあまあ、草[image: ]先生。そう暗くなってはいけませんよ」


　斎藤が陽気に言って巴の肩を叩く。


「どうせならこの状況を大いに楽しもうじゃないですか。ほら、ごらんなさい」


　肩を抱いて窓の外を指差す。その時、ちょうど三つ目のロッカーが綺き麗れいな放物線を描いて宙を舞った。





　　　　☆





「ウオオオオ──ッ！」


　グラウンドで授業をしていた大おお柄がらな体育教師は、遠くから近づいてくるその咆ほう哮こうを耳にして振り向いた。二メートルを越える巨漢が砂すな煙けむりを巻き上げながら猛もう然ぜんと突進してくる。


「なっ……なっ、なっ、なっ……」


　暴走機関車のごとき勢いで迫り来る慶一郎に恐れをなした体育教師は、後ずさりながら竹刀しないをブンブン振り回す。慶一郎は数メートル手前で地面を蹴り、十分に速度の乗ったドロップキックで突っ込んだ。


　ドガァァン！


　必殺の三十二文ロケット砲を食らった体育教師ははるか彼方まで吹っ飛んでいく。慶一郎はスライディングしながら着地すると、呆気にとられている生徒たちを尻目に一八〇度方向転換して走り去っていく。汗だくで追ってきた早乙女は戻ってきた慶一郎とすれ違い、止まろうとして尻しり餅もちをついた。


「も、もう終わりですか!?」


「チャッチャと行くぞ！　次だ、次！」


「ええ～ッ!?」


　泥だらけの尻もそのままに、早乙女は慌てて慶一郎を追う。





　　　　☆





「ここか！」


　一年Ｂ組の教室に乗り込んだ慶一郎は、教壇に立っている小柄で色黒の教師を見つけると、大股で歩み寄った。


「あんたが財ざい前ぜん先生だな!?」


「え？　そ、そうですけど……」


　慶一郎は財前の肩を大きな手でむんずと摑んだ。女生徒たちが悲鳴を上げる。次の瞬間、血しぶきを上げて吹っ飛ぶ財前の姿を誰もが想像した──しかし。


「うむ……あんたは実に立りつ派ぱな先生だ！　これからもその調子でやってくれ」


　慶一郎はそう言って財前に強ごう引いんに握手を求めると、すぐに踵きびすを返して教室を出ていった。一瞬の空白の後、見物の生徒たちの間から拍はく手しゆが巻き起こる。財前はしばらくポカンとしていが、生徒たちの喝かつ采さいを浴あびて照れ笑いを浮かべた。


　慶一郎もたまには誉ほめることもあった。





　　　　☆





　三年Ｄ組の教室。


　ドアを開けて乗り込んできた慶一郎を、四葉中一の美男子として知られる男性教諭は柔にゆう和わな態度で迎えた。


「おや、南雲先生……どうかしましたか？」


　慶一郎はその顔を胡う散さん臭くさそうににらむと、後ろの早乙女に言った。


「早乙女、こいつの罪状を述のべてやれ」


　しかしファイルをにらんだ早乙女は、険けわしく顔を歪めたまま答えない。


「どうした？　早く言え」


「い……言えません！　これは生徒の目の前ではとても言えません!!」


　慶一郎は早乙女の手からファイルを取り上げると、その内容に目を通して頷いた。


「なるほどな……おい貴様、歯を食いしばれ！」


「え!?」


　慶一郎が拳を振り上げたのを見た教諭は、反射的に両手で顔をかばった。


　ゴスッ。


「へぎぃぃっ!!」


　次の瞬間、ハンサム教師は二メートル近くも垂直に飛び上がり、床に倒れると口から泡を吹いて悶もん絶ぜつした。慶一郎は顔を殴ると見せかけて股こ間かんを蹴り上げたのである。スーツの股間から、尿にように混じってドス黒い液体が流れ出し、床に広がった。


「俺は慈じ悲ひ深ぶかい男だからな……二つあるうちの一つは残しておいてやる。だが、次はないものと思え！」


　水を打ったように静まり返った教室から、慶一郎はゆっくりと歩み去った。





　　　　☆





　五つ目のロッカーがプールに浮いた後、慶一郎はついに校長室にたどりついた。バリケードを粉ふん砕さいして校長室に乗り込むと、部屋の隅すみで教頭と抱き合って震えていた校長は、慶一郎の前に駆け寄っていきなり土ど下げ座ざした。


「もも、申し訳ありませんでした～ッ！　我が校の教員の不ふ祥しよう事じは、一ひと重えに校長である私の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきによるもの！　責任はどのようにでも取りますので、平に、平にご容よう赦しやを～ッ!!」


　ただただ平ひら謝あやまりに謝る校長を見て、慶一郎は感心した。およそ助かる方法はこれ以外にはないと判断したうえでの賢けん明めいな行動である。意外とできた人物なのかも知れない。効果ありと見た教頭がちゃっかりそれに従したがって横に並んだ。


「なかなか潔いさぎよい心がけだが、言うべきことは言わせてもらおう」


　慶一郎は早乙女から受け取ったファイルを見ながら詰きつ問もんする。


「帳ちよう簿ぼには記録があるのに、実際には購こう入にゆうされていない備び品ひんがずいぶんとあるじゃないか。帳簿操作で浮いた金はどこへ消えたのかな？　説明してもらおうか」


「は？　そそ、そのような事実は私は存じませんが……まさか君の仕業かね、教頭!?」


「なにをおっしゃいますか！　あれは校長が承認して……」


「……バ、バカなこと言っちゃいかんよ！　私は何も知らないんだからね」


「まさか私に責任を押しつけるつもりじゃ……それはひどいですよ、校長！」


　慶一郎は責任のなすりつけ合いを始めた校長と教頭の襟えり首くびを摑み、二人の顔を並べて覗き込んだ。


「やっぱり、おたくらもやっといた方がいいらしいな」


「キャー！　ウソ──ッ!!」


　大の大人二人が悲ひ鳴めいを上げたその時、携帯電話の呼び出し音が鳴った。慶一郎は二人を放すと、昨日のことで懲こりてしっかり充電しておいた携帯を手に取り、受信ボタンを押した。


『──南雲君かね？　私だ。藤とう堂どうだよ』


「校長？　何の用ですか。こちらは今、手が放せないんですがね」


『悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではないよ。君に挑戦者が現れたんだ。ミアン・キュービィ女史がまた外人格闘家を連れて我が校に現れてね』


「……そんなくだらないことで電話してきたんですか」


『く、くだらんとはどういう意味かね？』


「こっちは今、人間としての最低の根性を腐らせた連中に気合いを入れ直してやっているところです！　挑戦者なんかに用はありません。とっとと帰ってもらってください!!」


　慶一郎が大声を張り上げると、さすがに藤堂も困ったように言った。


『そう言われても、もう遅いよ。彼らはすでにそっちへ向かっているんだ。そろそろ着く頃だよ』


「なんですって!?」


　廊下で見物している生徒たちがざわめいた。校長室を出た慶一郎は、廊下に現れた人物を見て鋭するどく目を細める。そこに立っていたのは、アーミッシュを思わせる黒い服に身を包んだ若い白人の男だった。外人を間近で見たことのない生徒たちは廊下の隅に避ひ難なんしている。


『まったく……ここは小鳥の巣す箱ばこのように騒がしい学校だな。いつもこうなのかい？』


　少しアイルランド訛なまりのある英語だった。男は黒い帽子を取り、灰色の瞳で慶一郎を見た。明るい金髪の持ち主で、これといって特とく徴ちようのない平へい坦たんな容よう貌ぼうだが、表情が読みにくいだけにかえって無ぶ気き味みでもある。


『俺の名はアラン・スミス。あんたを倒しにきた男だ』


　偽ぎ名めいとしか思えない無個性な名前に、慶一郎は鼻を鳴らした。


『忙いそがしいから帰ってくれと言っても、聞いてくれそうにないな。いいだろう……表へ出ろ！』





　　　　三





　グラウンドで慶一郎を出迎えたのは、マネージャーを自じ称しようするサイボーグ風金髪美女、ミアン・キュービィだった。カメラクルーらしいダークスーツの男たちを従えたミアンは、あらためてアランを紹介した。


「こちらはニューヨークからお越しいただいたアラン・スミス。向こうでは〈ゴッドフィンガー〉と呼ばれているストリートファイターです。どうそよろしく」


「よろしくって……まあいいけどな。だが大門高校ならともかく、中学に来るのはやめてもらえないか？」


　慶一郎はちらりと後ろを見た。校舎の窓には生徒たちが鈴なりになって、事のなりゆきを見守っている。その視線などミアンには関係のないことのようだった。


「私たちはミスター南雲のいる場所ならどこにでも参ります。トードーに尋ねましたらここだと伺ったもので」


「分かったよ……で、どうする？　ここでやるか？　それとも場所を移して……」


『──その勝負、待ったァァァッ!!』


　スピーカーで大音量に増ぞう幅ふくされた覚えのある声が聞こえてきた。声のした方を振り向くと、藤堂らしい男を先頭に、カメラや照明機材を抱えたＫファイト実行委員会のメンバーらしい十数人の高校生がグラウンドに乗り込んでくる。らしいと言うのは、全員が何な故ぜか黒いマスクで顔を隠かくしているためである。


　黒地に白いＸの文字を染め抜いたマスクで顔を隠している藤堂は、目の前にやってくると高らかに宣せん言げんした。


「その勝負は、謎の覆ふく面めん校長ミスターＸと、我々謎のＫファイト実行委員会が取り仕切る！　異い存ぞんはあるまいな!?」


「お、大いにありますけど……いろんな意味で」


　慶一郎は完全に呆れ果てた顔で一行を観察した。世界を渡り歩いたが、こんなマヌケな集団とは出会った記憶がなかった。


「あの～……藤堂校長？」


「藤堂ではない！　私は謎の校長ミスターＸだ」


「頭に『謎』をつけりゃいいってもんでもないでしょうに……だいたい、すでに『校長』って言っちゃってるし」


「まあまあ、身み内うちなんですから付き合ってあげて下さいよ」


　メンバーの中で一人だけ四葉中の制服で変へん装そうしている大作がフォローする。髪を振り乱した四葉中の校長と教頭がやってきて、藤堂に抗こう議ぎした。


「あ……あなたは大門高校の藤堂校長でしょう？　部外者がホイホイ校内に入ってこられると困るよ。実に困るなあ！」


「だから藤堂ではないと言っているだろう！　それより赤あか堀ほり校長、このグラウンドは我々Ｋファイト実行委員会が試合場として使用するからな」


「そんな勝手なことが許されると思ってるのかね、あんたは!?」
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「許せとは言わんが、目をつぶっていてもらおう。もし拒きよ否ひすると言うなら、全校生徒に知られると困りそうなことを、この場でいろいろと発表することになるが……それでも構わんかね!?」


　完璧な脅きよう迫はくだった。慶一郎のおかげですでに校内の不ふ祥しよう事じは大部分が暴ばく露ろされてしまった後だったが、この上さらに追い討うちをかけられるのはさすがの校長も耐たえられないようだった。


「悪い人だなあ……」


　自分のことは棚たなに上げて慶一郎は呟いた。赤堀校長は泣きそうな顔で、


「な、なんと卑ひ劣れつな……」


「何とでも言いたまえ。もうしばらく校長を続けていたいのなら、おとなしく引っ込んでいてもらおう！」


　校長と教頭がすごすごと引き下がると、ミスターＸはあらためてミアンと交こう渉しようした。


「南雲君の闘いに関してはマネージメントの権けん利りは私にあるはずだ。この場は私に仕し切きらせてもらうよ」


「……承しよう知ちいたしました。ですが、私の方のクルーも自由に撮影させてもらいますよ」


「よかろう。では諸君、準備を開始してくれたまえ！」


　ミスターＸの号令で、謎の実行委員会は行動を開始した。





　　　　☆





　二十分後──四葉中のグラウンドには急きゆう造ぞうの特設リングが設置されていた。リングサイドには実じつ況きよう席せきが設けられ、やはり覆面を着けた女生徒がアナウンサーとして座っている。


『四葉中の皆さんこんにちは！　いよいよ始まります出張Ｋファイトin四葉中ですが、初心者の皆さんのために今回の闘いの経けい緯いについて簡単に説明させていただきます。南雲慶一郎は普段は大門高校で英語教師をしていますが、その正体は地上最強とも噂うわさされる無敵の格闘家です。彼の首には高こう額がくの賞しよう金きんがかけられており、それを目当てに海外から強力な挑戦者が我も我もとやってきます。今回現れた挑戦者は〈ゴッドフィンガー〉の異い名みようをとる謎のストリートファイター、アラン・スミス！　さて、いったいどのような闘いが展開されるのでしょうか!?』


「本当に簡単に説明しやがったな……」


　すでにリングの中で待たい機きしている慶一郎は、少々不満げに呟いた。


　特設リングといってもマットはなく、周囲に柱を立ててロープを巡めぐらせてあるだけの簡単な作りだった。リングの外には生徒たちが自分の椅い子すを持ち寄ってできた観客席があり、最前列には美雪と沙羅、それに万騎たちが座っている。その横には巴と早乙女、斎藤ら教師の姿もあった。


『実況はわたくし、謎の覆面美少女アナウンサービューティ中村。そして解説はこの方、普ふ段だんから異い様ように怪あやしいので顔を隠すとかえって怪しさが減へってしまうという奇き特とくなキャラクターの持ち主、謎の覆面校長ミスターＸでお送りいたします！』


『……温おん厚こうな私もしまいにゃ怒るよ、君』


『んなこたぁ気にせず参まいりましょう！　さあ、まもなくゴングです!!』


　慶一郎とアランはリングの中央で向かい合った。慶一郎は革ジャンを脱いでいるが、アランの方はジャケットどころか帽ぼう子しすら取っていない。


『そのままでやるつもりか？　こんなところで闘ったら一いつ張ちよう羅らが台無しだぞ』


『構わないよ。ダウンはしないからな』


　アランはそう答えて薄笑いを浮かべた。アランは身長こそ一八〇以上あるが、格闘家にしては肉が薄うすく、あまりいい体格とは言えない。そんな男が慶一郎に挑戦してくるからには、何かあって当然だった。


『俺が何故〈ゴッドフィンガー〉と呼ばれているか分かるか？』


『さあな……だがおおよその見当はつく。要は普通じゃないってことだ』


『その通り。秘密にしとくのもなんだからバラしておくが、俺もあんたと同じく〈神威の拳ゴツドフオース〉を使う。で、ものは相談なんだがよ……俺は普通の殴り合いなんざするつもりはねえ。服が汚よごれるからな。最初っから〈神威の拳〉で勝負しようぜ。スマートによ』


『フン……面白い。いいだろう』


『決まりだな』


　アランは唇を尖とがらせ、カン高い息吹いぶきの声を上げた。慶一郎も腰を落とし、仙術気功闘法〈神威の拳〉の呼吸法を始める。二人の気合いが高まったところでゴングが鳴り響いた。


「──フッ！」


　開始早々慶一郎は踏み込み、龍気を込めた拳を叩き込む。アランの間合いに飛び込む瞬間、静電気の薄うす膜まくに触ふれたような感触があった。


　パシッ。


　慶一郎の拳は、アランの素す手での掌で簡単に止められていた。


（何だ……!?）


　慶一郎は動どう揺ようした。止められる寸前、すでに拳が力を失っていたような気がしたのである。その途と惑まどいを振り払うように丸太のような回し蹴りを放つ。


『甘いね』


　アランは膝ひざを使って慶一郎の蹴りを止めた。ガードしてもそれごと相手を吹っ飛ばす威い力りよくを持った蹴りが、瞬時に運動エネルギーを失ったように完全に止まったのだ。


（い……いかん！）


　慶一郎は本能的に危険を察さつ知ちして飛び退いていた。アランの能力がまったく未み知ちのものだと判断しただめだった。


（これは下手に手を出すわけにはいかん……どうする!?）


　慶一郎は自問自答したが、アランはその動揺を楽しむような笑みを浮かべ、自分からは仕掛けてこようとしない。癇しやくに障さわる笑みだった。


「ならばこれはどうだ？　〈神飛拳〉!!」


　慶一郎の放った龍気弾は、アランの身体に触ふれる寸前、空中で波紋状に拡かく散さんして消しよう滅めつした。


『そんなもんか？　じゃあお返しだ』


　アランは人差し指を立てた右手を無造作に突き出す。


　ビュン！


　指先からレーザーのようにほとばしった神気の波動が、ガードしようとした慶一郎の掌を貫かん通つうし、左肩に突き刺さった。


「ぐうっ!?」


　激痛に歪ゆがむ慶一郎の顔を眺ながめながら、アランは指先を唇に近づけ、銃口から漏もれる硝しよう煙えんを飛ばすようにフッと息を吹きかける。


『なんだ……すげえ〈神威の拳〉の使い手だって聞いてきたのに、たいしたことないね』


　屈くつ辱じよく的てきな言葉だった。自分が〈神威の拳〉で圧倒されることなどありえないという自信が、わずか一分足らずの間に揺ゆらいでいた。


『おお～っと、これはどうしたことでしょう!?　南雲慶一郎の攻撃はすべて無む効こう！　対するアランはどう見ても強そうには見えないんですがねえ……どうですかミスターＸ!?』


『う～む……よくわからん』


『それでよく解説者がつとまりますね』


『わからんもんはわからんのだ。とりあえず南雲君が敵の術中にはまりつつあることは確かだ。おそらくはな』


『……さ、当てにならないオッサンのたわ言ごとは置いといて、リングに集中しましょう！』


　中村は無視したが、実際のところ藤堂の解説は当たっていた。慶一郎は自分がアランの術中にはまっていることを自覚していたのだ。ただし、そこから抜ぬけ出す糸口はまるで見出せずにいた。


「ええい……ままよ！」


　慶一郎は息吹の声を上げて龍気を練ねった。神気を超高圧で一点集中して指先から放つ〈ゴッドフィンガー〉には、いかに防ぼう御ぎよ力りよくを上げたところで耐えられるものではない。勝つためにはそれを撃たせないように積せつ極きよく果か敢かんに攻撃するしかなかった。


　慶一郎は再び踏み込んで連続攻撃を仕掛けた。アランはそれをことごとくブロックして無む効こう化かする。足払いを避けたアランが跳ちよう躍やくした瞬しゆん間かんを狙ねらい、慶一郎は地面を蹴った。


「──〈飛龍三連脚〉!!」


　慶一郎が仕掛けたのは、飛び膝蹴りで突き上げ、上昇しながら旋風脚から踵かかと落おとしへとつなぐ空中連続技だった。理論上、最初の膝蹴りを防御できたとしても続く連続蹴りは回避も防御もできないはずである。しかしアランの対応は慶一郎の計算を覆くつがえした。最初の膝蹴りを掌で受け、突き上げる力に自分の腕力を上乗せして慶一郎よりも高く跳躍したのである。


（バカな!?）


　慶一郎は戦せん慄りつした。それは〈飛龍三連脚〉が破られた瞬間だった。空中で慶一郎の頭上を取ったアランは、連続蹴りの射しや程ていの外へ退き、しかも〈ゴッドフィンガー〉を撃つ絶好の位置にいた。


『ダーン！』


　神気のレーザーが慶一郎の右太腿を撃ち抜いた。慶一郎は左足で着地すると同時に地面を蹴って転がり、アランの追撃を逃れる。重力を無視したようにフワリと着地したアランは、逃げる慶一郎を面白そうに眺めるだけで、三発目を撃ってはこなかった。


（やはり神気の充じゆう塡てんに時間がかかるからか……？）


　右足のダメージを回復するヒマがなくてもその場に留とどまって攻撃を続けるべきだったかと慶一郎は考えたが、すぐにその後こう悔かいを振り払った。迷いは隙すきにつながる。


（こうなったら……俺の最大最強の技をもって勝負を決するのみ！）


　慶一郎は決意した。痛む右足をひきずって立ち上がり、合わせた両手を腰だめに引いて構える。慶一郎の最終兵器ともいえる超ちよう龍りゆう気き弾だん〈天てん覇は龍りゆう凰おう拳けん）の構えだった。


『へえ……やる気だね。面白い』


　アランは無造作に立ったまま、右手の指鉄砲を慶一郎に向けた。


（俺の〈天覇龍凰拳〉が勝つか、それとも貴様の〈ゴッドフィンガー〉か……勝負だ）


　慶一郎は息吹の声を上げ、体内の龍気を極限まで高めようとしていた──





「ほう～……慶一郎の奴、覚悟を決めやがった。こいつは見物だな」


　ニューヨーク某ぼう所しよ──とある超高層ビルのペントハウス。


　素す肌はだに桃もも色いろの着き流ながしを羽は織おり、傍かたわらに金髪美女三人をはべらせたその男は、正面の巨大モニターに映し出された闘いの様子を眺めながら意い地じ悪わるく呟いた。それはミアンが連れてきたカメラクルーの撮影した映像で、衛えい星せい中ちゆう継けいでリアルタイムに送られているものである。


「アラン・スミスは勝てますか？」


　男の背後に影のように立つ銀髪の男──Ｊ・マクガイアは、事のなりゆきに物足りなさを感じていることを隠さなかった。


「あなたはスミスなら南雲慶一郎に勝てるとおっしゃった……その考えは今でも変わりませんか？」


「フッ……どうした？　つまんなそうな面つらしやがって。刺し客きやくを送っておきながら、慶一郎が負けちゃ困るのかい？」


　マクガイアは黙だまった。決して噓うそを言わない男であるマクガイアが沈ちん黙もくしたということは、それだけで十分な意味があった。男は喉のどの奥で笑ったが、決して嘲った笑みではなかった。


「そうだよなあ。ライバルにこんなところで負けられちゃあ、お前の主人も寂さびしいだろう。しかし、慶一郎の奴があくまで〈神威の拳〉にこだわる限り、スミスには勝てねえ……こいつは確かなことだ」


「私には〈神威の拳〉というものがよく理解できない。決して勝てないとはどういうことなのですか？」


「北風と太陽の話ってのがあるだろ？……いや、その例えじゃ違うか……何だったかな？　まあいいや。〈神威の拳〉には八つの属性ってのがある。天・月・雷・山・風・火・水・地……細かいことを言うとまだあるんだが、だいたいはそんなところだ」


「いわゆる〈八卦〉という中国の考え方ですね」


「おう。それよ、それ。でまあ、スミスの操あやつる〈神威の拳〉はそんな中でもちょいと特別でな。奴のは〈月〉の属性を持っている。この意味が分かるかい？」


「いいえ」


「……バカ、ちったあ頭使え」


　男は子供を叱るような口調で言うと、美女の酌しやくを受けて日本酒を一口飲んだ。


「月はどうして輝くのか……よ～く考えてみりゃ分かるさ」


「私にはそれよりも知りたいことがある」


　マクガイアはモニターの前に歩いていき、正面から男を見た。


　匂におい立つような色男だった。一見しただけでは若いのか老いているのか判はん然ぜんとしない。三十代から五十代までの間の、どの年齢だと言われても納得してしまいそうな雰ふん囲い気きがあった。長い髪は女が嫉しつ妬とするほど艶つやがあり、肌はだの張はりは二十代と言っても通用しそうである。


　放っておけば日がな一日、水のように酒を飲み、しかもまったく乱れることがなかった。酌をさせるために呼んできた女は、黙って見つめられただけで虜とりこになり、この男の側を離れようとしなくなる。様々な人間を見てきたマクガイアにも、この男だけはどうしても計はかり知れない存在だった。


「あなたはどう考えているのですか？　南雲が負ければいいと思っているのか、それとも……」


「……さあて、どうかな。ま、面白がってることは確かだがね……おいおい、そう陰いん気きな顔をするんじゃねえよ。そうだな……師し匠しようとしては、弟子が負けるところを見るのは面白くねえさ。だが楽して勝つところを見てもやっぱり面白くねえ。一番いいのはスリルがある勝負だ。次の瞬間にはどっちが立ってるか予想もできねえ……勝負ってのはそういうのがいい。ほらほら、わかったらそこどけ！　よく見えねえだろうが」


　そう言ってその男──東ひがし方かた流りゆう玄げんは、手をヒラヒラさせてマクガイアを視界から追い払うと、好奇心に満ちた子供のような目でモニターを注視した。





　　　　☆





「なあ……さっきから動かないけど、どうなってんだい？」


　リングでは慶一郎とアランが互いの必殺の〈神威の拳〉の構えを取ったまま、すでに二分近くも動きがなかった。客席から観戦していた沙羅は、そう文もん句くをこぼして隣となりの美雪に目を向ける。美雪は膝の上に占いの本を広げ、タロットカードをもてあそんでいた。


「おいおい、美雪……身内が闘ってんだよ？　勝敗占うヒマがあったら応おう援えんしてやれよ」


　山にしたカードの中から一枚を引いた美雪は、その絵柄を見て急に顔を強張らせる。


「沙羅ちゃん……これ、持ってて」


　閉じた本を沙羅に押しつけると、美雪は慶一郎の背後のリングサイドに駆け寄った。


　慶一郎は躊ちゆう躇ちよしていた。〈天覇龍凰拳〉を撃つ構えはとったものの、実際、撃っていいものかどうか迷っていた。〈神威の拳〉で競り負けたことで意地になっている自分に気付いていたのだ。自分の中の冷静な声が、技を放つことにストップをかけている。さりとて他に策があるわけでもなく、膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいってしまっていた。


「先生……慶一郎さん！」


　背後から聞こえてきた美雪の声に、慶一郎は振り向かずに答えた。


「美雪ちゃん!?　俺の後ろにいちゃ駄だ目めだ。離はなれているんだ！」


「でも……あの……」


「頼たのむから離れてくれ！」


　美雪が走り去っていく足音を聞いて、慶一郎はとりあえず安心した。美雪が背はい後ごにいては〈ゴッドフィンガー〉を避けることもできないからである。


「慶一郎さん！」


　美雪が再び声を掛けてきた。慶一郎は美雪の立っている場所を見て　青ざめた。こともあろうに、美雪はアランの背後に回っていたのである。これでは龍気弾を撃つことができない。


「美雪ちゃん、そこも駄目だよ！　もっと離れて……」


「見て……ほら、これを見て！」


　美雪は何かを手に持って頭上に掲かかげていた。


（何だ!?　カード……？）


　慶一郎は一瞬、闘いを忘れて美雪の持っているカードに注目した。それは夜空浮かぶ真円の〈月〉のカードだった。


（月……？　月、か……）


　慶一郎は視線をアランに戻した。カードの〈月〉のイメージがアランの姿にオーバーラップする。霊れい的てきな視覚でアランの神気を観察した慶一郎は、アランの身体を球状に包んでいる、朧おぼろな神気の薄膜のようなものに気付いた。


（……月!?）


　慶一郎の脳のう裏りで何かが閃ひらめいた。アランとの闘いの一部始終を克こく明めいに思い起こし、その閃きが気のせいではないことを確認する。


（そうだ……月はどうして輝く!?　それは……）


　慶一郎は構えを解き、美雪に微笑みかけた。


「分かったよ……ありがとう。美雪ちゃん」


　美雪はこくりと頷いて、客席に戻っていった。アランが怪訝な顔つきで尋ねる。


『どうした？　もうあきらめたのかい？』


『まあな……とりあえず、〈神威の拳〉ではかなわないことが分かったよ』


『そうかな？　まだあんたは切り札を出してねえはずだ。勝負はまだだぜ』


『確かに勝負はまださ。切り札は必要ないがね』


　慶一郎はまったく構えず。隙だらけのままアランに近付いていった。アランの顔に焦あせりの表情が浮かぶ。


『ま、待て……そんな無む防ぼう備びなままで俺の〈ゴッドフィンガー〉を食らえば、あんたはイチコロだぜ。命が惜おしくないのか？』


『撃てるものならな』


『バカ野郎が！』


　アランは右手を上げ、眼前に迫った慶一郎の鼻先に人差し指を突きつけた。二人は無言でにらみあう。アランのこめかみに一ひと筋すじの汗あせが浮かび、頰を流れ落ちて顎あごの先から滴したたり落ちた。


　ボキッ。


　乾かわいた音が響いた。慶一郎がアランの人差し指を無造作に摑んで、枯れ木のようにへし折ったのである。


『ノオォォォ──ッ!!』


　悲鳴を上げるアランを捕まえると、慶一郎は背後に回って、引っこ抜くようなバックドロップを仕掛けた。受け身も取れずに後こう頭とう部ぶを地面に叩き付けられたアランは、身体を二つに折ったままピクピクと痙けい攣れんし、悶もん絶ぜつする。


　慶一郎が立ち上がり、対するアランは倒れて動かない──それが意味するものを周囲が理解するまで、数秒の空白がった。


『しょ……勝利です！　南雲慶一郎の勝利です!!　お、驚きました……いったい何があったのかよくわかりません！　しかし強～烈なバックドロップ一閃！　完璧な勝利です!!』


　慶一郎が拳を上げてアピールすると、ようやく観客の生徒たちから喝采が上がった。リングから出ると、ミアンが近寄ってきて尋ねた。


「参考までに聞かせてくださる？　どうして逆転できたの？」


「月の輝きは太陽の光の反射……そういうことだ」


　不ふ敵てきに笑って横を通り過ぎようとしたその時、慶一郎は高い耳鳴りのような音を聞いて立ち止まった。


　キィィィィン……


　慶一郎はハッとして自分の胸に目を向けた。Ｔシャツの下に隠した青い石のペンダントが発光している。


　ソルバニアからの召喚のサインだった。


「くそっ……ここではまずい！」


　石をシャツの布地ごと握にぎって隠すと、慶一郎は周囲を見回して手っ取り早く身を隠せる場所を探した。しかし次の瞬間、石を握った手は内側からの異様な圧力で弾はじかれた。


「なに!?」


　石から目ま映ばゆい閃光が広がり、一瞬、視界を覆おおい尽つくした。閃光が消えた後、周囲の光景は、まるで鮮あざやかな真紅のフィルターがかけられたように紅く染まって見えた。慶一郎は最初、自分の色覚がおかしくなったのかと思ったが、中村の興こう奮ふんした声を聞いてそうではないことを知った。


『こ……これはいったい何ですか？　私の視界が急に真っ赤になったような……え、みんなもそうなの!?』


　周囲の生徒や教師がそろってパニックに陥っている中、藤堂がマイクを奪うばって怒ど鳴なった。


『落ち着きたまえ、諸君！　全員が紅く見えるということは、可視光線になんらかの異状があると考えられる!!　速すみやかに建物の中に避難した方がいいだろう』


　的てき確かくな指導だった。生徒たちは手で目を覆いながら校舎の方へ移動を始める。美雪は他の生徒たちにはついていかず、慶一郎のところへやってきた。


「慶一郎さん……あれは、何？」


　美雪が空を指差した。顔を上げた慶一郎は、頭上の空間にひび割れのような黒い裂さけ目が広がるのを見て、背せ筋すじが寒くなる感覚を覚えた。


「何か……何か来るわ……」


　空間の裂け目から、青白く輝く柱のような物が現れた。それはクリスタルのような透明な六角柱で、その真ん中に青白く輝く球体があった。上空にあるので正確な大きさは判はん然ぜんとしない。しかし慶一郎はその球体からひどく邪じや悪あくな波動を感じて、肌が粟あわ立だった。


「美雪ちゃん……逃げろ。あれは危険なものだ！」


　しかし美雪は慶一郎の腕にしがみついたまま動こうとしなかった。恐怖にすくんで動けないのだ。


　ビシッ！


　クリスタルに亀き裂れつが走った。六角柱が縦たてに割れ、青い球体がプラズマの輝きを引きながら落下する。球体はリングの中央で倒れているアランの身体の上に落ち、体内に染しみ込むようにして消えた。


　慶一郎は美雪を背後にかばった。何が起きようとしているのか判らなかったが、何があろうと美雪だけは守り抜く覚悟だった。


　ビクッ、とアランの身体が震ふるえた。糸で吊つられた人形のように不意に立ち上がると、両手を天に向けて突き上げ、獣じみた咆ほう哮こうを上げた。


『ＯＯＯＯＯＨＨＨＨ──ッ!!』


　ゴブッ。


　水の詰まった風船が弾けるように、アランの身体が破は裂れつした。黒いシルエットがみるみる巨大化し、異形のものへと変形していく。


『ゴブルルルルゥゥ……』


　数十秒後、そこに立っていたのはもはやアラン・スミスではなかった。慶一郎にとってはむしろアランよりも馴染みのある存在だった。


「なるほど……そういうことかよ！」


　慶一郎は吼えるように叫んだ。


　その姿は、慶一郎がソルバニアで闘った魔獣以外の何物でもありえなかった。





　　　　四





　その魔獣の形を一言で表現するなら『足の生えた巨大な心臓』だった。ちょうどハート形をした肉の塊かたまりの下に、やや短足のコタツのような四本足の下半身がついている。ハートの中心に猛もう禽きん類るいを思わせる首があったが、腕のような物は見当たらない。代わりに血管のような触手が数本、背中側から伸びていた。身長はおよそ四メートル。


『ケイ……ケイ……聞いてください』


　ソルバニアの巫み女こレイハの声がやけに小さく聞こえてきた。その出所が意外に近いことに気付いた慶一郎は、シャツの下からペンダントを取り出して耳に当ててみた。案あんの定じよう、声はそこから聞こえていた。


「俺だ。レイハか？　こいつはいったいどういうことだ？」


『ケイ、よく聞いてください。サーガイアの神官たちは〈魔ま素そ〉を封じ込めた〈封魔柱〉をそちら側に送り込みました』


「何のためにだ!?」


『ソルバニアで浄じよう化かしきれなくなった〈魔素〉を処理するためです』


「つまり何か？　自分とこで処理できなくなったゴミを他人の土地に捨てようってことか!?」


『そうです』


　レイハがあっさり認めたので、慶一郎は啞あ然ぜんとするしかなかった。


「そ……それは産さん廃ぱい条じよう令れい違い反はんだ！　許さんぞ!!」


『レイハが直前に気付いて妨ぼう害がいしたので、〈封魔柱〉は完全にケイの世界に行ったわけではありません』


「おいおい、噓だろ？　現に来ちまってるんだぞ」


『それはまだ仮のものです』


「言っていることがわからん！　いつもそうだが……」


『説明している時間はありません。〈封魔柱〉の本体である封魔石を回収してください。そうすればレイハが処理します』


「封魔石って……青い玉のことか？」


『そうです』


「やっぱり……」


　慶一郎は魔獣を見た。どう考えても封魔石は魔獣の体内にある。


「……て、ことは……要するにやることはいつもと同じなわけだな」


『それではケイ、頑がん張ばってください』


「頑張らいでか！」


　レイハとの通信を終えると、慶一郎は美雪に言った。


「俺はちょっとあの化物を倒しに行ってくる。美雪ちゃんはみんなと一緒に校舎の中に隠れてるんだ」


「あの……でも……」


「大丈夫だ。ああいうのには慣なれてる」


　慶一郎はそう言って微笑むと、美雪の背中を押した。後ろを振り返りながら美雪が校舎の方へ走っていくのを見送ると、慶一郎は魔獣──〈封魔獣〉の方に向き直った。相手の方も慶一郎の存在に気付き、短い四本足を交こう互ごに動かして近付いてくる。


「さてと……いっちょうやるか!!」


　慶一郎は龍気を溜ため、掌に集めた。掌に生まれた龍気の塊が黄金色に輝く。地球上では肉眼で視認できないはずの神気の輝きがはっきりと見えている。


「この光が見えるってことは……どういうことだ？」


　考えているヒマもなく封魔獣が眼前に迫った。


「でえいッ……〈神飛拳〉!!」


　カッ！


　慶一郎の放った龍気弾は封魔獣の体表で炸さく裂れつした。〈魔素〉でできた肉を龍気が焼き、蒸じよう発はつさせる。しかしアランの肉体に憑ひよう依いしているためかソルバニアにいる時よりも相対的な破壊力が落ちているらしく、あまり効きいた様子がない。


『ゴブアアアッ！』


　怒りの咆哮とともに、触手が鞭むちのように伸びて襲いかかってきた。慶一郎は三本の触手を次々と躱かわすが、四本目に足を払われ、五本目を背中に食らって弾き飛ばされた。ダウンしたところに封魔獣が首を伸ばして食いつこうとする。


「──燃えりゃあああっ!!」


　ゴオオォッ！


　真横から襲ってきた紅蓮ぐれんの炎が封魔獣を呑のみ込んだ。慶一郎は危あやうく魔獣の足下から逃れる。炎に体表を焼かれながらも、封魔獣は触手を伸ばして慶一郎を捕えようとする。


　ザンッ！


　白はく刃じんが閃き、慶一郎の眼前に迫った触手を切断した。慶一郎と魔獣の間に割って入ったのは、木刀を手にしたポニーテールの女子高生──御剣涼子であった。


「先生、大丈夫？」


「み……御剣!?　なんでここに？」


　慶一郎が驚いていると、視界に入ってきた助っ人がもう一人いた。


「アホ！　オレもいてるわい!!」


　最初に〈炎の虎〉を放った草[image: ]静馬だった。涼子が興奮した声で説明する。


「先生がまた外人格闘家と闘うって聞いて、静馬と一緒にバイクでこっちに向かってたの。そしたら急に周りが真っ赤になって……何かあるんじゃないかと思って来てみたら、これよ！」


　慶一郎から異世界の話を聞いている涼子はおおよその事じ情じようは察さつしているようだったが、静馬はそうはいかなかった。


「おいコラ南雲ォ！　この怪獣はいったい何や!?　説明せえ!!」


「説明しようにもな……怪獣であることは間違いない。とりあえず地球のピンチだ。こいつを倒すのに協力しろ!!」


「なんじゃ、そら!?」


「来るぞ！」


　封魔獣が突進してきた。三人は慌てて三方に散って避ける。やはりアランが母体のせいか、封魔獣は慶一郎を追ってくる。慶一郎は龍気弾を魔獣の顔面を狙って三連射した、動きが止まったところへ静馬が左から〈紅こう牙が三さん連れん〉を放ち、右側から涼子が木刀で斬りつける。涼子の木刀は白く発光し、魔獣の皮膚をやすやすと切り裂いた。当の本人が驚いて慶一郎に尋ねる。


「ねえ先生！　あたしの木刀、なんか光ってて斬きれるんだけど!?」


「いいから斬っとけ！」


　効こう果か優ゆう先せんのアドバイスをしながら、慶一郎はようやく自分の置かれている状じよう況きようを理解しつつあった。この真紅に染まった世界は、半分くらいソルバニアと重かさなっているのかもしれない、という考えが脳裏をよぎった。そう考えれば神気が肉眼で見えることも説明できるし、涼子の木刀が光って見えることもそう不思議ではない──頭の隅すみでそんなことを考えながらも、慶一郎は目の前の封魔獣を倒すことに集中していた。


　封魔獣の動きを目に見えて鈍ってきた。意外にも三人の中で最も効こう率りつよくダメージを与えているのは涼子の木刀であった。木刀で斬ったところへ〈神威の拳〉の攻撃を加える、という戦法がかなり効果を上げていた。


『ゴバァァァッ！』


　封魔獣は苦しげな悲鳴を上げると、いきなり身体を折り曲げて跳躍した。慶一郎の頭上を越えて、三人の包囲網から脱出する。魔獣が校舎のすぐ手前に着地したのを見て、慶一郎は焦った。


「いかん！　そっちは……」


　目の前にいきなり現れた魔獣に驚いて、窓際で見ていた生徒たちが慌てて逃げ出す。その動きが興味を誘さそったらしく、封魔獣は窓を割り、触手を伸ばして一人の女生徒を捕えて摑み上げた。


「なっ……こら、なにしやがんだ、てめえェ!!」


　窓から外にひきずり出されたのは沙羅だった。胴を捕らえた触手から逃れようと暴れる沙羅が、魔獣の頭上に持ち上げられたその時──校舎から朧な白い影が立ち上がった。


（あ……あれは!?）


　慶一郎はその白い影に見み覚おぼえがあった。薙なぎ刀なたで武装した巫女──ソルバニアと重なった空間であるためはっきりと見えるそれは、美雪の守護霊のような存在である〈月影の巫女〉だった。


　封魔獣とほとんど変わらない大きさで出現した〈月影の巫女〉は、巨大な薙刀を一閃した。


『ゲハァァァッ!!』


　魔獣の触手ごとハート型の胴体が袈け裟さ懸がけに斬られた。宙ちゆうに投げ出された沙羅は受うけ身みをとってなんとか無事に着地する。〈月影の巫女〉の姿はその一瞬でかき消えていた。


　バッサリと斬られた魔獣の胴体の傷口に青い封魔石を見つけた慶一郎は、残った龍気をかき集めて一気に解き放った。


「──〈天覇龍凰拳〉!!」


　巨大な龍気弾が咆哮を上げて飛び、封魔獣に命中すると閃光を発して炸裂した。封魔獣の上半身がほとんど吹き飛び、赤い肉の間から封魔石が半ばまで顔を出している。駆け寄った慶一郎は、ボーリング用の球とほぼ同じ大きさの封魔石を両手で摑み、力任まかせにえぐり出した。


「どぉりゃあああああっ!!」


　ブチブチブチィ！


　封魔石につながった肉色の管くだが引き千ち切ぎれる。慶一郎は完全にえぐり出した封魔石を頭上に持ち上げて、叫んだ。


「取ったぞ、レイハ！」


　カッ！


　再び視界を閃光が覆い尽くした。





　次に目を開けた時、慶一郎は自分が上も下もよく判らない、無重力の闇の中にいることに気付いた。


（どこだ……ここは？）


　不意に闇の中に光がともり、目の前に異界の巫女レイハが現れる。レイハの広げた両手の間に、銀色に輝く光の螺ら旋せんがあった。螺旋は上を見ればはるか上まで、下を見てもはるか下の彼方まで、無限に伸びている。


『これは〈事じ象しようの螺旋〉です』


　レイハは言った。慶一郎は質問しようとしたが、夢の中のように声が出なかった。


『ケイとレイハがいるのは〈事象の狭間〉。〈封魔柱〉が次元の壁を越えようとした時、レイハは二つの世界の間に仮の世界を作りました。これがそう……』




[image: ]


　レイハは〈事象の螺旋〉からチョロッと横にはみでている紅い糸を指差した。


《封魔柱〉が存在した事象はこの仮の世界の中でのみ現実となります。ケイが封魔石を取り戻してくれたおかげで、レイハはこの仮の世界を〈事象の螺旋〉から切り放すことができるのです』


　レイハは右手の指でチョキを作って、セーターからはみでた毛糸のような〈仮の世界〉をちょん切った。紅い糸の両端を結び合わせて完全な輪を作る。


（世界とか事象とかを取り扱うわりには、えらいぞんざいだな……なんか不安）


『これで大丈夫です。ケイは安心して元の世界へお帰りください。詳くわしいことは次の召喚の時にお話ししましょう。では──』


　慶一郎の意識は、再び閃光の中に溶とけた。





『ノオォォォ──ッ!!』


　慶一郎の目の前でアラン・スミスが悲鳴を上げていた。


「……え？」


　折れたアランの指を握ったまま、慶一郎は自分が何をしようとしていたのか思い出そうとした。


「そっか……俺はこいつと闘ってたんだ……で、どうするのかな？　確かこうだっけ？」


　慶一郎はアランの髪の毛を摑んで頭を下げさせると、背中に抱きつく格かつ好こうで胴どうに腕を回してアランの身体を担かつぎ上げ、垂直ジャンプからのパワーボムを仕掛ける。受け身も取れずに後頭部を地面に叩き付けられたアランは、身体を二つに折ったままピクピクと痙攣し、悶絶した。


　慶一郎が立ち上がり、対するアランは倒れて動かない──それが意味するものを周囲が理解するまで、数秒の空白があった。


『しょ……勝利です！　南雲慶一郎の勝利です!!　お、驚きました……いったい何があったのかよくわかりません！　しかし強～烈なフライングパワーボム一閃！　完璧な勝利です!!』


　慶一郎が拳を上げてアピールすると、ようやく観客の生徒たちから喝采が上がった。リングから出ると、ミアンが近寄ってきて尋ねた。


「参考までに聞かせてくださる？　どうして逆転できたの？」


「えっと……月の輝きは太陽の光の反射……だったかな？」


　自信なさそうに言って、慶一郎はミアンの横を通り過ぎた。ふと不安な気持ちになって立ち止まり、Ｔシャツの下の石のペンダントを握ったが、やがて気のせいかと思って首を傾げた。


　少しして静馬と涼子が駆けつけたが、すでにＫファイトは終わった後で、勝負を見み損そこなった二人は大いに悔くやしがったという。





　　　　五





　七月一日。月曜日。ＡＭ九：〇〇。


　大門高校──二年Ｂ組の教室。


　廊下側の磨すりガラスの向こうを巨大な人影がゆっくりと移動していった。教室の前のドアが開き、二メートルを越える大男が鴨かも居いをくぐるようにして入ってきた。


「グッモーニーン！」


　大男は機き嫌げんよく挨拶したが、一瞬、真空状態になったように教室中からすべての音が消える。そして次の瞬間、爆笑の嵐が巻き起こった。


「うわ～、キッツう～ッ!!」


　静馬が腹を抱えて笑い、隣の涼子も机に突つっ伏ぷして肩を震わせている。


「ねえ、傑けつ作さくでしょ!?　今日まで引っ張った甲か斐いがあったってもんですよ!!」


　大作が笑いすぎて涙を浮かべながら言う。


「お前ら……いったい何がそんなに可お笑かしい？」


　教壇に立った慶一郎は憮ぶ然ぜんとした表情で、狂ったように笑い転げている生徒たちをにらんだ。静馬がほとんどひきつけを起こしながら、慶一郎を指差す。


「きょ、きょ……教師のコスプレ～！　ぜんぜん似合わへんのじゃ～!!」


　教室にさらなる笑いの渦うずが起こった。


「これのどこが変だと言うんだ!?」


　慶一郎は抗議したが、誰も聞いてはいなかった。


　この日、慶一郎は藤堂のたっての命令により、中学の研修の時と同じスーツ姿で出勤していたのである。





　　　　☆





　二限目の休み時間。


「ねえカズ君、ちょっとい～い？」


　唯の呼び掛けに、万騎は読んでいた本を閉じて顔を上げた。唯は覗のぞき込んで表紙を確認する。本のタイトルは──『快の打ち出の小槌』。


「ま～た、なんか難しい本を読んでるわね……」


「まあね。で、僕に何か用かい？」


「あら、少し話すことがあるから休み時間に来てくれって言ったの、カズ君じゃない」


「そうか。別に昼休みでよかったんだけどな……まあいい。話はすぐ済むから、今話してしまおう」


　万騎は自分の鞄の中から、二つのビニール袋を取り出した。二つとも『開かい封ふう厳げん禁きん』と書かれた赤いシールで封がしてある。一方には折おり畳たたみ式のナイフが入っており、片方は空だった。


「なあに、これ？」


「このナイフは先週の金曜、霧島先生の授業中に黒板に突き刺さったナイフだ。結局誰が投げたのかは判らなかったが……一つ、面白い発見があったんで、唯に聞いてもらおうと思ってね」


　万騎はビニール袋に入ったままのナイフを唯に見せ、把手の尻を指差した。


「ここをよく見てくれ。ナイロンの輪わっかが付いているだろ？　それにタグの一部が残っている。切きれ端はしだが」


「タグって……要するに値札のこと？」


「まあそうだ。で、こっちの袋を見てくれ」


　万騎はもう一つの袋を唯に見せた。一見空だが、よく見ると小さな赤い紙切れが入っている。


「この中の紙切れは、こっちのナイフに付いてるタグの一部だ。よく見てくれよ」


　万騎はビニール袋に入ったままの二つの品を重ね、ナイフに付いているタグがもう一つの紙切れとぴったり合うことを示した。


「……だから、どうなの？」


「実はこのナイフは、僕がある生徒から回かい収しゆうして、タグを付けて、このビニール袋に入れて封をしておいた物なんだ。金曜日の六時限目までは確かに僕の鞄かばんの中に完全な形で入っていた……」


　唯は万騎の話を慎しん重ちように聞いて、頷いた。


「ところが、いつの間にかナイフだけがこのビニール袋から飛び出して、黒板に突き刺さっていたというわけなんだ。見ての通り、封が破られた形跡はまったくないのに、タグの一部を残してこのナイフは外へ出たんだ……どうだい？　ミステリアスだろ？」


「そ……それって……それって、まさか？」


　唯は青ざめて、ゆっくりと背後を振り向いた。視線の先には、相あい変かわわらず占うらないの本を読みふけっている美雪がいた。


　万騎は気の毒なほど動どう揺ようしている幼馴染みの手を優しく握ると、こう言って微笑んだ。


「大だい丈じよう夫ぶだ。信じろ……神はいる。たぶんね」






　あとがき







　ウオ～ッス！


　元気にしちょったかね、諸君！


　ほんっと～に長らくお待たせいたしました!!


　三巻のあとがきで「次はすぐ出まっせ～」とか書いておきながら半年も待たせてしまい、非常に申し訳ない！　実は三巻が世に出た頃には、すでに四巻の執しつ筆ぴつは「ダメだわこりゃ」とあきらめてゲーム三ざん昧まいの日々を送っておりました（スマヌ）。さまざまな事情が重なって延のびたわけですが、最大の原因は要するにネタ切れ（笑）。三巻は書き上げた当時はそれなりに納なつ得とくしていたつもりだったのですが、いざ出来上がってきた本を見ると薄うすい！　内容にマンネリ化の危険な兆ちよう候こうがあり、さらに一冊の本としてのまとまりが……と、不満が山ほど出てきたのです。「いかん！　このままダラダラ書き続けると作家としてのアイデンティティに関わる！」という不安にとりつかれ、納得できるネタがまとまるまでは四巻は一行たりとも書くまいと固く決意したのです。連載の仕事があったのでとりあえずはそちらに専念し、その間に少しずつアイデアを出していったのですが（ライバルチームの登場だけは決まっていました）、これがさっぱりまとまらず、ようやく自分の中でＧＯサインが出たのが三月の末。執筆に取り掛かったものの筆はナメクジよりも遅く、一週間で十枚というペースが長らく続きました。ドラマガの連載の最終回で『四巻は五月発売』などとアナウンスされていたのを目にした時には「ついこの間書き始めたとこなのに、どうやったらそんな時期に出るの？」と他人事のように思っていました。


　いったい何をそれほど悩んだのかというと、もともとリアルバウトの構想には入っていなかった『中学編』をどう書くか、という一点に尽つきます。三巻のラストで美雪が中学に復ふつ帰きするというエピソードを入れたため、自然な展開として「美雪のことを心配した慶一郎が中学に行く」というアイデアが天てん啓けいのごとく閃ひらめき、これを避さけて通るわけにはいかなくなったのです。番外編としてならアリかな、ぐらいにしか思っていなかった中学編を本編でやる……しかも現実離れした能のう天てん気きな大門高校とは違い、今回の舞台となる四葉中はえげつないほどリアリティのある、あえて現実の暗黒面を積極的に取り入れた環かん境きようにしようと考えました。しかし例のナイフ事件やら何やらで折おりしも世間ではえらいことになっており、いくらフィクションとはいえそういった現実を無視するわけにもいかなくなったため、「オレが書いてるのはどう考えてもバカ小説のはずなんだが」と思いつつ、学校問題を扱あつかった討とう論ろん番ばん組ぐみや雑誌をことあるごとにチェックしていました。そうしていてわかったことは、『バカ教師はまだまだ健けん在ざいで、それどころか増殖ぞうしよくする一方らしい』という驚くべき事実でした。悪徳教師を出してそいつをやっつけるだけじゃもう古ふる臭くさくてリアリティなんてないよな……とか思ってたら、どうやらぜんぜん大だい丈じよう夫ぶらしいとわかったのです。それがわかった瞬間「な～んだ、じゃあＯＫ！」とすべて吹っ切れました。今回の悪役の霧島は某討論番組に出演していた実在の教師をモデルにしております。「まだこんな脳のう味み噌そ立ち腐ぐされ教師が生き残ってたのか!!」と感動するほどのバカっぷりが素す敵てきだったので採用しました。そのバカ教師を完膚なきまでに叩き潰つぶし、社会的に抹まつ殺さつするという使命を帯びて登場することになったのが、完全武装した無敵の世紀末風紀委員・泉谷万騎というわけです。古今東西、数多の学園物に登場した風紀委員の中でも最強クラスのキャラだと思うのですが、いかがでしょうか？　ちなみに、こんな喋しやべり方する人間なんて現実にはいないとおっしゃる方、哲学科へ行ってみてください。ゴロゴロいますから（本当）。


　この第四巻は新しい舞台に新しいキャラ、そして衝撃の新展開とイベントてんこ盛りでお送りしているため膨ぼう大だいな情報量となってしまいました。シリーズ物なのに一冊の中でこれだけ大人数の新キャラが登場するという例はかつてないでしょう。おかげでレギュラーの出番が減へるわ、最終的にフォローしきれないキャラはいるわで大変なことになってますが、雑賀自身は非常に楽しんで書かせてもらいました。今回の執筆にあたってのテーマは『妥だ協きようしない・手加減しない・逃げずに最後まで闘う』というもので、今まで寸止めや峰打ちで済ませていた部分まで容よう赦しやなく一刀両断にしてしまいました。〈龍炎使い１＆２〉を書いた頃の自分に戻ろうという気持ちがあったようです。こういったワガママはプロとしては許されないのかも知れませんが、この第四巻は『雑賀礼史が雑賀礼史であるために、どうしても書かねばならなかった』一冊であり、この際読者の評価は二の次だと言ってしまってもいいでしょう。雑賀礼史という男はここまでやらねば納得しないのだと埋解してください。ギリギリアウトのデンジャラスな面白さを堪たん能のうしていただければ幸いです。


　しかし自分の流りゆう儀ぎを通すためとはいえ、執筆中はプロになって最大の地獄を経験しました。〈龍炎使い〉の再現といえる『書くスピードをいくら上げても書かねばならないシーンがあまりに多すぎてぜんぜん追いつきません状態』に加え、『間に合わなければ出版が一カ月延びるぜ十八時間耐久自宅カンヅメ地獄』を体験。いかに島本和彦の「無謀キャプテン」をバイブルにしているとはいえ、自分の掘った墓穴のあまりの大きさに愕がく然ぜんとなったものです。ちなみに第二十三話のほとんどはその十八時間で一気に書きました。


　最後まで闘い抜いたいま、もはやこの一冊に関して心残りは何一つありません。やるだけやった男は、もはや空に向かって笑うだけです。「これでいいのだ」と！


　さて、それでは三巻のあとがきクイズの答えです。


　問題となったキャラの登場する作品ですが、映画化もされて話題となり、緒お方がた恵めぐ美みや三みつ石いし琴こと乃のが声優をやっていた超人気ＴＶアニメ──と言えば、もうおわかりですね？


　正解は「美少女戦士セーラームーン」の第三部「Ｓ」で登場したセーラーサターンこと『土萌ほたる』でした～っ!!


　二巻のクイズで「イラストを鵜う呑のみしてはいけない」という教訓を与え、文中にも髪型はオカッパだとはっきり書いているにも関わらず、およそ九割の方が予想通り『エヴァの綾あや波なみレイ』との回答でした。実はキャラクターデザインに関しては作者から細かく指定を出しているわけではなく、いのうえ空そらさんによるオリジナルの部分がけっこう出ているのです。ほら、大作が茶ちや髪ぱつだという描びよう写しやは一行もないでしょう？　ホームズの鹿しか撃うち帽ぼうとインバネスというスタイルがイラストレーターの創そう作さくであるのと同じようなものです。


　今回、ついに正解者が出てしまいました。チッ……って、いかんいかん、舌打ちしてどうする？　まあ正解者といっても三人くらいなのでちょうどいい感じです。世にも素晴らしい豪ごう華か商しよう品ひんをお送りしますのでお楽しみに。


　では今回のクイズを出題しましょう。


〈Ｑ：次のリアルバウトの本で登場する、謎の怪人がかぶっているヒーローのお面は？〉


　今回は完全にノーヒントです。ノーヒントというのが逆にヒントになっているというか、ドラゴンマガジンの連載を読んでいればあるいは……といった感じでしょうか。


　年明けからずっと連載と第四巻にかかりっきりだったので、皆さんからいただいたお便りの返事は今年はまだ一通も書いておりません。一度執筆にとりかかるとそれ以外のストレスを受け付けない体質になってしまうためですが、これでようやく少しずつですが返事が書けます。皆さんからのお便りは孤こ独どくな執筆中の何よりの心の支ささえです。クイズに関係なくどんどん送ってくださいね。


　ドラマガの連載は秋頃からまた始めることになりそうです。コミック化の話もあるのですが、どんな内容になるかはこれから相談するのでまだ未定です。どちらも期待を裏切らないものにしたいと思っています。楽しみにしていてください。


　てなわけで今回はここまで。これからも応援をよろしく。


　それでは、また。





　　　平成十年五月二十八日




雑賀　礼史





召喚教師


リアルバウトハイスクール４





雑さい賀が礼れい史じ
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